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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　プロローグ







　小さいころから、休みのたびに田舎いなかで民宿をしている祖母の家に遊びに行っては、邪じや魔まにしかならない手伝いをしてきた。

『よく手伝いをしているね、ありがとう』

　しかし、訪おとずれるお客さんは誰だれも彼も笑え顔がおで受け入れてくれて、頭をくしゃりと撫なでてもらったりもした。

　祖母も、幸ゆき弘ひろの手伝いをちゃんと褒ほめてくれた。

『人に優やさしくするとね、巡めぐり巡って、ゆきちゃんにちゃんと返ってくるのよ』

　それが本当に嬉うれしくて、幸弘は思わず祖母に言った。

『ぼくね、おっきくなったらおばあちゃんになる！　みんなのおせわをするんだ！』




「うわ……」

　混雑した電車から出た瞬しゆん間かん聞こえてきた凄すさまじい雨音に、遠えん藤どう幸弘は思わず声を漏もらした。

　窓から見える景色からもある程度覚かく悟ごはしていたし、そもそも電車自体雨で遅おくれている。それでもこんなに酷ひどい降りになっているとは想像していなかった……いや、そうでないようにと祈いのっていたのだ。

　希望した大手ホテルの二次試験の日、絶対に遅ち刻こくなどできないと十分余よ裕ゆうをもって家から出てきたのに、これではどんどんその余裕が目減りしそうだ。

　最初の予定ではバスで向かうつもりだったが、タクシーの方が早いかもしれない。

　幸弘は急いでタクシー乗り場に向かったが、そこにはたじろぐほどの長ちよう蛇だの列ができていた。

「バ、バスの方がいいかも」

　一いつ瞬しゆんで思い直して引き返したが、僅わずかなそのタイムロスでバス停にも多くの人が詰つめかけている。

　どちらにせよ、ここで待っていたらますます時間が押してしまうだろう。

　幸弘は駅前のコンビニに駆かけ込んで残り僅かなビニール傘がさを購こう入にゆうすると、そのまま面接会場に向かって歩き始めた。

（あ～、どうしてこんな日に限って雨なんか～）

　希望するホテルは駅前近くにあるものの、宿しゆく泊はく者の迷めい惑わくにならないよう試験は別の場所で行われることになっていた。普ふ通つうならバスで二十分ほどの距きよ離りだが、駅前の渋じゆう滞たい具合を考えるとその倍、もしかしたら一時間近くかかる可能性もある。

　徒歩なら渋滞は関係ないが、雨の中一時間近く歩けばボロボロの格好になってしまうし、それ以前に一時間で着く保証もない。

　一番良いのは、途と中ちゆうでタクシーの空車を捕つかまえることだ。

「絶対に遅れないようにしないと」

　幼いころから祖母の民宿を手伝っていた幸弘は、やがて自分自身も人と直接関かかわり合う接客業に就つきたいと思うようになった。誰かを笑顔にさせたい、「ありがとう」という言葉を貰もらう嬉しさを嚙かみしめたいと思い、大学に入学してからはホテルのバイトを始め、長期の休みには人手のいるペンションに短期バイトに入った。

　人と対する仕事は難しくて、深く落ち込むことも多かったが、そのたびに祖母と民宿に泊とまる客の笑顔を思い出して頑がん張ばった。

　その結果が、今回の試験に良い方に出ると信じたい。

　焦あせる気持ちのまま幸弘がきょろきょろ視線を車道に向けながら歩き続けていると、少し先の路ろ肩かたに車が一台寄せられているのが見えた。ハザードランプがつけられたその車の後ろには、傘を差した男が二人、立っている。

　彼らの視線がタイヤに向けられているのを見て、もしかしたら何かのトラブルかもしれないなと漠ばく然ぜんと考えていた幸弘の視界の端はしに、待ち望んだタクシーの空車ランプが見えた。

「と、停とまって！」

　思わず声を上げ、車道に身を乗り出すように傘を振ふると、ちょうど先ほどから停まっている車の後ろにタクシーが停車してくれた。

（よ、良かったぁ）

　これで一安心だと一息つきながら駆け寄った幸弘に、突とつ然ぜん二人のうちの一人の男が声をかけてきた。

「すみません、タクシーを譲ゆずってもらえませんか？」

「え？」

　いきなりそう言われてしまい、幸弘は驚いて足を止めてしまった。

「急ぎの商談があるんですが、運悪くパンクしてしまって動けないんです。すぐに連れん絡らくをしたんですが、あいにくこの雨の渋滞に巻き込まれているみたいで……」

「え、あの、でも、お、私も急いでて」

　とっさに言い返そうとした幸弘の言葉は、途中で遮さえぎられてしまう。

「それは十分承知の上でお願いします。次のタクシーは私が責任を持って停めます。ですからこのタクシーはどうかこちらに譲ってもらえませんか？」

　丁てい寧ねいな物言いながら、断ることはないだろうという圧力を目の前の男から感じてしまった幸弘は、思わず声を詰まらせてしまった。

　普ふ段だんなら、幸弘は多分タクシーを譲ったと思う。別に良い人になろうというのではなく、自分よりも大変そうな人を優先するのが当たり前だと思うからだ。だが、今日の自分は人生の岐き路ろともなる就職試験を控ひかえている身で、人に親切にしている場合ではない。

　───場合では、ないのだが。

『人に優しくするとね、巡り巡って、ゆきちゃんにちゃんと返ってくるのよ』

　いつも頭の中に残っている祖母の声が聞こえたような気がして、幸弘はちらりともう一人の男を見た。背が高く、眼鏡めがねをかけた顔は知的で、幸弘と目が合うと目を細めて見返された。

　着慣れないリクルートスーツの自分とは違ちがい、いかにも高そうなスーツを嫌いや味みなく着こなしている男は、きっと仕事もできるのだろう。もちろん、その男がどんな仕事をしているのかはまったくわからないが、これほど急いでいるということはその商談というのもとても大事なものなのかもしれないと思えた。

　断るという選せん択たく肢しは、意外に早く消えた。そして、幸弘は頭の中に浮うかんだもう一つの選択肢を眼鏡の男に告げてみる。

「あの、相乗りでもいいですか？」

「相乗り？」

　ここでタクシーを譲れば、残った男がタクシーを捕まえてくれると言っているが、この状じよう況きようでそううまくいくとは思えない。この場で空車タクシーを捕まえることができたのは本当に幸運で、その幸運がすぐにまたあるとはとても思えないからだ。

　雨はますます激しくなって、うるさいほど傘を叩たたいている。

　それならばと思いついた幸弘の精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほに、眼鏡の男は軽く頷うなずいた。

「助かった、ありがとう」







　　　第一章　出会いは必然







　タクシーの後部座席に男と並んで座った幸弘は、あっと気づいて鞄かばんの中からハンドタオルを取り出して差し出した。

「あの、良かったら使ってください」

　高そうなスーツが濡ぬれているのが忍しのびなかった。ありがとうと言いながらハンドタオルを手に取ってくれたのに安あん堵どしていると、男の方から幸弘に話しかけてきた。

「君の行き先は？」

「俺は、後でいいです。そちらが先に」

「いいのか？　すまない、ありがとう」

　仕事に穴をあけないようにと気き遣づかったつもりだが、次に男が運転手に告げた場所に幸弘は一気に血の気が引いた。そこは、幸弘の目的地とは正反対だった。それでも通常ならそんなに時間もかからないが、今日ばかりはかなり危ないと思う。

　頭の中で計算すると、ギリギリ間に合うかどうかだ。

（多分、大だい丈じよう夫ぶ……だよな）

「君」

　落ち着かない思いで窓の外に視線をやった幸弘は、男に声を掛かけられて慌あわてて振り向く。

「は、はい」

「その服装、もしかして就職試験？」

「え……と、はい……実は」

　着慣れないスーツ姿はすぐにばれたようで、幸弘はこくっと頷いた。そればかりではなく、男は聞き上手で、就職試験先と大学名、住んでいるところまで話してしまった。

　すると、男は整った顔を申し訳なさそうに歪ゆがめながら頭を下げて謝罪してくれる。

「すまない。せっかくの就職試験を邪じや魔ましてしまったね」

「いいえ、こういう時はお互たがい様ですし。情けは人の為ためならずって思ってますから」　>>>♥

　不思議と、社交辞令ではなく本心でそう答えることができた。譲ってもらえて当たり前という尊大な態度を取らないばかりか、心底謝ってくれていることがよく伝わったからだ。この人の為に自分がしたことは間ま違ちがっていないと改めて思える。

「古い言い回しを知っているんだね」

「ばあちゃ、あ、そ、祖母がよく言っているので」

　いつものように言いそうになって慌てて言い換かえると、男が少し笑った気配がした。

「私は助かったが、君は時間、大丈夫なのか？」

「え……っと、多分」

　時計を見ると、あと三十分で受付終しゆう了りよう時間になる。男の目的地まではもう少し、そこから渋じゆう滞たいにかからなければ何とか間に合いそうだ。

「君のことばかり聞いていたな。私は沢さわ村むら理さと史しというんだ、よろしく」

　口ごもる幸弘に何かを感じたのか、男はしばらくじっと横顔を見てきたが、やがて内ポケットから何かを取り出し、すっと幸弘の目の前に差し出した。それは名めい刺しで、幸弘も知っている有名ベンチャー企き業ぎよう名と、役員という肩かた書がきが書かれてある。

「株式会社ＩＯＤの、専務取とり締しまり役やく……」

　株式会社ＩＯＤはネットビジネスが有名だが、投資や不動産ビジネスにも幅はば広ひろく手を伸のばしている会社だ。世の中には多くのベンチャー企業と言われる会社があるが、その中でも十年近く成長を続けている会社ということで、優良企業の中に名前を挙げられるのも珍めずらしくなかった。

　そんな会社の専務取締役ということは、沢村はきっとエリートという部類に入るのだろう。そんな相手とタクシーに相乗りするなんて、本当に人生というのはわからない。

「遠藤君」

「あ、はい」

　沢村は男に向けるには勿もつ体たいないほどの綺き麗れいな笑えみを浮かべて言った。

「私は君の親切で助かった。もし、何かあったら遠えん慮りよなく連絡をしてくれないか？　できる限り力になるから」

「そ、そんな、いいです」

　たかが相乗りで、ここまで感謝してもらうのは申し訳ないくらいだ。いや、こんなふうに携けい帯たい電話の番号も書かれてある名刺を貰もらうのさえ気が引けてしまう。

　どうしたらいいのかと迷っている間に、沢村は運転手に声をかけて車を停とめさせた。どうやら目的の場所に着いたらしい。

「本当にありがとう」

「い、いいえ」

「運転手さん、タクシー代はこれで」

　そう言って、運転手に一万円を渡わたした沢村は車から降りてしまった。

「……え？」

　止める間もなく目の前のビルに駆かけ込んでいく沢村を呆ぼう然ぜんと見送っていると、初老の運転手がこちらを振ふり返る。

「良い人だったね。君はどこに行くんだい？」

「……あ！」

　タクシー代のことも気になるが、それよりも唐とう突とつに就職試験のことを思い出した。

「お、お願いしますっ、急いでください！」

　行き先を告げると、運転手は驚おどろいて車を走らせてくれる。今から行って間に合うかどうか、本当に際きわどいところだ。

（俺って……こんなだからお人ひと好よしって言われるのかも……）

　それでも、沢村の礼の声は耳に心地好い。後はもう、間に合うように天に祈いのるしかなかった。










　そんなトラブルに見み舞まわれた、四月の本命ホテルの二次試験から三カ月。

　大学四年の夏時点で、幸弘はまだ一社も内定が取れないでいた。本命のホテルは、結局あれからタクシーを飛ばしたものの受付時間を大おお幅はばに遅おくれてしまって脱だつ落らく、それからすぐに他ほかの企業を探してもなかなかうまくいかない。

　サービス業だけでなく他の業種にも挑ちよう戦せんしてみたが、やはり準備不足は否いなめなかった。友人たちが次々と内定を取る中、幸弘にとっては本当に苦しい就職活動が続いていた。

　あの日、雨が降らなければ。

　沢村という男とタクシーの相乗りをしなければ。いや、せめて自分の目的地に先に向かえば、今の状じよう況きようは変わっていたかもしれない。

　それでも、幸弘は沢村を恨うらまなかった。試験に間に合ったとしても、落ちていたかもしれない。大体、あの時自分よりも沢村を優先したのは幸弘自身だ。己おのれの判断を人のせいにはできないし、たった一度、数十分一いつ緒しよにタクシーに乗っただけの相手にその後を報告するのもおかしい気がして、幸弘は貰った名刺を机の引き出しの奥にしまい込んだ。余ってしまったタクシー代も、封ふう筒とうに入れてその隣となりに置いてある。

　それでも、次々に就職先が決まっていく友人たちに、さすがにマイペースな幸弘も焦あせりを募つのらせた時、教授が声を掛けてきた。

「一社、面接受けてみないか？」

　祖母の民宿の常連だった教授には、入学当初から可愛かわいがってもらっていた。四月の試験失敗のことも話していたので、いまだ内定が取れていない幸弘をずっと気に掛けてくれていたらしい。

「君の希望する職種ではないが、きっと遣やり甲斐がいがある仕事だと思うよ」

　その会社は大学の成績よりも個人の才能の伸びしろを重視するらしく、ほぼ面接だけで合否が決まるらしい。来年の募ぼ集しゆうは既すでに終わっていたものの、急な辞退が一人出てしまったらしく、至急新たな募集を掛けたようだった。

　たまたま教授の知り合いがその会社にいて、つてで今回の話が来たらしい。それを自分に声を掛けてくれたことをありがたく思い、幸弘はぜひお願いしますと頭を下げた。

　面接だけだとはいえ、だからこそ試験は難しいと覚かく悟ごをして改めて会社名を尋たずねたが、まさかそれがあの時出会った沢村の会社、株式会社ＩＯＤだと知った時、あまりの偶ぐう然ぜんに幸弘は一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になったくらいだ。

　教授を介かいして面接の申し込みをすると、折り返し面接日の連れん絡らくがきた。

　専務である沢村に会えるとは思わなかったし、ましてや面接が上手うまくいくとも限らない。それでも、これは巡めぐってきた運だから大事にしようと、幸弘は気持ちを引き締しめてその日に挑いどんだ。

「……え……」

　今まで受けてきた企業の多くは、面接の場合、人事課の部長や課長などと対することが多かった。

　まさかそこに、多た忙ぼうなはずの役員である沢村がいるなんて、まったく考えもしていなかった幸弘は入り口で固まってしまう。

「どうぞ」

　しかし、沢村はまるで幸弘とは初対面だとでもいうようにそっけなく声を掛かけ、冷静な眼まな差ざしを向けてくる。その顔を見た幸弘もここが面接場所だとようやく実感し、慌あわてて頭を下げて部屋の中に入った。

「晃こう西せい大学四年、遠藤幸弘です。よろしくお願いしますっ」

「椅い子すに座ってください」

「は、はい」

　着席を促うながされて緊きん張ちようしながら椅子に座った幸弘は、目の前にいる沢村と、その隣に座るもう一人の男を見た。

　隣にいる男は沢村と同年代に見え、短く刈かった茶ちや髪ぱつを立たせていて、少し強こわ面もてではあるものの、親しみやすい雰ふん囲い気きがあった。

　幸弘が今の状況を必死に受け入れようとしている間に書類に目を落としていたらしい沢村が、ふと顔を上げて幸弘に言った。

「こうして面接に来てくれたということは、あの時の入社試験は駄だ目めだったということだね」

「あ……その……はい」

　一瞬誤ご魔ま化かそうと思ったが、結局噓うそはつけずに頷うなずいてしまう。すると、沢村は椅子から立ち上がって幸弘に頭を下げた。

「すまなかった、私のせいだな」

「ち、違いますっ、俺の読みが甘かったせいで、あなたのせいなんかじゃないですからっ。頭なんて下げないでくださいっ」

　必死に言う幸弘と沢村の様子を見ていたもう一人の男が、いったいどうしたんだと尋ねてくる。その問いに、沢村は椅子に座りなおしながらあの日のことを話し始めた。その内容は聞いていて赤面するほど美談になっていたが、明らかに幸弘の心証にはプラスに働いたらしい。

「あの時君がタクシーを譲ゆずってくれたおかげで、私は重要な取引を取りつけることができた。本当に感謝している」

　真しん摯しに伝えられる感謝の言葉は面おもはゆいが、沢村の仕事があの後どうなったのか知る由よしもなかった幸弘にとって、その報告はとても嬉うれしいものだった。

「良かったです。どうなったのかなって、気になっていたから」

　結局幸弘は本命の就職試験には間に合わなかったけど、沢村を助けられたのなら、そういう運命だったのだ。ようやくあの時のことが落着した気がして顔を上げると、そこには思いがけず優やさしい瞳ひとみをした沢村が自分を見つめていた。

「情けは人の為ためならず、だったね」

「……覚えていてくれたんですか？」

　何カ月も前の、たった数十分タクシーに同乗した自分の話をちゃんと覚えていてくれたことに思わず顔が綻ほころぶと、それまで黙だまって自分たちの会話を聞いていたもう一人の男が思わせぶりな笑え顔がおを沢村に向けた。

「これは思いがけない拾い物をしたんじゃないか？　ちょうど、会社に癒いやしが欲しかったところだしな」

「……確かに。彼なら、十分癒してくれるな」

「顔も可愛いし」

「遠藤君を遊び相手にするなよ」

「え？　あ、あの」

「所属は俺の……」

「社長秘書なんて、猛もう獣じゆうの檻おりの中に入れるわけがないだろう」

「しゃ、社長って」

　幸弘の前で繰くり広げられる二人の会話に、どう突つっ込んでいいのかわからない。オロオロと交互に顔を見つめることしかできない幸弘に、沢村が魅み惑わく的な笑みを向けてきた。

「こうして再会できたのも何かの縁えんだ。そう思わないかい？」

「……」

　縁と簡単に言ってもいいものかどうかわからないが、確かにあの時の出会いが今に繫つながっているとは思う。

　袖そですり合うも多た生しようの縁。そんな言葉が頭の中に浮うかんだ。

「あ、あのっ、俺、頑がん張ばります！」

　この会社を目指していたと胸を張って言えないが、これからの自分はこの会社の為に一いつ生しよう懸けん命めい頑張ろうと声を大にして言える。

　慌てて立ち上がって頭を下げると、社長と呼ばれた男の楽し気な笑い声が耳に届いた。

「ああ、楽しみにしているよ」

　こうして、棚たなからぼた餅もちのような幸運で、本格的な夏を前に幸弘は内定を取ることができた。










　正式な内定をもらってから、幸弘は本格的にＩＯＤのことを調べた。

　会社は設立十年にも満たないものの既に社員は百名を超こえていて、自社ビルも持つほどの急成長ぶりらしい。幸弘が就職活動をしていた時も友人たちの間では人気で、今でも自分がそんな会社の内定を取れたなんて信じられない思いでいた。

　元々ネット関係にはあまり興味はなく、ＳＮＳもほとんどしていなかった幸弘にとって、調べれば調べるほどＩＯＤの業務内容は未知のものだった。

　直接人と関かかわりたいという夢からは少し遠ざかってしまうが、それでも縁あって入社することになったのでできる限り頑張りたいと思い、同じ業種に就職する友人に協力してもらって遅おそまきながら勉強もした。

　そして、今さらながら沢村という凄すごい人と出会えた自分の幸運にも感謝していた。

　三十一というあの若さで、あんなにも大きな会社の役員に就ついている彼はどれほど有能なのだろうか。これから先、同じ会社で働くとはいえなかなか顔を合わすこともないだろうが、あんな大人の男になりたいと憧あこがれも抱いだくようになっていた。

　そして、入社説明会がある二月を迎むかえ、張り切って新調したスーツに身を包んで出席した幸弘は、そこで聞いた説明に愕がく然ぜんとしてしまった。

「寮りようでの部屋割りは後で受付にて書類を渡わたします。成人を迎えた皆みなさんに細々した注意点を述べることはありませんが、社会人として恥はずかしくない生活を送ってください」

「……寮……？」

　初めて聞く話に付いていけず、幸弘の頭の中には疑問だけが浮かんでいる。わからないまま進んでいく話に落ち着かないまま、幸弘は説明が終わった途と端たんに受付に急いだ。

「あ、あの、すみません。入寮の件、私には案内がなかったみたいで、今日初めて伺うかがったんですが……」

「え？」

　彼は驚おどろいたように幸弘の顔を見上げた。そして幸弘の名前を尋たずね、資料を突き合わせる。やがてその手が止まり、弾はじけるように顔を上げて言われた。

「あ！　もしかして、一人だけ二次募ぼ集しゆうで決まった子！　……あ～、申し訳ない。こちらの手て違ちがいで入寮の案内が抜ぬけていたみたいだ。新居はもう契けい約やくしちゃったのかな？　一応社則で、新入社員は社員寮に入居することになってるんだけど」

「え？」

　慌てて調べてくれた彼は、困ったような顔をしながらも説明してくれた。

　どうやらＩＯＤは効率的に仕事を覚えるためと、通勤時間短縮のため、新入社員は最初の一年、会社所有の寮に入らなければいけないらしい。寮と言っても学生寮のようなものではなく、会社所有のマンションに住む形で、ワンルームのほか、いくつかの物件が用意されていたようだった。

　今年の新入社員は幸弘を含ふくめて十五人だ。まだ、空いているかもしれないと、幸弘は受付の総務の人間に慌てて尋ねてみた。

「あの、ワンルームに空きはありますか？」

「ワンルームは……悪い、満室みたいだ」

「ま、満室？」

「新入社員が入っても何室か空いていたんだけど、他ほかの社員で入居希望があってね。うちの寮は都心のアクセスがいいし、何より補助があって安いから」

「……はぁ」

　何と言っていいのか、幸弘は呆ほうけた声を出すしかなかった。正直に言えば、まず寮のことなど考えたこともなかったので、この後どうしたらいいのかまったく想像できなかったのだ。

（ど、どうしよう……）

　結けつ婚こんをしている場合は除き、一年目は絶対に寮に入らなければならない。もちろん、それはワンルームに限らず他にもあるのだが、新入社員の給料から考えれば他の部屋はあまりにも高かった。

「困ったなぁ」

　目の前の彼も、幸弘の困こん惑わくが手に取るようにわかるらしく、一いつ緒しよに頭を悩なやませてくれる。

「どうしました？」

「鈴すず木きさん」

　その時、唐とう突とつに割り込んできた声に、総務の人は慌あわてて立ち上がった。つられるように視線を向けた幸弘は、そこに立つ人物を見て、あっと思わず声を漏もらしてしまう。

（この人、あの時の）

　沢村とタクシーの相乗りをした時、彼の側そばにいたもう一人の男だった。

「揉もめている……とは、違ちがいますね」

　いつの間にか、会議室には幸弘と総務の人間以外いなくなっていた。この後は解散なのでそれも当たり前だが、一人残っている幸弘を見て何かあったと心配してくれたようだ。

　撫なでつけた黒くろ髪かみに、切れ長の目、細身だが堂々とした立ち姿のせいか、妙みような威い圧あつ感かんがある。確かあの時も、この男の静かな迫はく力りよくに押されたのを思い出した。

　彼は幸弘の顔を見ても驚いた様子はなく、総務の人の説明を黙って聞いている。しかし、話が終わるころにはその眉み間けんに僅わずかな皺しわが寄っていた。

「まったく、総務は何をしているんですか。入社する人間に対してのフォローがこんなに手て抜ぬきでどうするんです」

　そう言うと、幸弘に向かって頭を下げた。

「大変申し訳ありません。私は専務秘書の鈴木明あ日す香かと申します。まだ入社する前からこんな不ふ手て際ぎわで迷めい惑わくを掛かけてしまいました」

「専務秘書って、じゃあ、沢村さんの……いえ、俺だってちゃんと調べていたらわかることだっただろうし。それで、あの、俺の家、一応東京都なんです。だから、実家から通うこともできるんですけど……」

　物理的に住む場所がないなら、それしか方法はない気がする。そう思って幸弘は切り出してみたが、鈴木はすぐに頷うなずいてはくれなかった。

「少し待っていてください」

　携けい帯たい電話を取り出しながら幸弘から離はなれ、どこかに電話をしている。もしかしたら、結構大変な問題なのだろうか。

「……まいったなぁ」

　自宅通勤が許されないのなら、ワンルーム以外の部屋に入居するしかないのかもしれない。しかし、いくら補助があるとはいえ、新入社員の自分が払はらえる家賃なのだろうか。

　どうすればいいのかと不安なまま鈴木が戻もどってくるのを待っていた幸弘だったが、しばらくして会議室のドアが唐突に開かれた。

「あっ」

　入ってきたのは沢村で、彼は幸弘の顔を一いち瞥べつした後、近づいてきた鈴木から何事か報告を受けている。

（え……沢村さんにまで話が行ったってこと？）

　鈴木と話を終えた沢村が連れ立って近づいてくる。緊きん張ちようする幸弘の隣となりで、総務の彼が沢村に今回の事態を謝罪していた。

「申し訳ありませんでしたっ」

「起きてしまったミスはしかたがない。それよりも、遠藤君のことを考えないと。自宅通勤ができると聞いたが……小こ林ばやし」

「気持ちはわかるんですが、一人だけ例外を作るわけには……」

　言いにくそうに、それでも総務の彼は否定の言葉を告げる。やはり、多少高くても最低一年間は寮に入らないと駄だ目めなようだ。

　ここまできたら諦あきらめもついた幸弘だったが、沢村はすぐに次の質問をした。

「じゃあ、社員の誰だれかとシェアするのは？」

「それは、両者の了りよう解かいが取れて総務に届けがあった場合のみ、部屋をシェアすることは許可しています。もちろん、社員同士でということで、部外者や同どう棲せいはアウトですが」

　沢村の質問の意図がわからないのか、不思議そうに返ってきた言葉にしばらく考えるような顔をしていた沢村が、いきなり幸弘に向かって言った。

「遠藤君、私と同居するというのはどうかな？　ああ、家賃はワンルームと同じで構わないから」

「え？」

「専務？　何を言って……」

　驚く幸弘の声と、怪け訝げんそうな鈴木の声が重なる。だが、沢村は何でもないことのように説明した。

「遠藤君とは何かと縁えんがあってね。遠藤君が二次募集で入社することになったのも、もとはといえば私のせいなんだ。幸い部屋は空いているし、社員同士なら問題はないんだろう」

　沢村は幸弘の就職試験の失敗を自分のせいだと思っているが、結局あれは自分が蒔まいた種の結果で、誰のせいでもないと思っている。それよりも、縁あってこの会社に入社できたことを感謝していた。

　多少の関かかわりはあっても、自分は新入社員で、沢村は専務という立場だ。あまりにも恐おそれ多くて、同居などできるはずがない。それに、沢村が住むようなところだと、家賃は折半にしても給料のほとんどが吹ふっ飛びそうな気がする。

「確かに問題はありませんが……」

　鈴木の言葉に頷く沢村とは反対に、幸弘は思わず叫さけんでいた。

「む、無理ですっ」

　首を横に振ふって必死に訴うつたえる幸弘に、沢村が宥なだめるように言う。

「もちろん、遠藤君が遠えん慮りよをする気持ちもわかる。……だったら、こうしよう。君が入れる寮りように空き部屋ができるまでの間の一時しのぎというのではどうかな？」

「い、一時しのぎですか？」

「今回のことは会社の不手際の結果、君の選せん択たく肢しを狭せばめてしまった。本当にすまない」

「沢村さん……」

　今回のことはけして沢村のせいではないのに、彼はここまで幸弘に心を砕くだいてくれている。幸弘にとっては突とつ拍ぴよう子しもない提案の同居の話も、幸弘の苦境を思って提案してくれているのだ。その気持ちを無下にすることはできなかった。

「遠藤君、駄目かな？」

　端たん整せいな顔が、ものすごく近くにある。

「あ、あの」

「ん？」

「……」

「……」

「……」

「……」

「……よろしく、お願いします」

　実家を出て寮に入らなければならないことは確実で、一番の候補であるワンルームは既すでに満室、残りはかなりきつい家賃を払わなければならない部屋ばかり。

　それならば、一緒に生活して自分が成長できそうな、尊敬できる沢村と同居するのもいいかもしれない。そもそも、一年経たてばまた寮の振り分けはあるだろうし、実家から通うということもできるだろう。

　気持ちを切り替かえると考えは前向きになり、幸弘はすっきりした気持ちになって頭を下げた。

「ありがとう」

「い、いえ」

　礼を言うのなら自分の方だ。

「何でも言ってください。俺、少しは家事もできますから」

　料理は自信がないが、洗せん濯たくや掃そう除じはある程度できる。と、言っても、洗濯機と掃除機を使うくらいだが、破格に安くしてくれる家賃分の働きは絶対にしたかった。

「じゃあ、行こう」

「え？」

「私たちの部屋に、だよ」

「い、今からですか？」

《私たちの部屋》と聞くと、なんだか背中がむず痒がゆいが、どちらにせよ一いつ緒しよに住むのなら早く部屋を見たい気もする。そして、きっとそんな自分の気持ちを汲くみ取ってくれているだろう沢村の気き遣づかいに感謝した。

（本当にいい人だなあ）

　沢村と出会って、自分は一生分の運を使い果たしたと、これで何度思ったことだろうか。

　今回も改めて感じながら、幸弘は沢村と一緒にエレベーターに乗り込む。

　その幸弘が、まるでモデルルームのように綺き麗れいに片付いた部屋を見てぽかんと口を開けてしまうまで、もう間もなくのことだった。







　　　第二章　キスは偶ぐう然ぜん







　幸弘の社会人生活が始まった。

　最初の一カ月は様々な部署に手伝い兼けん雑用係として回されて、毎日目が回るほど忙いそがしかった。

　学生時代のバイトとは違ちがい、たった一つの使いでも大きな責任が伴ともなう。それを誇ほこらしく思うと同時に、胃が痛くなってしまう緊張も感じていた。

　そんな中でも、沢村と共に暮らすマンションでの生活は大きな癒いやしになっていた。

　初めて見た時は、そのあまりの広さとスタイリッシュな雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされて、自分の部屋にとあてがわれた一室以外、極力出ないようにしていたくらいだった。全体的に白と黒と茶色でまとめられた部屋はシックで大人なイメージの沢村にはぴったりだったが、まだ半人前の自分には背せ伸のびしても似合わないように思えたのだ。

　それでも、日々暮らしていくうちに少しずつ部屋の空気に馴な染じみ、一つ一つ自分の持ち物が増えていくにつれ、沢村の言っていた《私たちの部屋》という言葉の意味を受け入れることができるようになった気がする。

　当初、せめて家事は自分がほとんど受け持つつもりだったのに、蓋ふたを開けてみればあれほど多た忙ぼうな業務をこなしているのに、沢村は掃除も洗濯も完かん璧ぺきにこなしてしまうのだ。家賃分の働きができなくて、反対に幸弘は困り果てていた。

　幸弘に沢村と暮らすメリットはあっても、沢村に自分と暮らすメリットは何もないように思えたが。

「幸弘といると、毎日が楽しいよ」

　名字で呼ぶのは他た人にん行ぎよう儀ぎだからと、いつの間にか名前で呼ぶようになった沢村はそう言って笑うのだ。

「食事は一人よりも二人で食べる方がおいしいし、幸弘が風ふ呂ろ掃そう除じをしてくれている間に私が部屋を掃除すれば時間は短縮される。何より、家に帰って誰かが迎むかえてくれるのは久しぶりで、とても嬉うれしいんだ」

　その言葉が、くすぐったかった。

　そして。

「よろしく、遠藤君」

「お世話になります、鈴木さん」

　入社から一カ月経ち、ゴールデンウイークを過ぎたころに、幸弘の配属は秘書課に決まった。女性が多い部署だが、沢村の役に立てる部署に就つくことが決まって、本心で言えば安心したし嬉しかった。

「なんだ、俺の下じゃないのか」

　言葉とは裏腹に、楽し気に笑って言ったのは、面接の時に沢村と一緒にいた社長の西さい園おん寺じ圭けい祐すけだ。

　沢村と同じ歳としで一緒の大学だったらしく、二人が四年生の時にこの会社を立ち上げたと聞いた。

　初めは二人だけの会社を、短期間でこんなにも立派に成長させるほどの有能な人だから口を利きくのも恐れ多いと感じていたが、話せばとても気さくで、大学の先せん輩ぱいのような雰囲気で接してくれる。

　彼の明るさで、いつも社内は健康的な明るさに満ちているようにも感じた。

「遠藤君、その人の相手をしなくてもいいですよ」

「は、はい」

　一緒に総務に行く鈴木が、ばっさりと切り捨てて幸弘を促うながす。

　丁てい寧ねいな口調と無表情のせいか、どうしても苦手だと感じていた鈴木も、ずっと接しているうちにとても細やかな気遣いのできる優やさしい人だというのがわかった。それに、仕事ぶりを見ているだけでも有能なのがよくわかる。

　海外からの英語の電話も苦も無く受け答えしているし、キーボードを打つ手も驚おどろくほど速い。沢村のスケジュールは数カ月先まで完璧に把は握あくしていて、それだけでなく他ほかの役員の予定もちゃんと頭の中に入っているのだ。

　見本にしたいと思っても、とても彼のようにできない。それでも、憧あこがれる存在が側そばにいることはとても励はげみになった。

　見本にしたいのは鈴木だけではない。上司である鈴木のさらに上にいる、プライベートでは同居人の沢村もそうだ。

「あ」

　ちょうど、エレベーターから来客と共に沢村が出てきた。今日の客はアメリカの投資家で昔からの知り合いらしく、親し気に話しているのがわかる。

（すごい……）

　アメリカ人の投資家は縦も横も大きな人物だったが、身長では沢村もまったく負けてはいなかった。高い身長も、長い脚あしも、整った容よう貌ぼうもすべて完璧で、テレビに出ているどんな俳優やモデルよりもカッコいい。さらに、声もよくて、有能で、とても優しくて、こんな人が自分の身近にいること自体が今もって不思議だった。

　仕事中は眼鏡めがねをかけているが、そうすると理知的な雰囲気が増して、同じ男だというのにドキドキと胸が高鳴ってしまう。

　女子社員の人気ワンツーは、当然ながら社長の西園寺と専務の沢村らしい。

　野性的で気さくな西園寺と、紳しん士しで穏おだやかな沢村。甲こう乙おつつけがたいらしいが、社内で時折見せる沢村の微び笑しようには《キラースマイル》という、少々古ふる臭くさいネーミングがつけられているほどだ。

　沢村は廊ろう下かにいる幸弘と鈴木に気づいたらしく、ちらりと視線を向けてくる。それに慌あわてて頭を下げると、彼が目を細めるのが目の端はしに映った。少しだけ、口元も笑えんでいる。

　こうしてその微笑を目まの当たりにすると、あのネーミングはあながち間ま違ちがっていないように思う。もっとうまい言い回しがあるかもしれないが、この微笑に関しては、間違いなく《キラースマイル》だろう。

　精力的に仕事をこなしているのに、どうしてこんなにも余よ裕ゆうがあるのだろう。十年後、自分が沢村のようになれるなんてまったく思えない。

「……凄すごいなぁ」

　立ち去る二人の後ろ姿を見送りながら思わず呟つぶやくと、鈴木が笑う気配がする。

「確かに、仕事はできますからね」

「鈴木さんもそう思いますか？」

「時々、あの人の頭の中はどうなっているんだろうかと見てみたくなります」

　変な言い回しだが、鈴木なりに沢村のことを認めているのはわかった。鈴木ほどの人物さえも認める人物なのかと改めて凄いなと思っていると、幸弘の沈ちん黙もくを別の意味に捉とらえたのか鈴木が言葉を継ついだ。

「あなたも、頑がん張ばればなれますよ」

「俺が？」

「可能性はゼロではないですから」

　なんとも鈴木らしいフォローに、幸弘は生き真面目まじめに頷うなずいた。










　新入社員の幸弘は、今のところどんなに遅おそくても午後六時には退社できる。今のところ任せてもらえる仕事がないからだ。

　反対に、沢村は接待が無くても帰りは午後八時以降で、必然的に幸弘が沢村を出で迎むかえることになっていた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　オートロックは沢村自身が解除して上がってくるので、玄げん関かんの鍵かぎが開く音がして初めて幸弘は出迎えに走る。そんな幸弘を、玄関先で沢村は待っているのだ。

「やっぱり誰だれかに迎えてもらうのっていいものだな。疲つかれが吹ふき飛ぶ気がするよ」

「何言ってるんですか。会社でも会ってるじゃないですか」

　大学も実家から通っていた幸弘は母や弟に出迎えてもらうことが多くて、それがそんなに特別なこととは思わなかった。しかし、毎回嬉うれし気に目を細めて自分を見つめる沢村を見ると、《おかえりなさい》のたった一言が、疲れを癒いやす魔ま法ほうの言葉なんだなとしみじみ感じるようになっていた。

「これ、お土産みやげ」

「え？」

　沢村が持ち上げて見せてくれた袋ふくろの中には、幸弘の好きなアイスクリームが入っている。

「わっ」

　思わず声を上げて喜んでしまうと、まるで犬にするように頭をわしゃっと撫なでられた。

「食事は？」

「あ、片付けをしていたら遅くなっちゃって。すぐに作りますから待っててください」

「慌てなくていいよ、今日は何？」

「たらこスパです。あと、サラダと、実家からジャガイモが送られてきたんで、スープも作ってみました」

　料理の腕うでに自信がないので、先生はもっぱら母親だ。ただし、母親が作る料理はごく普ふ通つうの家庭料理なので、沢村に似合いそうな高級な食材を使ったものはできない。パスタはその中でも失敗が少ない得意料理なので、幸弘は早さつ速そく椅い子すに掛かけていたエプロンを部屋着のスエットの上につけながら言った。

「麵めんを茹ゆでたらすぐにできるんで、着き替がえて待っていてください」

「ありがとう」

　手を洗いながら何気なく視線を向けると、沢村がネクタイを緩ゆるめているのが見える。長い指が器用に動くさまは、なんだかとても色っぽく見えた。そのまま無意識に沢村がリビングを出ていく姿を見送った幸弘は、湯が沸ふつ騰とうする音にハッと我に返る。

「……慣れない」

　沢村と同居を始めてもう一カ月以上経たつが、まだこんなふうに見み惚とれてしまうことも多いのだ。顔がカッコいいとか、しぐさがスマートとか、憧れる要素が多いだけになかなか気持ちが落ち着かない。

　間もなく戻もどってきた沢村は、手伝ってくれるつもりなのかキッチンに入ってきた。

「麵、これくらい食べられますか？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。幸弘の料理は美味うまいから」

「少し硬かためが好きだったんでしたっけ」

「よく覚えているね、嬉しいな」

　ごく当然のように言われて、恥はずかしいが嬉しさの方が強い。

　沢村のこだわりらしいガスレンジの前に立って麵が茹で上がるのを待っていた幸弘は、ふと側に立つ沢村を見上げた。身長がかろうじて一六五センチを超こえている自分より頭一つ分は高い彼の首筋が目に飛び込んでくる。綺き麗れいな首筋の線にまたも見惚れた。

（……やっぱり、カッコいいなあ）

「幸弘？」

（声だって……）

　気のせいか、自分を呼ぶ時甘く響ひびく声は、ずっと聴きいていたいのに背中がムズムズする。

　結局、沢村のすべてが自分の理想だなと改めて感じる毎日だ。

「幸弘、吹きこぼれる」

「あっ」

　幸弘は慌ててガスレンジに向いて手を伸のばした。焦あせっていたせいで素す手でで鍋なべを触さわろうとしてしまったが、触ふれる寸前に沢村の手に摑つかまれる。

「危ないぞ」

「ご、ごめんなさい」

　さっき見惚れた綺麗な手が自分の手を摑んでいた。指は長くて綺麗なのに自分の手をすっぽり包んでしまうほど大きなことに初めて気づき、幸弘は焦って手を後ろに引いてしまう。

「あ、ありがとうございます。麵、これくらい、かな」

　挙動不ふ審しんを誤ご魔ま化かすように言うと、沢村は問い詰つめることはしなかった。

「どれ」

　幸弘が持っている菜さい箸ばしに手を添そえ、麵を一本だけすくった沢村はそれを口に含ふくむ。

「うん。これぐらいかな。幸弘も、ほら」

　残ったパスタを差し出されて口に含むと、ほんの少しだけ硬い気がした。

「たらこはどれ？」

「あ、冷蔵庫に」

　沢村とあれこれと話しながら作るのは楽しくて、いつの間にか動どう揺ようしていた気持ちが収まっていた。幸弘はあっという間に出来上がった料理をテーブルの上に並べ、彼の前の椅子に自分も座った。

「どうぞ」

「いただきます」

　沢村は綺麗な所作で食事を始める。

「うん、美味おいしい」

「本当に？」

「シソが利きいているね」

「それ、母さ、母の、お勧すすめで」

　焦って言い直す幸弘に笑いながら、沢村は食事を進める。沢村の感想に安心した幸弘もようやくフォークを手に取った。

「もう少しちゃんとした料理を作れるといいんですけど。沢村さんだったら、外でもっと美味しいもの食べられるでしょうし」

　幸弘のレパートリーは両手で数えられるほどしかない。新作にも挑ちよう戦せんはするが、満足できる味のものにはできなかった。自分で食べる分には上出来だったとしても、誰かに食べてもらうには申し訳なさすぎるくらい微び妙みようなのだ。

　同居当初からずっと気になっていたことを思わず口にした幸弘に、沢村はすぐに否定の言葉をくれた。

「そんなに美味しいものばかり食べてるわけじゃないよ。それに、やっぱり店で食べる料理と家での手料理は別物だし。仕事人間だった私が、最近やけに早く帰るから、社内の人間は不思議そうな顔をしているくらいだよ」

「そ、そうなんですか。俺なんかの手料理で沢村さんが喜んでくれるんならいいですけど」

　さすがにそれはお世辞だとは思う。

　どう考えたって外で食べる食事の方が美味しいだろうし、そもそも沢村ほどの男なら、手料理を作ってくれる女性の一人や二人、いてもおかしくないはずだ。

（……料理器具とか、調味料とか……最初から揃そろっていたし……）

　もしかしたら、幸弘が同居しているということで彼女が遊びに来られないのではないだろうか。

　考え始めると止まらなくなり、幸弘の手は止まってしまう。

　その時、目の前に座っていた沢村が手を伸ばし、幸弘の頭を軽くポンポンと叩たたいた。

「幸弘と一いつ緒しよに食べるから美味しいんだよ。君とだと気を遣つかわなくていいから楽なんだ。それに、駆かけ寄って来る姿も犬みたいで可愛かわいいしね」

「犬って……どういうことですか」

「それほど可愛いってことだよ」

「か、可愛いとか……」

　褒ほめられて文句を言うこともできないし、違ちがうと拒きよ絶ぜつする雰ふん囲い気きでもない。幸弘は照れ隠かくしにパスタを口に詰め過ぎ、沢村に笑われてしまった。

　食後、一緒に後片付けをした後、沢村が買ってきてくれたアイスクリームを出してくれた。

「いただきます」

　普ふ段だんは買えない高いアイスクリームの味は濃のう厚こうで、とても美味しい。アイスクリームだけではなく、プリンやケーキも、沢村は「目についたから」と買ってきてくれる。

　しかし、いつも貰もらってばかりいるのはやはり心苦しい。

「沢村さん」

　さすがに入社して以降、社内では「専務」と呼ぶようになったが、プライベートでは今まで通りと言われたので、幸弘はその名を呼んで尋たずねてみた。

「好きなものってなんですか？」

「好きなもの？」

　不思議そうに言われてしまい、あまりに唐とう突とつだったかと言葉を足す。

「いつも沢村さんに御ご馳ち走そうになってばかりなんで、俺も何かお礼がしたいなと思って」

　酒が好きなのは知っている。ワインクーラーもあるし、ビールや日本酒が常備されているのも見ていた。そのつまみとして、チーズや生ハムはもちろん、カラスミや干しイカなど、結構幅はば広いジャンルに手を出しているようだが、どれが一番好きなのかはよくわからない。

「お礼？　私は好きでやっているんだから、気にすることはないよ」

　想像通りの返事だが、幸弘はそこで諦あきらめなかった。

「でも、色々貰ってばかりだし……。あ！　そうだ。俺、肩かたもみ得意なんです！　ばあちゃんにも筋がいいってよく褒められてるし、あの、もんでもいいですか？」

　物は受け取ってくれなくても、行こう為いならばもしかして。そう思い、ようやく自じ慢まんできることを思い出して意気込んで言ったものの、その提案に沢村は苦く笑しようを零こぼしている。

「いや、肩もみはいいよ。……そうだ、それじゃあ晩ばん酌しやくに付き合ってくれないか？　一人で飲むのも味気ないって思ってたからね」

「あ……でも、俺あんまりお酒飲めなくて……」

　沢村にとっては幸弘の気持ちを汲くんでくれた上での妥だ協きよう案かもしれないが、あいにく過去に酒を飲んで一いつ杯ぱいで泥でい酔すいした黒い記き憶おくがある。その時は公園で寝ね込こみそうになったところを友人が背負って連れて帰ってくれたらしい。

　それさえも、翌日笑いながら話してもらえるまでまったく頭の片かた隅すみにも残っていなかったのだ。

　気の置けない友人相手ならまだしも、沢村の前でそんな醜しゆう態たいは晒さらせない。それが引っかかって素す直なおに頷うなずけないでいると、立ち上がった沢村がキッチンへと向かい、グラスと日本酒の瓶びんを持ってきた。

「幸弘は少しでいいよ。付き合ってくれるだけで」

　手早く用意をした沢村にグラスを差し出され、反射的に受け取ってしまったものを今さら戻もどすことはできない。恐おそる恐る口をつけたそれは意外にも甘く、良く冷えていて、喉のど越ごしもさわやかだった。

「……飲みやすい」

「幸弘が好きそうな味だろう？」

　舐なめるように口にする幸弘とは違い、沢村は一気にグラスの中身を飲み干す。男らしいのにスマートで、幸弘は自分もつられて一気に飲んでみた。

「ごふっ」

「幸弘」

　噎むせて咳せき込んだ幸弘を心配してくれた沢村が立ち上がり、そのまま幸弘の隣となりに膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　背中をさする沢村の手の温ぬくもりが気持ちよくて、段々頭がぼうっとしてくる。寄せられた身体からだから沢村の香かおりがふわっと漂ただよってきて、顔を上げると間近に、驚おどろくほど整った沢村の顔があった。

　涼すずやかな目元も、通った鼻筋も、少し薄うすめの唇くちびるも。どこをとっても完かん璧ぺきな容よう貌ぼうに衝しよう動どう的に触さわってみたくなった幸弘は、欲望に素直に伸のばした両手でその頰ほおを挟はさんだ。

「かっこ、いー」

　頭がくらりとして、目の前の顔がぼんやりと歪ゆがむ。それでも、沢村が男らしくカッコいいことは変わらない。

「幸弘」

「ん～？」

　不意に沢村の顔がアップになったかと思うと、口に何かが重なってきた。濡ぬれて、甘いそれがなんだかわからず、幸弘は自分から舌を出して舐めてみる。

（……あま、い）

　舌で舐めるだけでくらりとするが、次の瞬しゆん間かん口の中に何かが忍しのび込んできて、痛いほど舌が吸われた衝しよう撃げきに意識はさらに混こん濁だくする。

（い、息、できない……っ）

　苦しくて、頭の中がグルグルして、自分が今何をしているのか、どこにいるのかさえわからなくなる。

（俺……何してるんだ……ぁ？）

　霞かすむ意識の中で自問自答しながら、幸弘の記憶は途と切ぎれた。










（……どう、なってるんだ？）

　痛む頭を抱かかえるようにして目覚めた幸弘は、目に映る光景に身体が硬こう直ちよくした。てっきり自分のベッドに寝ていると思ったのに、目の前にあったのは肌はだ色いろだったからだ。

　その肌色が人の肌で、自分が抱だきかかえられるように一緒にベッドに横たわっているのだとわかるまで、それから少し時間がかかってしまった。

（……夢、じゃ、ない）

　横たわったまま自身の頰をつねってみたが、痛みは普ふ通つうにあってこれが現実だと教えてくれる。それならこの状じよう況きようは何なんだと、幸弘は恐る恐る視線を上げてみた。

（さ、沢村さん？）

　上半身裸はだかで目の前にいるのは沢村だった。いつも綺き麗れいに整えられている髪かみは少し乱れて、目を閉じているその顔はなんだか少しだけ若く見える。こんな沢村を見ることができるのは貴重だなと思う反面、どうして自分が一緒に寝ているのか、それを考えても幸弘は答えがでなかった。

　とっさに視線を逸そらしてしまうと、今度は部屋の中が見えた。薄うす暗ぐらいが、そこがどこなのかは十分見て取れる。

（ここ……沢村さんの部屋、だよな）

　雑然とした自分の部屋とは違い沢村の部屋は物が少なくて、キングサイズのベッドが置かれているのが印象的だった。よく眠ねむれるからと言っていたが、今こうして横になっているせいか、確かに寝ね心地ごこちがいいと実感できる。

「……俺……」

（落ち着け、落ち着いて考えろ）

　昨日、遅おそく帰ってきた沢村に、たらこスパを作ったのは覚えていた。沢村はお土産みやげを買ってきてくれて、いつも貰ってばかりいるのは申し訳ないと思い、何か彼に返したくて沢村の好きなものを聞き、今度買ってこようと思って───。

「それから……酒……飲んで……」

　そのまま酔よい潰つぶれてしまったのか。

　そうでなくても世話になりっぱなしの沢村に、さらなる手間を掛かけさせてしまったのかと思うと申し訳なくて、幸弘は自己嫌けん悪おの大きな息を吐はく。すると、目の前の目がゆっくりと開いた。

「……おはよう」

「！」

（い、威い力りよくがっ）

　起き抜ぬけというのに、威力が半はん端ぱない甘い声だ。幸弘は自然と顔が熱くなったが、すぐに昨夜の失態を謝ろうと起き上がった……いや、起き上がろうと思ったのだが、初めて感じる頭の痛みに情けなくその場に蹲うずくまるしかなかった。　>>>♥

「う～……」

「大丈夫か？」

「あ、あの……あれ？」

　掛け布ぶ団とんを外され、背中を摩さすられて、幸弘はようやく自分の今の状況に気づいた。自分のものではないパジャマの上に、下は下着しか身につけていないのだ。

「幸弘が酔って寝てしまったから部屋に運ぼうとしたんだが、しがみついて離はなれないから二人で寝られる私の部屋に運んだんだ。ズボンは窮きゆう屈くつだろうから穿はかせなかったが、寝ね苦ぐるしくなかった？」

　ベッドの上で腰こしから下に上うわ掛がけを巻き込んだ姿になったまま固まった幸弘に対し、相変わらずのイケメンぶりを振ふりまきながら沢村は言った。

「昨日の話、覚えてる？」

「も、もちろんっ……えっと……すみません、途と中ちゆうから、あの……」

　ぶかぶかなパジャマの裾すそを引っ張って剝むき出しの足を必死に隠そうとしている幸弘に気づいたのか、沢村は苦笑しながら言葉を足してくれる。

「勝手に部屋に入るのも悪いし、私のパジャマを着せたんだ。寝るだけだったし、構わないと思ったんだが」

「そ、そうですか。すみません……」

　とりあえず、みっともない自分の格好の理由はわかったが、昨日の話とはどういうことだろうか。

「あ、あの、昨日の話って……」

「昨日、幸弘はこう言ってくれたんだよ。私の好きなものは何かって。買ってきてくれるって、そんなに気を遣つかわなくてもいいんだけどね」

　そのあたりの会話はなんとなく覚えていた。いや、ずっと、良くしてくれる沢村に何か恩返しがしたいと思っていたのも確かだった。

「幸弘の気持ちは嬉うれしいけれど、この歳としになると欲しいものってあまりなくて。それよりも本当に、幸弘が居てくれるだけで、私は癒いやされているんだよ」

「え……」

「私の両親は共働きで忙いそがしい人たちでね。何でも買って貰もらえたし、愛情も貰っていたけれど、どうしても一人でいる時間が多くて寂さびしかったんだ。友達が家族の話をするのが羨うらやましかったり、ペットを可愛かわいがりたいなって思ったり……そういう、温かい家庭というものに憧あこがれがあるのかもしれない。で、不思議と、幸弘は出会った時からそういう家族の温かさを感じたんだ。君の口から家族の話を聞くたびに、愛されて育った子なんだなと思えて、そんな君と一いつ緒しよに生活をしているだけでも、私はいろんなものを貰っている気持ちになる。だから、何かしようなんて思わなくてもいいんだよ」

　なんだか凄すごく良く思われているのが何とも言えないが、沢村が本気でそう思ってくれているらしいというのは伝わってきた。だが、やはり何もしなくてもいいというのは頷うなずきにくい。

「さあ、朝食にしようか」

「は、はいっ」

　そのまま沢村に話を変えられてしまい、幸弘も慌あわてて立ち上がった。

　まだ二日酔いらしい頭は痛むが、今日も仕事がある。学生のように調子が悪いから休むなんてことは言っていられなかった。

　早く朝食の支し度たくをしなければと焦あせってキッチンに向かったが、一足先にキッチンに入っていた沢村が手早く用意を始めていた。

「幸弘、コーヒーを頼たのめるかい？」

「はい」

　既すでにセットしているコーヒーはカップに入れるだけだが、幸弘は慎しん重ちように注いでテーブルに運ぶ。そして、用意された焼き立てのパンとハムエッグも並べて、沢村が椅い子すに座るのを待った。

「待たせたね」

「いいえ」

　ワイシャツを袖そで捲まくり、まだ腰にエプロンをしたままの沢村に対し、自分は何もしていないも同然だ。

「じゃあ、どうぞ」

「い、いただきます」

　手を合わせて食事を始めたが、すぐに横から手が伸のびてくる。

「ついてるよ」

　どうやら、パンくずが唇くちびるの端についていたらしい。くすぐられるように唇を撫なでられ、幸弘はただ茫ぼう然ぜんと礼を言うしかなかった。

「……あ、ありがとう、ございます」










　秘書課に配属されて半月が経たった。

　幸弘も秘書課の仕事に少しは慣れてきて、最近では重要な打ち合わせの資料の準備なども任せてもらえるようになった。

　同時にそれは沢村の仕事ぶりを間近で見るということにもなり、思った以上の忙しさと、それを難なくこなす彼の有能さに、改めて沢村は凄いと尊敬の気持ちが強くなった。秘書課というのは責任があって大変な部署だが、沢村の近くにいられるということは幸弘にとってとても良い経験になりそうだ。

　そして、各新人が仕事に慣れたころを見計らって、各部署主しゆ催さいで歓かん迎げい会かいも行われることになり、秘書課は営業部と合同での開催に決まった。どうやら女性が多い秘書課と、男性が多い営業部両者の希望らしい。

　マンションでの失敗もあり、日本酒は厳禁だと自分自身に言い聞かせながら参加した幸弘だが、始まって間もなく現れた沢村の姿に目が丸くなってしまった。

（ど、どうして？）

「専務の登場で～すっ！」

　幹事の営業の人間のテンションも上がっている。どうやらサプライズでの参加らしい。

「お邪じや魔まじゃないかな」

「大歓迎です～っ」

　特に、秘書課の女性たちはワンオクターブも声が上がっている。普ふ段だんは仕事のできる先せん輩ぱいたちだが、やはり沢村に対しては普ふ通つうの若い女性らしい反応だ。

「ここ、空いてます！」

「あっ、私の隣となりも！」

　口々に沢村を呼ぶ声が部屋の中に響ひびく。

（そうだよな）

　こんなにもカッコいい人が女性にモテないはずがない。頭の中ではわかっていたつもりだったが、目の前であからさまに見せつけられると、少しだけ胸の中がもやっとしてしまった。

（何考えてるんだ、俺……）

　マンションで少しばかり沢村の違ちがう面を見せてもらったとはいえ、彼が誰だれに対しても優やさしいのは変わらない。自分だけが特別ではないのだ。そんな当たり前のことにショックを受けていることがまたショックで、幸弘は気持ちを誤ご魔ま化かそうと軽く頭を振る。

「何専務ばっか見てんの？　見み惚とれちゃった？」

「え？」

　不意に声を掛けられたかと思うと、背中から重い身体からだが伸のし掛かってきた。

　いったい誰だと無む理り矢や理り振り向けば、そこには営業部に回された新入社員の一人、松まつ井い孝こう二じがいた。

　新人研修の時に話したが、ここまで馴なれ馴なれしくされるほど親しくなったわけではない。幸弘はさりげなく身体をずらしながら言った。

「見惚れてなんかいないって」

「照れることないだろ。まあ、あれだけ顔もよくって金もあるんなら、どんな女だってより取り見取り、遊び放題だろうな」

　笑いながら言う松井は単なる噂うわさ話ばなしのつもりかもしれないが、なんだかそこに棘とげがあるように思えて幸弘は面おも白しろくなかった。モテるだろうということには同意だが、沢村はけして不誠実な男ではない。

「あのな、言い方考えて……」

「でも、うちの女性陣じんは誰も落とせていないようだぜ。どんな美人が迫せまっても相手にしないらしくってさ。秘密の恋こい人びとがいるんじゃないかって噂も聞いたなぁ」

　松井の暴言を諫いさめようとしたのに、次の言葉に幸弘は声がつまった。

　マンションでの沢村にはそんな気配はないが、自分の知らないところでそういう相手がいるのかもしれない。それが妙みような現実感を伴ともなって、また胸がもやもやしてしまった。

「遠藤君」

「……っ」

　名前を呼ばれて大きく肩かたを揺ゆらした幸弘は、自分の隣に座る沢村をぽかんと見つめる。いつの間にか松井は席を立っていて、離はなれた営業部の人間と酒を酌くみ交かわしていた。

（何なんだ、あいつ）

「楽しんでいる？」

「あ、はい」

　慌てて頷くと、すっと耳元に顔を寄せられた。

「お酒はほどほどに」

　笑えみを含ふくんだ言葉だったが、もちろんだと幸弘は強く頷いた。情けない失態を会社の人間にまで見せられるはずがない。

　それは自分たちにとって日常の光景だったが、女性たちは目ざとく見ていたらしい。

「専務って、遠藤君と仲が良いんですね」

「そうか？」

「そうですよ～」

　これで、幸弘が女だったらまた反応は違っていただろうが、幸いにも男なのでまるで弟の世話をする兄のような感じで見てくれているようだ。

「可愛かわいくてしかたないって感じですよ」

「事実だからな」

　すぐに答えた沢村に、女性たちが声を上げて笑った。どうやら冗じよう談だんと思ったらしい。

「みんな、注目！」

　その時、幹事が声を上げた。手に持っているのは割り箸ばしの束だ。

「お待ちかねのくじ引きを開始します！」

「くじ引き？」

　何だろうと首を傾かしげる幸弘に、斜ななめ前に座った先輩社員が言った。

「歓迎会恒こう例れいのくじ引きだ。一カ月頑がん張ばった新入社員へのご褒ほう美びですよ。ね、専務」

「ああ」

「ご褒美……」

（いったい、何だろう？）

　秘書課に配属されたのは幸弘ともう一人、営業部には松井を含めた八人だ。合わせて十人もの新入社員に対してどんなご褒美があるのかと、今まで止めなかった箸を置いて興きよう味み津しん々しんの視線を向けると、沢村が自分がその役をやろうと割り箸を受け取った。

「じゃあ新入社員の諸君は早いもの順に並んで」

　沢村の言葉に我先にと彼の前に列ができて、出で遅おくれた幸弘は最後に回ってしまった。

　意味がわかっているらしい幸弘以外の新入社員たちは目を輝かがやかせながら、沢村が手にしている割り箸を一本ずつ取っていく。どうやら手に隠かくしている端はしに番号が書かれているらしい。

　幸弘が最後に残った割り箸を手にすると、それには十番と書かれていた。

「じゃあ、一番から発表しま～すっ」

　ご褒美とは物ではなかった。一カ月社食がタダだったり、三日分の有給だったり。中には社長の西園寺とのランチという、ご褒美だか罰ばつなのかわからないものもあった。どちらかといえば新入社員よりも他ほかの社員たちが楽しんで、当たった者をからかったり、羨うらやましがったりしている。

「いつもこんなんですか？」

　幸弘のイメージよりもだいぶフランクに思えたが、沢村はビールの入ったグラスを傾かたむけながら頷うなずいた。

「西園寺……社長が、こういったことが好きでね」

「……そんな感じですね」

　若いからか、それとも元々の性格からか、フレンドリーで陽気な西園寺が考えることらしい。しかし、口元が笑んでいる沢村も、本当はこういうことが好きなのかもしれないと思った。

「じゃあ、最後十番は、秘書課の遠藤君！」

「あ、はいっ」

　名前を呼ばれ、反射的に立ち上がった幸弘に、一同の視線が注がれた。

「君は、今回一番の幸運の持ち主だぞ！」

「え？」

「十番の遠藤君へのご褒美は～」

　そこで、幹事は十分ためてから言った。

「本日のスペシャルゲスト、沢村専務からのスペシャルご褒美です！」

　一いつ瞬しゆん場は静まり返り、次の瞬間歓かん声せいが上がった。

「スペシャルご褒美って何何っ？」

「専務だったら何してくれてもご褒美だよ～」

　女子社員が色めきたつ中、当人である幸弘は今の状じよう況きようを把は握あくしきれないままだ。

「専務！　当たった遠藤君が嬉うれしさの余り硬こう直ちよくしてますよ！　詳くわしくは聞いてませんでしたが、スペシャルご褒美ってなんですか？」

　幹事が興奮したように沢村に詰つめ寄る。周りから「デート券！」「高級ステーキ食べ放題！」など好き勝手な歓声が飛ぶのを楽しんだ後、沢村は思わせぶりな笑みを浮うかべて返答した。

「そうだな……一日奴ど隷れい券っていうのはどうかな？」

　茶ちや目めっけたっぷりに告げられた景品に、会場がどっと沸わき上がる。

「凄すごいっ、専務の奴隷券っ？」

「そんなの、私たちの時はなかったのに～っ」

「遠藤君っ、一万円でその券譲ゆずって！」

（一日奴隷券？　沢村さんを？）

　口々に飛び交う言葉を聞きながら、幸弘はぽかんと口を開けて沢村を見た。すると彼は立ち上がり、幸弘の側そばまでやってくる。

「よろしく、ご主人様」

「え？　え？」

　きゃーっと、悲鳴にも似た歓声に驚おどろく間もなく手を取られ、恭うやうやしくキスをされる。

「さ、沢村さん？」

　動どう揺ようし過ぎて手を引っ込めることもできないまま、幸弘はただ沢村を見つめていることしかできない。

（奴隷……奴隷って、不味まずいんじゃないか？　……そうだよ、いくらご褒美だって、さすがにこれはないよな）

　じわじわと現実を認にん識しきし、幸弘は自分が引き当てたのがとんでもない不運だと思い知る。

「私は君の奴隷だ。君のためなら何でもしよう」

　今にも跪ひざまずかんばかりの格好で言われてしまった瞬間、羞しゆう恥ちと混乱と驚きで頭の中が真っ白になってしまった。







　　　第三章　欲情は本能







　歓かん迎げい会かいの翌日、幸弘は覚かく悟ごを決めて沢村に言った。

「あ、あの、奴隷券、パスしていいですかっ？」

　一晩考えても、どうしても沢村を奴隷にするなんて想像できなかった。今でさえさんざん世話になっているというのに、さらに奴隷のようにこき使うなんてできるはずがない。

　一応あの場では沢村の申し出を退ける雰ふん囲い気きではなかったので受け入れたが、やはりなかったことにしてもらうか、それとも《そういうことをした》ということにしてもらいたいと訴うつたえた。

　しかし。

「幸弘の頼たのみでも、それはきけないな」

　沢村には申し訳なさそうに、それでもきっぱりと断られた。

「社長はこういうことには厳しいんだよ。だから、君が今回の褒美を受け取らなかったら、私の職務怠たい慢まんになってしまう」

「職務怠慢って……」

　自分のせいで沢村の評価が下がるのはもちろん駄だ目めだ。すでに世話をかけている身なのに、さらに沢村のマイナスになるようならば、ここは大人しく沢村に奴隷になってもらった方がましな気がする。

（……あれ？）

　ましという結果になってしまったことに一瞬考え込んだが、幸弘は渋しぶ々しぶという形で奴隷券を使用することにした。

　結局、自分の意見は却きやつ下かされた形になってしまったが、考えてみれば自分に害があるわけではなく、大変なのは沢村の方だ。せめて簡単な命令を二、三個叶かなえてもらえばいいかと、幸弘はしかたなくその週末、沢村と向き合うことになった。

「さあ、何をしましょうか？　ご主人様」

「え……っと」

「何でも命じてください」

　土曜日の朝、心行くまで眠ねむらせてもらった幸弘が目覚めたのは午前十時を過ぎたころで、ベッドの脇わきに膝ひざをつく沢村に起き抜ぬけにそう言われてしまい、とっさには何も思いつかなくて考え込んでしまった。

　元々、誰だれかに何かを頼むより自分が動く方が楽な幸弘は、《してもらう》という行こう為いに戸と惑まどいの方が先に立つ。それでも、受け取ると言ったからには、何か命じなければ沢村も動きようがないのかもしれない。

「じゃ、じゃあ、朝はココアが、飲みたいです」

　言ってしまってから、コーヒー党の沢村にはちょっとハードルが高かったかなと焦あせったが、彼はすぐににっこり笑った。

「すぐにご用意します」

「え……あるんですか？」

「ご主人様がお好きだと思っていたので」

　マンションでは沢村に合わせてコーヒーを飲んでいたものの、会社の自じ販はん機きでは決まってココアを選んでいた。子供っぽいので言わなかったのだが、どうやら目ざとい沢村は幸弘の隠かくれた嗜し好こうも把握しているらしい。

（凄いなあ）

　単純に感心し、幸弘は顔を洗おうと立ち上がる。すると、沢村は当然のように手を取った。

「え、あ、あの？」

「参りましょうか」

「……」

「さあ、ご主人様」

（もしかして……今日一日ずっと……これ？）

　気楽というより、気を遣つかってしかたがなさそうだ。










　幸弘が危き惧ぐした通り、その日一日中沢村に尽つくされた。

　元々沢村は世話焼きで優やさしい男だったが、奴隷になりきっているのか、幸弘の世話を徹てつ底ていして焼いてくれた。その表情は活いき活いきとしていて、むしろ楽しんでいるようだったので、幸弘もこの状況に甘んじるほかなかった。

　テレビをつけようとリモコンに手を伸のばそうとすればすっと取ってくれたり、新聞を読もうとすると膝ひざ抱だっこをして読んでくれた。

　昼はオムライスにケチャップでハートマークが描かかれていたし、散歩に行こうとすると靴くつを揃そろえて履はかせてくれた。

　本当は、夏の服でも買いに行こうと思っていたのだが、これでは買い与あたえてくれそうな勢いだったので、幸弘は諦あきらめてマンションの近所をぐるりと回っただけで、後はほぼ一日中マンションの中にいた。

　夕食は鯛たいの刺さし身みに揚あげ出し豆どう腐ふ、ほうれん草の胡ご麻ま和あえに、鰤ぶりの照り焼きと、和食が好きな幸弘が涎よだれを垂らしそうなほど美味おいしそうなメニューが並ぶ。

「凄い……」

「さあ」

　差し出されたのは冷酒だ。さすがにあの日のことは忘れていないので、幸弘は誘ゆう惑わくを振ふり切るように首を横に振った。

「い、いいです、今日は」

「日々のあなたの仕事ぶりに感謝しているから、こうしているんですよ」

　終始丁てい寧ねい語で通す沢村だったが押しは強い。遠えん慮りよする幸弘に一いつ杯ぱいだけだと勧すすめ、飲んでしまうとその美味うまさに頰ほおが緩ゆるむ。

「少しなら……いいですよね」

　前回のことがあるからこそ、ちゃんと限度がわかるはずだと───そう思っていたはずなのに、いつの間にか冷酒の美味しさに夢見心地ごこちになってしまっていた。

（このまま……寝ねちゃいたい……）

　リビングでうとうとしていると、優しい声が聞こえてきた。

「ご主人様、お風ふ呂ろが沸わいてます。温まってから寝た方がすっきりしますよ」

　その声が気持ち良くて、かえって眠りに誘いざなわれる。

「うーん……眠くて身体からだが動かない」

　自分でも甘えていると思ったが、そう言えば放ほうっておいてくれると思っていた。

「仕方がありませんね」

　笑えみを含ふくんだ言葉の後に、ふわりと身体が浮ういた気がする。そのままゆらゆらと運ばれ、暖かな部屋で下ろされた。足に力が入らないせいで目の前の摑つかめるものにしがみついていると、「手を上げて」、「片足を」と一々促うながされ、ぼんやり言いなりになっている間に服を脱ぬがされてしまった幸弘は、湯船にまで抱だき上げられてそっと下ろされる。

　その一連の動きがまるで自分ではない誰かのことのようで、幸弘はまったく抵てい抗こうする気もなかった。

「……気持ちいー……」

　この部屋の風呂は一度に大人が三人は入れるほど広く、ジャグジーも付いているので幸弘の密ひそかなお気に入りの場所だった。今も、細かな泡あわに肌はだがくすぐられる感かん触しよくにふぐふぐ笑っていると、遠くから声が聞こえてきた。

「ご主人様、髪かみを洗いましょうか」

「は～い」

　湯船につかってすっかり緊きん張ちようがほどけた幸弘は、目を閉じたまま吞のん気きに返事をした。

　さすがに酔よいも多少は醒さめてきている。ここまで沢村にしてもらうのは申し訳ないと思う反面、徹底して役になりきってくれている沢村に対し、自分だけが現実に戻もどるのは躊躇ためらわれた。

　それに、今髪を洗ってもらったらどんなに気持ちが良いだろうかという誘惑には勝てなかったのだ。だが、さすがにそこまでしてもらったら、もう奴ど隷れいは終わりですよと言えそうだ。

　入ってくる気配がし、続いてシャワーの音が耳に入った時、少し不思議に思ってしまった。すぐに髪を洗ってくれると思ったのに……湯の温度を確かめているのだろうか。

「あの」

　目を開けた幸弘は、続く言葉が固まった。

「さ、沢村、さん？」

「はい？」

「ど、どうして、服、服脱いで……」

　振り向いた先には、沢村の逞たくましい裸はだかがあった。腰こしにタオルは巻いているものの、完成された大人の男の身体に圧あつ倒とうされてしまい、幸弘は目を逸そらすことができない。

（俺と……全然、違ちがうんだけど……）

　日本酒に酔ってしまった翌日、ベッドの中で上半身裸の沢村は見たことがある。あの時も驚おどろいたが、明るい照明の下で見る裸ら身しんは衝しよう撃げき倍増だ。

　スーツがよく似合う体形だと思ったが、こうしてみるとしっかり肩かた幅はばはあるし、手足も長い。腰はきゅっと締しまっていて、腹筋が割れていた。じっと視線を下ろしていくと、そこにあるタオルが……。

（あの……下って……）

　これほど堂々とした体付きなのだ、その下か肢しの、男のシンボルもきっと、羨うらやましいものだと思う。見てはいけないとわかっているのに、見てみたい。好こう奇き心しんに視線を逸らせないままでいた幸弘に、沢村が目を細めた。

「さあ、髪を洗いましょうか……ご主人様」

「は……い」

　促され、湯船の縁ふちに首を預けて、幸弘はゆっくりと目を閉じる。温かな湯が髪をすべり、続いて良い匂においが鼻をくすぐった。

　丁寧に丁寧に、髪を洗われる。繊せん細さいに動くのはあの綺き麗れいで長い指だ。時折耳たぶに触ふれたり、うなじを撫なでられ、なんだかぞくっと身体が震ふるえた。

（え……）

　下肢にある違い和わ感かんを確かめたくてそっと手を伸ばすと、タオル越ごしに自分のものが勃たっているのがわかり、幸弘は慌あわててタオルを押さえる。湯の中なのですぐにはわからないだろうが、反応してしまったことを沢村に知られるのが怖こわかった。

（噓うそだろ、俺……っ）

　髪を洗われている最中に勃ってしまうなんて初めてのことだ。もちろん、普ふ段だん散さん髪ぱつに行っている時だってこんなことはない。

　どうして今日に限って、まさか酒のせいだろうかと頭の中がグルグルしていると、

「隠さないでいいですよ、男同士なんだから」

　そう耳元で囁ささやかれるのと同時に、タオルを押さえている自分の手にもう一つの手が重なってきた。

「！」

　とっさに起き上がろうとしたが、胸むな元もとに回った手で身体を押さえられる。

「沢村さんっ」

「自然な現象なんだから、恥はずかしがらなくていい。今日は私が気持ち良くする番ですから」

「え、ま、待ってくださいっ」

　幸弘は沢村の手をどかそうとしたが、沢村の手がタオルの中にもぐる方が早かった。直接ペニスを握にぎられてきゅっと竿さおを扱しごかれてしまい、幸弘は胸元の沢村の手にしがみつく。

「身体の力を抜ぬいて」

「だ、駄だ目めっ」

「どうして？」

「こ、こんなの、ヘンっ」

　人に扱いてもらうなんて、それも、この手は自分の上司で、男の沢村のものだ。感じる方がおかしいのに、自分のものがどんどん勃っていくのがわかって、幸弘は羞しゆう恥ちで頭がくらくらとした。

「そのまま」

「……っ」

　耳たぶを口に含まれ、幸弘の腰がビクンと跳はねる。次の瞬しゆん間かん沢村の手の中に呆あつ気けなく射精してしまい、湯の中に漏もらす恥ずかしさ以上の快感に身体が震えた。

「……んぁ……」　>>>♥

　残ざん滓しまで絞しぼり出すように、それでいてまるで壊こわれ物に触れるように丁寧に、沢村の手は幸弘のペニスを扱く。初めて人に触れられたが、こんなにも気持ちが良いなんて初めて知った。

　湯の中には自分が吐はき出したものが漂ただよっているだろうが、自分の目で確かめるのは怖い。

「お……れ……」

「ご主人様」

「……がぅ……」

　それは、自分の名前ではない。

　そう訴うつたえたい幸弘の気持ちを、沢村は信じられないほどすぐに悟さとってくれた。

「幸弘」

「……ぅん」

　沢村に名前を呼んでもらうのは嬉うれしい。それが、こんな異常事態の中だとしても、だ。

（……しかたないじゃん……気持ち、い、し）

　胸元にある手に無意識に頰を摺すり寄せると、すぐに湯の中から抱き上げられた。その拍ひよう子しに腰にあったタオルは解け、浅ましくまだ緩く勃ちあがっているペニスも沢村の目に晒さらされてしまった。

　しかし、射精したばかりの弛し緩かんした身体からだに力は入らない。

「……」

　どうしたらいいのか。助けてくれるのは目の前の沢村しかいなくて、幸弘は縋すがるように彼の腕うでに手を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「……俺……」

「ちゃんと、気持ちよくしてあげます」

　濡ぬれた身体のまま、幸弘は沢村のベッドに下ろされた。濡れてしまうと思ったが、それを今自分も沢村も気にしていない。

「寒くないですか？」

「……は……い」

　むしろ、身体の芯しんが熱い。

「……そう」

　沢村は目を細め、幸弘の頰ほおに手を触れた。少しひんやりとしたそれは、幸弘の体温につられたかのようにじんわりと温かくなる。

　顎あごをくすぐられて首を竦すくめた拍子に、胸元に顔を埋うずめられた。緊張で尖とがっていたそれを唇くちびるに挟はさまれてしまい、幸弘は小さく声を上げる。

「やっ」

「痛い？」

　乳ち首くびを食はんだままなので少し不ふ明めい瞭りように聞こえる声だが、その振しん動どうが肌はだに伝わる感かん触しよくに身体が震えた。

（俺……何してるんだろ……）

　沢村とこんなことをするつもりなんてなかった。ただ、触れる手が優やさしくて気持ちよくて、そのままもう流されてもいいと思ってしまうのだ。その証しよう拠こに、同じ男だというのにまったく気持ち悪くないし、的確に快感をなぞる手をもっと欲しがる自分がいる。

「あんっ」

　次の瞬しゆん間かん、思いがけなく甘えた声が出てしまい、幸弘は恥ずかしくなった。

「いいよ、もっと声を出して」

「で、もっ」

「こんなふうに触れられるのは初めて？」

「え……と」

　性的な意味で言えば、情けないが初めてだ。学生時代に付き合った相手もいるが、結局キスまでで終わってしまった。古い貞てい操そう観念を持っているつもりはないが、セックスというハードルは幸弘にはとても高かったのだ。

　それなのに、酒に酔よったからという安易な理由で、こうして沢村と肌を合わせている状態はなんだか矛む盾じゆんしている。矛盾しているのに、このまま気持ちよさに身を委ゆだねてしまいたい。

「幸弘？」

　名前を呼ばれ、幸弘は覚かく悟ごを決めて頷うなずいた。誤ご魔ま化かしても、沢村にはきっとわかったはずだ。それでも、沢村なら馬ば鹿かになんてしないと思った。

　幸弘の想像した通り、返事をした後ゆっくりと唇が重なってくる。キスされていると思う間もなくそれは頰に移り、もう一度軽く唇が押し当てられた。

「いや？」

「……きもち、い……」

　呟つぶやきと同時に上げた顎を取られ、今度は深くキスをされた。どうしていいのかわからない唇を舌で舐なめられ、弾はずみで開いてしまったそこに舌が忍しのび込んできて、お互たがいのものが触れた瞬間、大おお袈げ裟さでなく電流が走った気がした。

　舌を絡からめるキスなんて、大人同士がするものだと思っていた。しかし、今自分は、沢村とそんな深いキスをしている。どう動かしていいのかわからない舌を絡められ、唾だ液えきを吸われて、呼吸ができなくて苦しくなった。

「ん、んんっ」

　初めての感覚を味わう間もなく、幸弘は気が遠くなりかけた。すると唐とう突とつにキスは解かれ、一気に空気が入ってきて噎むせてしまう。

「こほっ、こほっ」

「大丈夫か？」

　何度も何度も髪かみを撫なでられて、自然と呼吸は落ち着いてきた。少しだけ正気は戻もどったが、依い然ぜんとして身体の中には熱が残っている。

　この熱は、自分で解放するのが一番正しい。だが、たった今知ってしまったばかりの快楽を簡単に手放すなんてできそうにない。

「幸弘」

「ん……」

　頰に唇が寄せられ、可愛かわいらしくちゅっと音がして離はなれた。なんだかおかしくなって思わず笑うと、沢村の手がうなじから背中を撫で下ろしていく。その手は尻しりの丸みで止まり、確かめるように揉もんできた。

「小さいな」

「そ……」

「でも、柔やわらかくて、可愛い」

　何度も何度も尻を撫でてきた手は、今度はその狭はざ間ままで滑すべり込んでくる。さすがに驚おどろいて顔を上げた幸弘に、沢村は大丈夫と言ってくれた。

「気持ちが良いことしかしないよ。それとも、私が触ふれるのは嫌いや？」

　ずるい言い方だ。嫌かと言われたら、嫌でないと言うしかない。沢村が自分を傷つけることは絶対にないと信じているし、何より、先の見えない怖こわさはあるものの、沢村が言う《気持ちが良いこと》を欲ほつしている自分がいた。

「……気持ち、い？」

「ああ」

「……ちょっと、だけ……なら」

「じゃあ、ちょっとだけ」

　キスや、ペニスを擦こすられる以上に気持ちが良いこと。

　期待に胸を震ふるわせた幸弘は、まさか自分の想像以上の過ぎた快感というものがあるとは思いもよらなかった。










「あっ、あんっ、やだぁっ」

　股こ間かんに顔を埋める沢村の髪を摑つかみ、幸弘は甲かん高だかい喘あえぎ声を上げ続けた。沢村の口の中に自分のペニスが入っている。

　恥はずかしくなくなるおまじないと言われ、わざわざキッチンからグラスに酒を入れてきた沢村に口移しで飲まされたせいか、頭の中からは難しいことなど消えてしまっていた。今はただ、沢村が与あたえてくれるものを受け止めることで精せい一いつ杯ぱいだ。

「ん……あっ」

　ねっとりと竿さおに絡みついてくる舌は、何度も筋をなぞるように動き、パンパンに張りつめた根元の双そう玉ぎよくは大きな手で揉みしだかれた。それだけではない、さっき触れられた尻の狭間から指は離れないばかりか、自分が垂らした先走りの液をそこに塗ぬられ、耳を押さえたくなるような淫みだらな水音が部屋の中に響ひびいていた。

「あっ、はぁっ」

（も、もうっ）　>>>♥

　沢村の口の中で鍛きたえられたものは、今にも弾はじけてしまいそうだ。しかし、さすがにこのまま射精することはできない。幸弘は何とか沢村の頭を引き剝はがそうとしたが、かえってさらに強く先せん端たんを吸われてしまい、とうとう我が慢まんできずにイッてしまった。

「ぁ……あ……」

　口の中で跳はねるペニスに、沢村はまだ愛あい撫ぶを続けている。二度も射精させられて疲つかれ切っているのに、気持ちよさは一向になくならないままだ。

「も、もう、いいです、から。後は自分で……」

　ここまでされてしまってから言うことではないが、幸弘はかろうじて言葉を押し出すと何とか沢村から距きよ離りを置こうと動いた。誰だれかの前で欲望を見せつける行こう為いなどしたことがなかったが、頭の中が沸ふつ騰とうして、羞しゆう恥ちで泣きたくなる気分だ。

　それなのに、身体からだはさらなる快感を求めて疼うずいているなんて、沢村に知られたら呆あきれられそうで怖かった。

「いいえ。今日は私が奉ほう仕ししますから」

　しかし、沢村は白く汚よごれてしまった唇くちびるを舌で舐めながら笑えむのだ。

「……っ」

（そ……だった）

　奴ど隷れいという設定はとうに頭の中から消えていた幸弘とは違ちがい、どうやら沢村はまだ忘れていなかったらしい。いや、むしろ幸弘が思い出したのを見て取ると、そこから様々な奉仕という名の愛撫を開始した。

「綺き麗れいな足ですね」

　そう言われながら、足の指先を口に含ふくまれた時は息をのんだ。

「ここも、薄うすくて可愛らしい」

　笑みを含んだ声が指さしたのは幸弘の下生えで、指に絡めて遊ばれることに猛もう烈れつな羞恥を感じた。

「ご主人様」

　甘い囁ささやきは耳に毒のように注ぎ込まれ、幸弘は逃にげることもできない。

　全身に舌を這はわされ、ペニスを弄なぶられて、幸弘はもう何がどうなっているのかわからなくなっていた。

「んぁっ」

　その時、尻の狭間を弄っていた指先が、ぐにゅりと穴に入り込んできた。

「ゆ、指っ、指がっ」

　あまりの驚きに、霞かすみがかった意識がいきなり明めい瞭りようになる。さすがにこんなところを触さわられるのは想像の範はん囲いを超こえていた。何より、沢村の指が汚れてしまうと、幸弘は尻に力を入れた。

　だがその抵てい抗こうを、沢村は違う意味に捉とらえたらしい。

「痛い？」

「い、痛くはないっ、けどっ」

　本当に、不思議と痛みはなかった。驚いたが、圧あつ迫ぱく感かんと異物感があるぐらいで、痛みは感じていない。ただ、こんな場所に指を入れたことがないので、今の状態が良いのか悪いのか、まったくわからなかった。

「じゃあ、もう少しいいかな」

「いいかなって、あのっ」

「ここには、男の快感のポイントがあるんだ。幸弘の場合は……」

「ひゃぁっ」

　中で、指がぐるりと蠢うごめく。中を指の腹で擦られる感覚が慣れなくて、幸弘は無意識のうちに腰こしが逃げた。それでも、伸のし掛かかってくる沢村の身体とベッドに挟はさまれた身体は逃げられず、身体の中に入り込んでいた指はさらに深く押し入ってくる。

「はぁ……あっ、あっ」

「ご主人様の中は熱いですね」

「そんなっ、ことっ」

　自分の身体の中のことなんてわからない。幸弘は頭かぶりを振ふったが、不意にある一カ所を爪つめで擦られた瞬しゆん間かん、幸弘は呆あつ気けなく射精してしまった。

「ん……あ……」

　自分の精液が沢村の腹を汚し、滴したたり落ちて自分の身体も濡ぬらしていく。ペニスを弄られていたわけではないのに、尻の奥を弄られてイッてしまった自分が信じられなくて、幸弘は自分の身体が自由にならない怖さに涙なみだが滲にじんだ。

　すると、目元にそっと唇が触れて、続いて頰ほおや鼻にも宥なだめるようなキスを落とされた。不思議と、それだけで昂たかぶっていた気持ちが落ち着いてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　重ねて優やさしい声で言われ、幸弘の強こわ張ばった身体から力が抜ぬけた。

「……お、れ……」

「誰だって、ここを弄られたら射精するんだ。幸弘がおかしいわけじゃないよ」

「……本当、に？」

　あんな場所に触れられて気持ちが良くなってしまうなんて、自分は変態かもしれないと怖く思っていたのも確かだ。だが、沢村におかしくないと言われると、本当にそんな気がしてしまう。

「気持ち悪かった？」

「……」

「幸弘」

「……俺、気持ちよくて……」

　恥ずかしさを押し殺して正直に告白した幸弘を褒ほめるように髪かみを撫なでてくれた沢村は、まだ中に入ったままの指を再度ゆっくり動かし始めた。

「じゃあ、そのまま気持ちよくなってほしい。私は君を、気持ちよくさせたいんだ」

「あ……っ」

（これ……は、沢村さんの、望み？）

　自分の欲望だけが先行しているわけではなく、沢村の望みでもある行為。そう言われて、なぜか幸弘の中から戸と惑まどいが消えた。

（甘えて……いいんだ）

　もっともっと、今だけは沢村に可愛かわいがってもらってもいい。なんだかその許しを貰もらったような気がしてしまい、幸弘は恐おそる恐る沢村の肩かたに手を回した。

「いい子だね」

　褒められると、嬉うれしいという気持ちしかない。そう思う自分は、きっと酔よっているのだ。

（今日一日は、沢村さんは俺の、奴隷だし）

　じっと沢村を見上げていると、彼は目を細めて笑う。幸弘の大好きな、沢村の優しい表情だ。

「私が嫌きらいになった？」

「……沢村さんは、好き、です」

「私も、幸弘が好きだよ……君をこんなに可愛く思うなんて……」

　迷いのない言葉に嬉しくなり、幸弘の身体からは力が抜けた。その反対に、中にある指を無意識のまま締しめ付けてしまう。

「ほら、もっと気持ちよくなろうか」

「……うん」

　沢村と一いつ緒しよに気持ちよくなりたい。幸弘は自然にそう思った。

　気持ちが受け入れたせいか、そこから幸弘は自分からも積極的に沢村を求めた。中に入る指の数が増えても受け入れ、重なる唇に必死に応こたえる。

　中を穿うがつ指の動きも徐じよ々じよに激しくなっていって、幸弘は沢村の肩にしがみつく手に力を込めた。

「！」

　少量の精液がこぼれ出る。これで、四度目の射精だ。

　いくら最近自己処理をしていなかったとはいえ、ここまでイッたのは初めてだった。

　さすがに身体は疲つかれ切ってしまい、見る間に瞼まぶたが下がってくる。

「幸弘？」

（も……駄だ目め……）

　幸弘が意識を保っていられたのはそこまでで、ゆっくりと目を閉じた後の記き憶おくはなくなった。
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「……え……？」

　目を覚ますと、すぐ側そばに人の顔があった。

　以前にも同じような驚おどろきを感じた気がしながら、幸弘は恐る恐る身体からだに掛けられていた上うわ掛がけを持ち上げてみた。

「……噓うそ」

　確か、前はパジャマの上着だけを着せられた状態だった。それだけでも十分衝しよう撃げき的てきだったが、今日の自分はその上着は着ているものの、下着を……穿はいていない。

　幸弘はそろっと上掛けを戻もどし、目まぐるしく考えた。昨夜自分は何をしていたのか、追える限りの記憶をさかのぼり、そして───いくら酔って記憶があいまいだったとしても、今の状じよう況きようと身体の甘だるさを合わせて考えればなんとなく想像がつく。

（俺……）

　微かすかに、沢村に抱だき着いてあられもない声を上げていた自分のことを思い出し、幸弘はその場から消えてしまいたくなってしまった。

　どこでどう話が進んだかまではよく覚えていないが、自分が沢村に自じ慰いを手伝わせてしまったのは確かだ。同じ男のあれを触らせ、あろうことか、確か尻しりの穴に……そこまで思い出してしまい、幸弘はベッドに蹲うずくまるように身体を丸める。

（こ、このまま、穴を掘ほって埋うまりたい……）

　だが、現実はここは沢村の寝しん室しつで、彼と一緒にベッドに横たわっている状況だ。寝ねている間に逃にげ出せたらと身体を動かしても、沢村を起こしたらいけないと思うと身体が強張ってしまい、音もなく移動するなんて絶対に無理だった。

「うぅ……」

「幸弘」

　なんだか泣きたくなって声を漏もらした幸弘の耳に、優しい声が聞こえた。

　いつから起きていたのだろうか。恐る恐る視線を向けた幸弘は、彼の薄うすい唇くちびるを見た時、唐とう突とつに唇で愛あい撫ぶされたことを思い出した。

「！」

　あの唇が、自分のペニスを銜くわえたのだ。そう思った瞬間、幸弘は頭を下げた。

「すみませんっ」

「幸弘」

　本当は土下座したかったが、身体が自由に動かない。そのせいで変な横座りの状態になってしまうのに焦あせりながらも、まずは謝りたかった。

「お、俺、沢村さんにすごく変なことさせてしまって……本当にすみませんっ。謝ったって許してもらえないと思うけど、俺、そんなんじゃ、そんなんじゃなくてっ」

　元々、男を恋れん愛あいの対象に見たことはなかった。しかし、実際に事が起きてしまったら、沢村はこの先幸弘を警けい戒かいするかもしれない。いや、軽けい蔑べつして、一緒に暮らしたくないと思われてもしかたがないのだ。

　一日奴ど隷れい券を持っているからと調子に乗り、沢村にここまでさせた自分が一番悪い。

（同居、解消されてもしかたがないけど……）

　住む場所がなくなってしまう。そんな現実的な話よりも幸弘が気になってしかたがなかったのは、沢村に嫌われたくないということだった。

　幸弘は沢村の目が見られずに目を閉じて頭を下げ続ける。今は、本当に反省しているとわかってもらいたい。

　その髪が、くしゃっと撫でられた。

「頭を上げなさい」

「……」

「幸弘が謝ることはない。私は嫌いやじゃなかったし」

「え……」

　思わず顔を上げると、沢村の目と合った。そこには危き惧ぐした軽蔑や非難の色はなく、ただただ幸弘を気き遣づかう優やさしい光だけがある。

「……怒おこって、ないんですか？」

「酒にのまれるなんてよくあることだ。それよりも、私の方も調子に乗って無理をさせてしまった。謝るなら私の方だ」

「沢村さん……」

　幸弘の気持ちを思い、酒の上のことだと言ってくれた沢村の優しさに泣きそうだ。男に迫せまられた気持ち悪さをすべてなかったことにしてくれる彼に、幸弘はもう一度頭を下げる。

「本当に……すみませんでした」

「明日まで休みだ、ゆっくり休んで身体を労いたわるようにしよう」

「……はい」

　病気や怪け我がではないので休むなんてとんでもなかった。家賃を安くしてもらう代だい償しように家事は自分が引き受けると、現状は多少違ちがっていてもそういうつもりだったのに、自じ業ごう自得で寝てばかりはいられない。

　しかし、実際にベッドから起き上がろうとした幸弘は、情けなくその場に頽くずおれた。二日酔いの時とは違う精神的ダメージは、自覚している以上に大きなものだったらしい。

「何か飲み物を持ってこよう」

　そんな幸弘を見て笑った沢村は、もう一度髪かみを撫なでてくれてから起き上がった。










　週末の衝撃的な体験は、幸弘と沢村、二人だけの秘密になった。

　月曜日には先せん輩ぱいから《奴隷券》はどうなったかと聞かれたが、沢村に言われた通り、買い物に付き合ってもらったことで押し通した。

　社長の西園寺には沢村から話が行ったらしく、

「俺もあいつを奴隷にしたかったな」

　などと、笑いながら言われてしまった。

「……君？」

「うわっ、はいっ」

　いきなり綺き麗れいな鈴木のアップが目の前に来て、幸弘は唐突に我に返った。

「どうしました、ぼんやりとして」

「すみませんっ」

　今は明日のスケジュールの打ち合わせという、大切な仕事の最中だった。それなのに、幸弘の頭の中は沢村のことでいっぱいで、情けなくも仕事のことが飛んでしまっていたのだ。

（駄目だっ）

　まだ新入社員、まだ見習い。そんなことは社内はもちろん、対外的にも通じない。プライベートに振ふり回されて仕事が疎おろそかになるなんて本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　ちょうどタイミングよく、沢村が指揮を執とっていたプロジェクトが大おお詰づめを迎むかえて、かなり過密なスケジュールになっていた。

　大手企き業ぎようのシステム開発で企業内の機密に関かかわる部分もあるらしく、大きなプロジェクトの割にはメンバーの数はごく少数に絞しぼられているので、沢村の負担も大きい。

　この仕事が成功すれば受け取る報ほう酬しゆうはもちろん大きいが、業界での立場もさらに強くなるらしく、沢村は連れん日じつ夜よる遅おそくまで会社に詰めていた。

　例の件で、マンションで沢村と二人きりになるのがどこか気まずかった幸弘は最初は助かったと思ったが、それが長くなるにつれて沢村の身体の心配に変化してきた。昨日でもう、一週間も帰宅が深夜に及およんでいるのだ。

「先に食事も済ませて寝てていいよ」と言われると、今まで二人で食事をしていたからか寂さびしく感じてしまう。

（身体、壊こわさないといいけど……）

「遠藤君、このマーケティングの結果を表にまとめてください」

「はい」

　プロジェクトのメンバーの中には沢村の秘書である鈴木と、その下に付いている幸弘も途中参加という形で選ばれていた。

　もちろん、まだ新入社員の幸弘にできることは限られていて、リスト作りやスケジュール管理など、それも鈴木にいちいち指示を仰あおがなければできない。それでも、初めて関わる大きな仕事に幸弘は張り切っていたし、忙いそがしい沢村の力になりたいと強く思っている。

　今日は一日その企業側の人間がやってきており、昼食から三時のお茶まで幸弘が率そつ先せんして準備をした。

「あの、よろしかったらこれをどうぞ」

　コーヒーを出す時、幸弘は温かいおしぼりも添そえて声を掛かける。長時間の話し合いで疲つかれただろう気持ちを、少しでも解ほぐしてもらいたいと思ったからだ。

「ああ、ありがとうございます」

　幸弘の父親ぐらいの歳としの相手は、そう言ってから顔を拭ふく。目元を長く押さえている様子を見て、ポケットから目薬も取り出した。

「どうぞ、お使いください」

　もちろん、封ふうをしている新品のものだ。まさかそこまでするとは思わなかったらしい相手は、初めて幸弘の顔を見て笑いかけてくれる。

「ありがとう、気が利きくね」

「いいえ」

　その礼の言葉に思わず笑えみを浮うかべた幸弘は、ふと視線を感じて顔を上げた。その瞬しゆん間かんこちらを見ていた沢村と目が合い、彼が眩まぶしそうに目を細めたのを見る。

　それが、よくやったと褒ほめてもらったようで急に恥はずかしくなった。

（少しは、役に立てたかな）

　難しい仕事の内容はまだわからないことの方が多いが、誰だれかのためを思い、率先して動くということは自分でもできる。それを、この会社で活用できれば嬉うれしい。

　少し気持ちが浮き立った幸弘は、沢村が帰宅するのを胸をドキドキさせながら待っていた。今日は疲れただろう彼の為ために、慣れない和食尽づくしだ。

　しかし。

『今日は会社に泊とまることになったから』

　日付が変わる寸前に掛かってきた沢村の電話に、幸弘の気持ちはかなり落ち込んだ。今日こそはちゃんと彼の顔を見て、仕事の話もできるような気がしていたからだ。

　それでも連れん絡らくをくれたのは、連日遅くなる沢村を起きて待っていた幸弘を気遣ってくれたからだと思え、そんな彼の疲れが心配でたまらなくなった。

「沢村さん、大だい丈じよう夫ぶかな……。ちゃんと晩ばん御ご飯はん、食べたのかな」

　きっと彼に付いているであろう鈴木がちゃんとしているとはわかりきっていても気になって、幸弘は夕食用に作っていたおかずに卵焼きを足して、翌日朝早く出社した。朝食の代わりにでもなればと思ったのだ。

　だが、エレベーターホールに向かっていた幸弘の足は唐とう突とつに止まり、慌あわてて近くの柱の陰かげに身を隠かくした。

（あれ……）

　ちょうど開いたエレベーターのドアから、沢村が出てくるのが見えたのだ。もちろん、彼が一人だったらすぐに声を掛けたのだが、その隣となりには綺麗な女性が寄り添うように立っていて、とっさに隠れてしまっていた。

「まったく、こんなに早くから店なんか開いてないのよ」

「悪い。でも、美み沙さならなんとかしてくれるかと思ってね」

「この貸しは大きいから」

　楽し気に笑いながら話す二人はそのままビルの外へと向かっていく。

「……なんだ」

（彼女さんがいたんだ……）

　手にした弁当の入った紙かみ袋ぶくろを握にぎりしめ、幸弘はそのままトイレへと向かった。今の自分が変な顔をしているのがわかるからだ。

（何やってるんだろ、俺。沢村さんは大人なんだから、自分のことくらい自分で管理できるに決まってるのに。一いつ緒しよに住んでるっていうだけで恋こい人びとにでもなったみたいにおせっかい焼いて、俺はただの部下で同居人ってだけなんだから）

　会社に恋人を呼んだことで裏切られた気分になってしまう方がおかしい。

「あれ？　早いな」

　トイレに駆かけ込もうとした時、いきなり背後から声を掛けられた。反射的に振り向いた幸弘はそこにいたのが沢村ではなかったことに勝手に落ち込み、それでも何とか取り繕つくろって挨あい拶さつを返した。

「おはよう、松井。お前だって早いな」

「俺は会議の資料作りがあってさ。……あれ？　それ」

　会社に持ってくるには不自然な大きさのそれを何だと思ったのか、身長の高い松井が上から紙袋を覗のぞき込んでくる。

「えっと、弁当」

「弁当？　お前、料理できるの？」

　大きな声で驚おどろきを表す松井が何だか小学生のように見えてしまい、幸弘は今度は自然に笑うことができた。

「作るって言っても簡単なものだけだって」

「へぇ～」

　感心したような声と共に、まるで合わせたかのように松井の腹の虫が鳴く。そのあまりのタイミングの良さに噴ふき出した幸弘は、行き場を失った弁当を差し出した。

「良かったら食べろよ。味はともかく、腹は膨ふくれるはずだからさ」

「いいのか？　お前の昼飯じゃ……」

「いいよ。弁当箱は夕方でも取りに行くから、じゃあな」

　紙袋を半ば押し付けるように松井に渡わたした幸弘は、手の中から自分の想おもいがなくなったことに安心した。これで、いつものように沢村に話しかけることができる。

（……うん、全部、なかったことにすればいいんだよな）










「……沢村が、無理をさせているんですか？」

「えぇっ？」

　タイムリーな話題に声が裏返った幸弘は、強こわ張ばった笑みで鈴木を見上げた。そんな幸弘を見た鈴木は、眉み間けんに深い皺しわを寄せる。

「君は新入社員ですし、プライベートまで社内の上下関係を持ち込むなと言ってあったんですが……何か不都合があったら遠えん慮りよなく私に話してくださいね」

　幸弘自身はごく普ふ通つうに仕事をしているつもりだったが、どうやら鈴木の目には普通には映っていなかったらしい。

　そしてそれを、鈴木は公私共に一番側そばにいる沢村の方に問題ありと考えているようだ。どう見たって大人で優やさしい沢村に何かあるはずなどないのに、部下になった幸弘を全面的に信しん頼らいし、心配してくれている鈴木の気持ちが嬉しかった。

「大丈夫です、本当に」

　沢村と恋人らしい女性が一緒にいるのを見た日から、幸弘はもう一度自分自身に言い聞かせた。あの日のことは、沢村が言ってくれたように酒の上での暴走だったのだ。

　そして、いくらか楽なスケジュールになり、以前のような時間に帰宅できるようになってきた沢村に対しても、一いつ生しよう懸けん命めいあの夜の前までの自分たちの関係に戻もどろうと思って向き合っている。沢村も、そんな幸弘の気持ちを汲くんでくれたのか、一いつ切さいあの夜のことは言わない。

　そればかりか、甘やかしと称しようして多かったスキンシップが明らかに減ってしまい、幸弘は自分が望んだこととはいえ一いち抹まつの寂さびしさを感じていた。

（俺ってホント、勝手だよな）

　自分が何をしたいのか、沢村にどうしてほしいのか、いまだふらふらと迷っているくせに、そう思ってしまうのが申し訳ない。

「これ、コピーお願い」

「はいっ」

　だから、仕事でだけは迷めい惑わくを掛けたくなくて、幸弘は人一倍動くようにしている。

　書類を受け取り、廊ろう下かを出てコピー室に向かった幸弘は、ちょうど前方を通りかかる沢村の姿を見て足を止めた。彼の隣には幸弘よりも背が高い女性がいて、綺き麗れいな笑顔を彼に向けて何か話している。

「……違ちがう人だ……」

　あの朝一緒にいた女性とは違うが、負けず劣おとらず美人だ。

　そういえば、今日は会社のイベントでコンパニオンをしてくれるモデルの面接があったことを思い出した。もしかしたら、あの女性がモデルに選ばれたのだろうか。幸弘と同じ年ごろに見えたが、びっくりするほど綺麗な女性だった。

　自分なら隣を歩くのにも気き後おくれがしそうだが、沢村はまったくいつもと変わった様子はなかった。むしろ、背が高くて整った容よう貌ぼうの彼が隣にいると、まるでモデル同士のようにも見えるくらいだ。

「……」

（あれが、普通なんだよな）

　沢村の隣には、あんな女性がふさわしい。彼女に比べたら自分なんて……そこまで考えた幸弘は愕がく然ぜんとした。無意識に女性と張り合おうとした自分に気づいたからだ。

「うわ……マジかよ……」

　沢村のことは尊敬し、憧あこがれる上司だと思っているくせに、どうして彼の隣に立ったらなんて考えてしまったのか。彼にはもう綺麗な恋人がいるし、そもそも秘書課にいる自分は、彼を支えて守る立場にならなければいけないはずだった。

「……あ、コピー」

　握りしめていた書類を見て、幸弘は慌てて歩き出す。今自分が考えていたことは気の迷いだとそれ以上考えないようにした。

　沢村と自分は、ただの上司と部下。

　酒の上でのことはすべて忘れて、今は仕事に一生懸命打ち込むのだ。

　ごく当たり前のことを何度も自分に言い聞かせながら、幸弘はがむしゃらに仕事をした。

　覚えなくてはならないことはたくさんあるし、時間は足りないくらいのはずだった。

　マンションに帰る時間も遅おそくなり、朝は沢村より早く出勤する。そのせいで社内では顔を合わせるものの、マンションではあまり会話もない日々が続いた。

「疲つかれた顔してるな」

　休きゆう憩けい時間、ココアが入った紙コップを両手で持ちながらぼんやり椅い子すに座っていた幸弘は、不意に話しかけられて視線を向けた。

「松井」

　弁当を渡して以来、松井はちょくちょく幸弘に声を掛かけてくる。いかにも体育会系で明るい松井は少々強ごう引いんなくらいぐいぐいと距きよ離りを詰つめてくるが、今の鬱うつ々うつとした心境の幸弘にとっては気の置けない存在になってきていた。

「俺、変な顔してる？」

　思わずそう聞いてしまったのは、誰だれかにわかるほど自分は落ち込んだ顔をしているのかと心配になったからだ。

「してるな」

　幸弘の隣となりにどかっと腰こしを下ろした松井は、こちらがたじろぐほど顔を近づけてきた。

「目の下、クマができてるぞ」

「噓うそっ」

　反射的に片手で目を隠かくしたが、そんなことで問題が解決するはずもない。

「仕事、大変なのか？」

「……大変だけど、営業の方が大変だろ？」

「俺は遣やり甲斐がいがあるから大変だとは思わないけどな」

　からっと笑う松井は大らかそのもので、きっと取引相手にも気持ちよく受け入れられているのだろうなと思えた。威い圧あつ的なほどしっかりとした大きな身体からだも、見方を変えれば頼たのもしく見えるだろう。

（……いいなあ）

　ここまで外見が《男》ならば、自分の女め々めしさに悩なやむことはないはずだ。なまじ貧弱で、男らしさとはかけ離はなれているせいか、幸弘自身どこか負い目を感じているのかもしれない。

「遠藤？」

　黙だまり込んだ幸弘を心配してくれたのか、松井がぐしゃぐしゃに髪かみをかき撫なでてくる。沢村とはまったく違う乱暴なその手つきに頭は振ふり回された。

「ちょ、ちょっとっ」

「元気出せって。あ、今日飯くわないか？」

「飯？」

「良い店知ってるんだ。安くて大盛りの店」

「大盛り……」

「な？」

　松井が言うほどの大盛りなんて、いったいどのくらいなのだろうか。ちょっと見てみたいという好こう奇き心しんが頭をもたげて、気分転てん換かんもできるかもしれないと幸弘は頷うなずこうとした。

　しかし、

「遠藤君」

「……っ」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、幸弘は慌あわてて立ち上がる。少し離れた場所にいつの間にか沢村が立っていて、幸弘たちの方へ視線を向けていた。　>>>♥

「沢、専務っ」

　とっさに名前を呼びそうになって直す幸弘にいつもの優しい笑えみを向けてくれた沢村は、そのまま松井へ話しかけた。

「松井君、神かん田だ課長が呼んでいたが？」

「やべっ、本当ですかっ？」

　松井はガタッと音を立てて立ち上がり、手にしていた紙コップの中身を一気に飲み干してゴミ箱に捨てた。

「遠藤、また連れん絡らくするからっ、専務、ありがとうございましたっ」

　きっちり身体を九十度に曲げて礼を言った松井は、あっという間にその場から立ち去って行った。

　賑にぎやかな存在がいなくなってしまうと、途と端たんに幸弘は沢村が側にいることに緊きん張ちようしてしまう。仕事中は鈴木や他ほかの先せん輩ぱいもいるのでまだいいのだが、こんなふうに二人きりになってしまうとどうしても意識するのだ。

　身体を強こわ張ばらせる幸弘に気づいたのかどうか、沢村がゆっくり近づいてきた。

「あの、何か用が……」

「……鈴木が、君が元気がないと言っていたから……」

「え」

（……もしかして、俺のことを気にして……？）

　そうでなくても忙いそがしい沢村が自分のことを気にして、こうして探してくれるとは思わなかった。そして、それが、こんなに嬉うれしいなんて。

「髪」

「髪？」

「ぐちゃぐちゃになってる」

「あ……さっき、松井に撫でられて……」

「松井君に？」

　沢村とは違ちがって手つきも乱暴な松井に乱された髪がどうなっているのか気になって手をやろうとした幸弘だが、その前に伸のびてきた沢村の指が丁てい寧ねいに優やさしく、数度髪を撫でてくれた。

「せ、専務？」

　あの夜以来こんな接せつ触しよくはしてこなかったので、幸弘は戸と惑まどいながら沢村を見上げる。すると、じっと幸弘を見ていた沢村が顔を近づけてきた。綺き麗れいな顔がどんどん近づいてくることに身体が固まったが、頰ほおに唇くちびるが触ふれる寸前で彼は止まる。

「妬やけるな」

「え……」

「幸弘を可愛かわいがっていいのは私だけだったのに」

　頰に唇がくっついたと思った次の瞬しゆん間かんには沢村は身体を離し、目を細めて言った。

「調子が悪かったら、すぐに私に話してくれ。いいね？」

「は、はい」

「じゃあ、仕事に戻もどろうか」

　沢村は、もう一度幸弘の頭を軽くポンポンと叩たたいてから歩き始める。

　その後ろ姿を見ながら、幸弘の心臓はバクバクとうるさいくらい大きく高鳴っていた。緊張とか、驚おどろきとか、そんな感情の前に、一気に身体に熱が走ったのだ。久しぶりの沢村の接触で、その温ぬくもりを自分が待ちわびていたことに今さらながら気づいてしまい、幸弘はそんな自分の気持ちに愕がく然ぜんとするしかない。

（お、俺、どうなってるんだ？）

　ここまでくれば、自分が彼に対して特別な感情を抱いだき始めているのはわかってしまった。

「専務っ、お電話です」

　気づいたばかりの自分の感情に戸惑っている間に、秘書課の先輩が沢村を呼びに来た。軽く彼の腕うでに手をやり、「早くお願いします」という彼女に、沢村も穏おだやかに頷いている。

　いつもある光景で、特別なことではない。

　わかっているのにどうしても沢村ではなく、彼女の方に羨うらやましいという気持ちが向かってしまう。

　沢村に信しん頼らいされ、親し気に口を利きける彼女を、自分は羨んでいるのだ。










　気になり始めると、秘書課の先輩皆みなの言動にいちいち感情が揺ゆれた。

　沢村と軽口をたたき合ったり、沢村が差し入れと称しようして持ってきた菓か子しを嬉し気に受け取っていたり。

　綺麗な女性ばかりなので、誰だれが沢村の隣に並んでも似合いで、そんなふうに見てしまう自分に落ち込んだ。

　もちろん、仕事上では尊敬する先輩たちなので、気持ちとしてはよけいに複雑だった。

「……で、集計はこんな感じにするの。わかる？」

「はい。ありがとうございます」

　今も、慣れないマーケティング調査の集計の仕方をわかりやすく説明してもらい、幸弘は感謝を込めて礼を言う。すると、目の前の彼女が照れくさそうに笑った。

「遠藤君にお礼を言われると、何だかくすぐったい気分になるわ」

「え？」

「心底そう思ってるって伝わってくるから。いろんな感情も表情に出ちゃってるし、正直で素す直なおな子は得なことも損なことも多そうね」

「顔……出ちゃってますか？」

「わりと、ね」

　内ない緒しよ話ばなしのように言って、そこが可愛いわよと慰なぐさめられてしまう。

「さあ、次は契けい約やく書の仕様書の見方ね。大事なことばかりだからちゃんとメモして」

「はいっ」

　日々、覚えなければならないことは多くなり、その内容も密になっていっているのは、それだけ自分がこの課に必要とされているからだと思える。だからこそ、仕事に関しては失敗したくないし、一いつ生しよう懸けん命めい向き合っているつもりだ。

　ただ、時間が空いたりすると、ふっと沢村の顔が過よぎる。そして、彼に対する自分の感情の複雑さを持て余して、わあっと叫さけびたくもなるのだ。

　幸弘にとっては初めての感情で、これをどう消化していいのかわからなくなった。会社でもマンションでも隣となりに沢村はいるのに、真っ直すぐ彼の目を見られなくなった自分が嫌いやになる。

　ピーッ！

　そんな浮うわついた気持ちを非難するかのように、本日数度のパソコンのフリーズのせいで残業になってしまった幸弘は、自己嫌けん悪おの大きな溜ため息をついた。

「なんだか仕事が手につかないみたいですが、何か悩なやみ事でも？」

「！」

　いつの間に後ろにいたのだろう。唐とう突とつに鈴木に声を掛かけられ、幸弘は固まってしまった。

「何か気がかりなことがあったら、私で良ければ話してみませんか？」

「す、すみません、仕事中なのに……」

「厳密に言えば今は正規の仕事時間ではないですけどね。ずっと頑がん張ばって仕事をしているし、少しくらい息いき抜ぬきの時間があっても構いませんよ」

　鈴木の気き遣づかいの言葉は嬉しかったが、さすがにこんな仕事に関係ないことを上司に相談していいのだろうかと躊躇ためらった。しかし、どうやら幸弘が話すまで待つつもりらしい鈴木の顔を見ていると、少しだけ胸の奥の重荷を吐はき出したい気持ちになってしまう。

　ここには鈴木しかいないことも、幸弘のガードを甘くした。

「ちょっと……気になる人が、いて……」

「気になる人？」

「その……年上で仕事もできて、すごくモテる相手が気になって……で、でも、俺とは全然釣つり合わないってこともわかってるんです」

　沢村の名前を出さないよう、それでも今の自分の正直な気持ちを吐と露ろした。そして、それだけで少しだけ、気持ちが軽くなった気がする。これまで恋れん愛あいでこんなに悩んだことなどなかったので、未知の感情に自分で思った以上に追い詰つめられてしまっていたらしい。

「だから、ちょっと落ち着かなくて……すみません」

　仕事に支障をきたしたことを素直に謝ると、唐突に鈴木が言った。

「年上、ですか」

「え？　あ、あの……はい」

「……モテる人？」

「……はい」

「……で、社内の人間という……」

「……」

「もしかして、それって沢村のことですか？」

「！　ど、どうしてわかったんですかっ？」

　まったく名前も出さなかったのに、たったこれだけの情報で幸弘の悩みの原因が沢村だということにすぐに気づいた鈴木の鋭するどさに驚いたが、鈴木の方はどこか呆あきれたような笑えみを浮うかべる。

「……どこがいいんですか？」

「え？」

「沢村のことです。君みたいにいい子なら、もっと性格がよい女性を選んだ方が良いと思うんですが」

「せ、専務は、凄すごく優やさしいですよ？　仕事もできるし、大人だし、いつだって俺を助けてくれるしっ」

「仕事ができるのはわかりますが、それ以外は何とも頷うなずけませんね」

　鈴木は呆れたように肩かたを竦すくめる。

「君の気持ちを否定はしませんが、私個人としては、今なら引き返せると言ってあげますよ」

　鈴木の口ぶりは、なんだか沢村を貶けなしているような感じさえして、幸弘は戸と惑まどってしまった。社会人としても男としても非の打ちどころがない沢村だが、鈴木の目から見たらどこか欠点があるというのだろうか。

　しかし、そうは言われても、いったん生まれてしまった感情を消すことは難しい。いや、こうして鈴木と話している段階で、徐じよ々じよにその感情に意味がついてくるのがわかるのだ。

「あの、俺」

　相談をしておいて、鈴木の意見を真っ向から否定するのは申し訳ない。ただ、沢村に対する評価はやはり違ちがうのではないかと言おうとした時、突とつ然ぜんノックもなくドアが開いた。

「まだ残っていたのか？」

「しゃ、社長？」

　入るなりいきなりそう言われ、幸弘は面めん食くらって目を丸くする。一方鈴木は一いつ瞬しゆん驚おどろいた様子は見せたものの、すぐに小言を口にした。

「入室するならノックをしてください。最低限の礼れい儀ぎですよ」

「まあまあ。それより、何か面おも白しろそうな話をしてなかったか？　今なら引き返せるとか、なんとか」

「き、聞こえたんですか？」

　ごくプライベートな話なのに、外に聞こえるほど大きな声で相談していたのかと思うと、幸弘は顔から火が出そうだ。すると、そんな幸弘を哀あわれに思ってくれたのか、鈴木が遠えん慮りよなく椅い子すに座る西園寺を見ながら冷たく言い放った。

「通っただけで聞こえるはずがないでしょう」

「誰が残っているのかな～って気になってさ」

「それで？　どうして立ち聞きなんて恥はずかしい真似まねをしたんですか？」

「……色っぽいことが起きるかな～なんて、思って」

「……馬ば鹿かでしょう」

　ポンポン言い合う二人を見るのは初めてではないが、鈴木は沢村の秘書なのでここまで辛しん辣らつな物言いをしてもいいのかと気になる。自分のことを庇かばって言ってくれているのはわかるので、悪者にさせるわけにはいかなかった。

「あのっ、俺が強ごう引いんに鈴木さんに時間を取ってもらったんです。仕事中なのに、すみませんでしたっ」

　頭を下げて一気に言うと、ぷっと噴ふき出す声と共に頭を撫なでられた。

「素直ないい子だねぇ、遠藤君は」

「い、いえ、俺は」

「で、さっきの話だけど」

「えぇっ」

「何を引き返すつもりなんだ？」

「い、いえ」

　西園寺がいったいどこまで聞いていたのかわからないので、幸弘もなんと答えていいのか口ごもる。

　にやっと癖くせのある笑みを浮かべて迫せまってくる西園寺は、沢村とはまた違ったタイプの色男で迫はく力りよくがある。ぐいぐい押してきて、逃にげ切ることなど無理なんではないかと最初から諦あきらめを感じさせる男に言葉が詰まると、横から鈴木が淡たん々たんと告げた。

「彼は年上で仕事ができる、モテる相手が気になるようです。だから、今なら引き返せるとアドバイスしました」

　ごくごく要点だけを告げた鈴木はけして幸弘のプライベートを暴ばく露ろするつもりではなく、幸弘が感じたように西園寺を誤ご魔ま化かすことは無理そうだと判断したのだろう。自分なら洗いざらいしゃべったかもしれないので、彼の口出しには正直助かったという思いの方が強かった。

「ふ～ん……年上で、仕事ができて、モテる、ねぇ」

　西園寺はじっと幸弘の顔を見、その後ちらりと鈴木を見た後、何かを悟さとったかのように何度か頷いた。

「まあ、相手は誰だれだかわからないが、相手に似合うとかどうかでなく、自分が好きかどうかじゃないか？　うじうじ悩んでるくらいなら、さっさと告白して玉ぎよく砕さいしちまえよ」

　あまりにあっさり言われ、幸弘の動どう揺ようは再び激しくなる。

「こ、告白とか、そんな、え、俺は、その、え……」

　自分の沢村への気持ちを、一番近い言葉にすれば《恋こい》になるかもしれない。しかし、それは一方的に自分が抱いだいている感情で、沢村にぶつけるなんて考えもしなかった。

　尊敬ならばともかく、恋愛感情を抱いていると言ったって沢村が困るだけだ。優しい彼は幸弘を傷つけまいと悩なやむかもしれない。いや、もしかしたらきっぱりと断たち切るために断るかもしれないが、そうなると沢村との接点は限りなく小さいものになってしまうだろう。

　覚かく悟ごを決めたからと言って、やはりそれは嫌いやだ。

「そいつ、脈ありそうか？」

「そ、そんなの、わかんないです」

　沢村の優しさを、自分が誤解しているだけかもしれない。嫌きらわれてはいないだろうが、だからと言って話はまったく別物だ。

「いいじゃねえか、断られても。すっきりしたら次に進めるぞ」

　眉まゆを下げたままの幸弘の肩を、西園寺は遠慮なくバシバシと叩たたいてきた。

「お前くらいの歳としだったら、恋愛なんて次から次にできるだろ」

「……できませんよ」

　そうでなくても恋愛経験は乏とぼしいのに、男相手の恋というイレギュラーなものを経験したら、次の恋なんて易やす々やすとできるとは思えなかった。

「それでもだ。玉砕するつもりで言っちまえ」

「社長、煽あおらないで下さい」

「だってさ、なんか面白……いや、応おう援えんしたくなるんだよ」

　鈴木に笑みを向けた西園寺は、今度は幸弘にからかうように言った。

「お前だって、このままでいいと思わないんじゃないか？」

　どうにかしたくて、意を決して鈴木に打ち明けた。その後のことは正直に言って考えていなかったが、もしかしたら西園寺の言う通り、前に進むためには告白した方が良いかもしれない。

　唐とう突とつな幸弘の告白に沢村は驚くだろうが、彼はきっと馬鹿になんてしないはずだ。きっちりと断ってもらえば、確かに幸弘も心の整理がつくような気がした。

「……社長」

「ん？」

「……俺、玉砕します」

　言われてその気になるなんて、多分自分は単純なのだ。それでもこの決意はきっと無む駄だにはならないと思えて、幸弘は強く手を握にぎりしめた。










　初めて出会ってから一年以上。彼を好きになっていたと気づくまでに一カ月。

　西園寺にはっぱを掛かけられ、一度は告白して砕くだけようと思ったものの、忙いそがしい沢村をこんなことで悩ませたくなかった。せめて今のプロジェクトが一段落したらと改めて決意したことで、逆に集中して仕事に向かうことができた。

　その間、沢村ともごく自然に対することができたと思う。

　そして、ようやくその日が来た。

　プロジェクトが公表され、社外的に忙しくはなったが、仕事内容は大きな一段落がついた。

　その時から、幸弘は少しずつ準備を始めた。沢村に告白したら、きっと沢村が気を遣つかうだろう。同居を続けるのは多分無理だから、今のうちに荷物をまとめておいた方がいいかもしれないと思い、荷物も片付けた。

　そして、その週の金曜日の夜、幸弘は一いつ緒しよに食事を終えた後、沢村に声を掛けた。

「沢村さん」

「ん？」

　幸弘の方から声を掛けるのは何日ぶりだろうか。心なしか沢村が嬉うれしそうに笑ってくれたように見え、幸弘は最後の気持ちが固まった。

「あの、少し時間、いいですか？」

「いいよ。どうした？」

　沢村はいつもと変わらず優やさしく言いながら、ソファに座るよう勧すすめてくれる。向かい合い、やっぱり緊きん張ちようして硬かたくなる幸弘に、沢村は話し出すのをずっと待っていてくれた。

（き、緊張する）

　告白をするのは、これで二度目だ。

　一度目は高校一年生の時で、その時もごめんなさいと断られた。ショックだったが、その夜たくさん夕食を食べて、翌日にはかなり気持ちは持ち直せた。

　沢村に振ふられたら、楽しかった彼との同居も最後になると思うと辛つらいが、ここで勇気を出さないでどうするのだ。

「……沢村さん」

　幸弘に合わせて、沢村も居住まいを正してくれる。久しぶりに真っ直すぐに相手の顔を見ながら、幸弘は思い切って切り出した。

「俺、あなたが好きです」

「……」

「……すみません、好きになりました」

　一度目は勢いがあったが、二度目は弱気になった。それでも、告白した瞬しゆん間かん驚おどろくほど気持ちが楽になった。良かったという想おもいと、これで一緒にいられなくなるという想いがないまぜになったような、なんだか切ない気持ちだ。

（……社長、やっぱり言ってよかったです）

　これでもう、満足だ。変な相談に乗ってくれた鈴木や西園寺には改めて礼を言おうと思いながら、幸弘は立ち上がった。

「聞いてくれて、ありがとうございました」

　返事は聞くまでもない。黙だまっていることが沢村の返事だと思い、幸弘は泣き顔を見られたくなくて部屋に戻もどろうとした。

　しかし。

「え……？」

　不意に腕うでを引っ張られ、倒たおれこんだのは沢村の胸の中だった。驚いて体勢を整えようとしたが、反対にさらに強く抱だきしめられる。

「……情けないな」

「……え？」

「幸弘に先に言わせてしまった」

「…………え？」

「私も、君が好きだ。幸弘、君が好きだよ」

　信じられない言葉が耳に届き、思わず顔を上げた幸弘はキスをされた。ちゅっと重なるだけで離はなれてしまった唇くちびるを無意識に視線で追うと、今度はもっと深いくちづけをされる。

「んんっ」

　舌を絡からめる濃のう厚こうなキスは、あの夜以来初めてだ。しかし、甘く感じるそれは確かに身体からだが覚えていて、幸弘は必死に沢村に応こたえた。

　何度も舌を吸われ、注ぎ込まれる唾だ液えきが口中に溢あふれる。懸けん命めいにのみこんでいくうちに唇の端はしから零こぼれてしまい、幸弘は助けを求めるように沢村のシャツを引っ張った。

　それでも沢村はまるで最近の疎そ遠えんな時間を取り返そうとでもするかのように激しいキスを続け、ようやく解放された時、幸弘は全身の力が抜ぬけてしまっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　自分から仕し掛かけてきたくせに、沢村は気遣うように背中を撫なでてくれる。その膝ひざに乗り上げるようにしがみついている体勢が恥はずかしくて、幸弘は胸に顔を埋うずめた状態のまま頷うなずいた。

「さっきの告白、本気で受け取っていいんだね？」

　耳元で囁ささやかれる声がくすぐったくて首を竦すくめると、促うながされるように髪かみがすかれる。

　反射的に頷こうとした幸弘だったが、頭の中に過よぎった顔に動きが止まった。

　勝手に弁当を作って持って行ったあの朝、沢村と一緒にいた美沙と呼ばれた女性は、彼の恋こい人びとではないのか。

「で、でも、あの、彼女さんが……」

「彼女？」

「美沙さんって、あの、一緒に朝ご飯……」

「ああ、あれを見たのか、美沙は西園寺の妹だよ。彼女のご主人がしている店で、無理言ってモーニングを食べさせてもらったんだ」

「社長の、妹さん……」

「もしかして、妬やいてくれた？」

　頷かなくても、耳まで真っ赤になった幸弘を見て、沢村はすべてを悟さとったらしい。さらに強く抱きしめられ、返事はと改めて催さい促そくされてしまった。

「幸弘」

「……いい、です」

「じゃあ、私と幸弘は、たった今から恋人同士だ」

　その言葉と同時に、沢村の手が意味深に背中から尻しりを撫で下ろしてくる。さすがに鈍にぶい幸弘も、彼が何を求めているのかはわかった。

　もちろん、好き合っている者同士が何をするのか、頭の中ではわかっているつもりだ。それでも、あの夜、沢村にされた愛あい撫ぶを思い出すと、猛もう烈れつな羞しゆう恥ちに襲おそわれてしまう。

　告白するにもあれだけの時間と心の準備が必要だったのだ。それ以上なら、もっと時間が欲しい。

「あ、あのっ、先に進むのはゆっくりにしませんか！」

　唐突に叫さけんだ幸弘を珍めずらしく驚いたような目で見下ろしてきた沢村は、やがてしかたがないというように苦く笑しようを漏もらす。だが、その眼まな差ざしは甘ったるいくらい優しい。

「じゃあ、私からもいいかな？　ゆっくり先に進むけど、一緒のベッドで寝ねること」

「い、一緒のベッドに、ですか？」

「少しでも幸弘と一緒にいたいから。……駄だ目めかな？」

　一緒のベッドに寝るのもハードルが高いが、沢村と少しでも一緒にいたいと思う気持ちは幸弘も同じだ。

　ゆっくりと進むことに同意してくれた沢村は、けして約束を反ほ故ごになどしない。そんな彼に対して、幸弘もできる譲じよう歩ほは受け入れたいと思った。







　　　第五章　欲情は日常







「おはよう」

「お、おはようございます」

　目覚めれば、目の前にはキラキラとした男前の顔があった。焦あせる幸弘を目を細めて笑った男は、そのまま唇を重ねてくる。

「ん……ぅ」

　朝だというのに、軽い……とは言えないキスを仕掛けられた幸弘は、受け止めるだけでいっぱいいっぱいだ。

（こ、こんなの、外国の朝だってばっ）

　最後には音を立てて離れた唇は、もう一度、今度は軽く押し当てられて解放してくれる。ぼんやりとその唇を目で追っていた幸弘は、軽く抱きしめられて我に返った。

「か、会社に遅おくれますっ」

「まだ大丈夫だよ」

「だ、駄目ですっ」

　これ以上何か仕掛けられたら、自分の方がぐずぐずになってしまいかねない。会社に行くのに赤い顔のままなんて恥ずかしすぎるので許してと頼たのむと、ようやく男───沢村は苦笑しながら手を離してくれた。

　また拘こう束そくされてはたまらないので急いでベッドから下りた幸弘は、そのまま自分の部屋に入るとドアを閉めてから大きな溜ため息をついた。

「……な、慣れない」

　沢村に告白して、一週間が経たった。

　その間に変わったことは、沢村と朝一いつ緒しよに出勤することと、夜、同じベッドに眠ねむるようになったことだ。

　その間、セックスはしていない。幸弘が頼んだように恋人としてゆっくりと歩んでくれている沢村だったが、それでも毎日キスや軽い戯たわむれはしていた。

　誰だれかと両想いになることも、その相手と一緒に暮らすことも初めての幸弘には、それが一いつ般ぱん的な恋人同士がすることなのかどうかはわからない。ただ、付き合うことになって沢村がとてもスキンシップが多いことを知った。いや、元々スキンシップは多かったが、それがもっと際きわどいものに変化したのだ。

（これ、普ふ通つうなのか？）

　嫌いやではないのだが、自分がどう反応していいのかまだわからないので困る。

　幸弘はもう一度溜め息をついてから着き替がえ、部屋を出てキッチンへ向かった。










　マンションではこれ以上もないほど甘い沢村だが、会社ではさすがに今までと変わりなかった。ただし、今までも十二分に優やさしくしてもらっていたので、恋れん愛あいに慣れない幸弘は線引きが難しかった。

　先のプロジェクトは一段落ついた時から責任者が替かわり、沢村はまた新たなプロジェクトに取り組むことになった。今度はなんとゲームソフト開発に関かかわるのだ。

　大手ゲームソフト会社ＩＢと共同出資して子会社をつくるところから始めるもので、沢村も楽しそうにしているのが側そばにいてよくわかる。

　実際、彼は、

「なんだか、初めてこの会社を作ったころを思い出すよ」

　と言っていた。

「……ふぅ」

　幸弘は時計を見上げる。午後一時から始まった企き画かく会議は沢村と西園寺も同席したうえで二時間経っても終わらなくて、今の時間幸弘は待機という状態だ。

　鈴木から指示された仕事が終わったので何か手伝いでもと会議室に足を向けたが、ノックしようと上げた手は突とつ然ぜん耳に飛び込んできた西園寺の怒ど鳴なり声で止まってしまった。

「お前ら、真しん剣けんに考えてるのかっ？」

（しゃ、社長？）

　幸弘に対しては陽気なお兄さんという感じで、仕事でも直接関係がないのであまり見たことがない面だが、こんな様子を見ると若くして社長と呼ばれるだけあって厳しい面もあるのだなと思った。

「だらだら考えるんじゃねぇぞっ。この企画が潰つぶれたら会社がポシャるってぐらい本気で考えろっ。たかがゲームじゃねぇ、その後ろの何億っていう顧こ客きやくのことを忘れるなっ。……おい、沢村、お前からも何か言え」

「私が言いたいことは一つだけだ。考えない人間はこの場に必要ない」

（……凄すごい……）

　沢村も西園寺も、役職など関係なく、本気でこの仕事をしようとしているのがよくわかる。

　だが、これで中に入る勇気は萎なえてしまい、しかたなく秘書室に戻もどろうと振ふり返った。

「あ」

「遠藤？」

　そこへ、書類を持った松井が現れた。幸弘の姿を見て笑い、足早に近づいてくる。

「どうしたんだ、こんなとこで？　会議に呼ばれたとか？」

「まさかっ。俺なんてまだまだ見習いだし、会議に同席するなんてできないって。松井は？」

「俺は、この資料を持ってくるように言われたんだ」

　書類はかなりの量みたいだが、松井は軽々と持っているように見える。

　今から会議室に入るという松井に、幸弘は一応中の雰ふん囲い気きを伝えてみた。

「……今、社長怒おこってたみたいだけど……」

「うわっ、マジ？」

　言葉では焦った様子を見せるが、見ている表情には切せつ羽ぱ詰つまった感じはない。

「じゃあ、急ぐか」

「うん、頑がん張ばれよ」

「ああ……あっ、今度飯行くって話、忘れてないからなっ」

　書類を持ったまま腕うでを振るしぐさをした松井は、躊躇ためらう様子もなくドアをノックして開けた。

「営業二課、松井ですっ」

　ドアが開いた時、中のざわめきが漏れてきたが、閉まると途と端たんに廊ろう下かは静かになった。あの空気の部屋の中に入れるなんて、松井はかなり度胸が良いなと尊敬する。

「……って、人のことを褒ほめている場合じゃないよな」

　自分の方こそ、いつまでも鈴木にフォローしてもらうばかりでいては駄だ目めだ。

　積極的に動け、自分が何ができるかを考えろと、何度も自分に言い聞かす。

　そして、幸弘は時間をつくっては大学に行った。ゲームに関しては実際にプレーしている者に聞くのが一番だと思ったからだ。

　友人や後こう輩はいのつてで、いろんなアンケートを取ってもらい、それらを一いつ生しよう懸けん命めいまとめてみた。幸弘自身はほとんどゲームというものをしないのだが、こうしてみるとその傾けい向こうが面おも白しろいようにわかる。

　それに、色んな人と会っていると、以前目指していたサービス業の修しゆ業ぎようのせいか、自分でも上手うまく話を引き出せた気がした。役に立たない経験などないのだ。

　友人の中にかなり詳くわしい人間がいて、そのネットワークで千件近くもの回答も得た。ＳＮＳを利用すればすぐだと笑っていたが、その友情に改めて感謝し、ようやくそれら全部をまとめることができた。

「あの」

　個人的に調べた資料を沢村に差し出す時、幸弘はかなり緊きん張ちようした。普ふ段だん見せる優やさしい眼まな差ざしとは違ちがう、仕事時の厳しい眼差しで目を通される間、まるで試験を受けている気分だった。

「……これは？」

「俺の知り合いに頼みました。でもっ、当社も向こうの会社の名前も出していませんし、あくまでも一般的な市場調査という形にしてもらったんですけど……あの、役に立たないでしょう……」

　沢村の反応に不安を覚えた幸弘だったが、突然立ち上がって歩み寄ってきた沢村に抱だきしめられ、驚おどろいてしまった。

「あ、あの」

「よくやったな」

「せ、専務？」

「会社の……私の為ために頑張ってくれたんだね」

　沢村には、幸弘の気持ちがちゃんと伝わったらしい。そのことが嬉うれしいのと同時に、頑張ったと言われた言葉も胸に響ひびいた。

「幸弘」

　会社では珍めずらしく名前を呼ばれ、抱きしめてくる沢村の腕にも力が込められる。好きな人にこうして抱きしめられるのは嬉しいが、今は仕事中で、ここは専務の部屋だ。

「お、俺っ、戻りますっ」

　何とか沢村の胸を押し返し、頭を下げて部屋を出た幸弘は、熱くなった頰ほおを叩たたいて大きく息をついた。難なく解放してくれたということは、沢村も理性が働いたのだろう。

　危あやうく流されそうになってしまったが、ここで熱い抱ほう擁ようをしてくるほど嬉しく思ってくれたことが嬉しい。

「……よし」

　もっともっと、頑張ろう。改めてそう思えた。

　その緊張感は終業後も途と切ぎれることなく、そのままマンションまで引きずっていくことになってしまい、沢村が帰宅した時も思わず仕事モードで出で迎むかえてしまった。

「おかえりなさい、専務」

「……ただいま」

　一いつ瞬しゆん、沢村は黙だまって幸弘を見つめたが、すぐに笑って頭を撫なでてくれる。そして、ゆっくり顔が下りてくるのをぼんやりと見上げていた幸弘は、キスをされて初めて、今が恋こい人びとモードなのだと知って焦あせった。

「幸弘」

「……専……」

「マンションではその名じゃないだろう？」

　軽く身体からだを揺ゆさぶられ、からかうように聞かれる。

「……沢村さん」

「いずれ、理史って呼んでもらおうかな」

　いきなりとんでもなく高いハードルのことを言われてしまい、幸弘は焦って首を横に振った。

「む、無理ですっ」

　そんなことをしたら、羞しゆう恥ちで悶もだえ死にしてしまう。

「……まあ、急がないから」

　沢村は撤てつ回かいしてくれなかったが、それでも無む理り強じいはしてこないらしい。

「ん？」

「……いいえ」

（やっぱり、沢村さんは凄い）

　歳としの差もあるだろうが、こんなふうに気き遣づかえることが凄かった。

「あ、あの、ご飯、できてますからっ」

　仕事だけでなく、プライベートでも沢村の足を引っ張らないようにしようと張り切った幸弘は、初めてハンバーグ作りに挑ちよう戦せんしていた。とにかくレシピ通り、形は少し歪いびつになったが、味見したので味は大だい丈じよう夫ぶだ。

「幸弘は食べたのかい？」

「俺もまだ……」

「じゃあ、一いつ緒しよに食べようか」

「はい」

　素す直なおに頷うなずくと、沢村が嬉しそうに笑ったのがわかった。

「用意しますね」

　沢村のように、人に優やさしい大人でありたい。

　自分の中にある沢村を好きという気持ちと尊敬の気持ちが混ざり合って、ますます凄すごい人だと憧あこがれる気持ちが強くなった。










　幸弘の資料が功を奏したのか、それとも社員たちが社長と専務の檄げきに発奮したのか、ゲームソフト開発の方は順調に進み始めた。もちろん、実際にゲームを作るとなると年単位の仕事になるようだが、それでも重要なベース作りが順調に進んでいるのは確からしい。

　今夜はその会社との飲み会で、沢村は遅おそくなると言っていた。こんなふうな飲み会は滅めつ多たにないらしいが、よほど今回の仕事に力が入っているのだろうと鈴木が呆あきれたように笑っていた。

　日付が変わり、まだかなと思っていると玄げん関かんのインターホンが鳴った。パジャマ姿の幸弘は立ち上がり、急いで玄関先に向かう。

「おかえりなさいっ」

　笑え顔がおで出迎えると、沢村は艶つややかな眼差しを向けてきた。

「……ただいま、幸弘」

「……沢村さん？」

「ん？」

　普段はどんなに飲んで帰ってもいつも様子が変わらない沢村が、今夜はどこか雰ふん囲い気きが違う。

「……あ」

（……色気、だ）

　普段は抑おさえ気味の男の色気が凄いのだ。

「……酔よってますか？」

「いや」

（噓うそだ）

　そうでなくても整った容よう貌ぼうにいつでもドキドキするくらいなのに、今夜はそれに加えて滴したたるような色気が半はん端ぱない。免めん疫えきのない幸弘は正面切って目を見返すこともできなくて、動どう揺ようする気持ちを誤ご魔ま化かすように沢村の背中を押してバスルームに押し込んだ。

「も、もう、シャワー浴びて寝ねてくださいっ」

「……幸弘も、一緒に入ろう？」

　僅わずかに首を傾かしげて言う沢村の笑みの破は壊かい力にますます焦り、「駄だ目めです」とだけ言い放ってドアを閉めた。

（ま、まいった……）

　普ふ段だんがストイックなだけにタガが外れた沢村は男の色気全開で、側そばにいるだけで胸が爆ばく発はつしそうだ。そして、たったこれだけでこんなにも動揺している自分が、本当に沢村とセックスできるのだろうかと考え、何だか急に不安になった。

　初めは自分の心の準備ができていないことが一番の問題だと思っていたが、もしかしたら沢村のあの色気との対決の方が大きな問題かもしれない。

「……何考えてるんだよ」

　自分で待っていてくれと言ったくせに、沢村とのセックスを想像する自分がいやらしく思え、幸弘はそんな考えを振ふり切るように頭かぶりを振った。

　今日はいつも世話を掛かけている沢村を、自分が世話をする良い機会だ。

　沢村の部屋に行って着き替がえを用意し、ついでに酔い覚ざましのコーヒーをセットしてからバスルームに向かう。風ふ呂ろの中で眠ねむるようなことはないだろうが、ちゃんと声を掛けておいた方がいいだろう。

「沢村さん、着替えをも……」

「ああ、ありがとう」

「……」

「どうした？」

「………」

（は、裸はだか、なんですけど……っ）

　バスルームのドアを開けた正面にいたのは、今まさに浴室から出てきた沢村だった。

　全ぜん裸らの沢村を見るのが初めてだった幸弘はその衝しよう撃げきに身体が硬こう直ちよくしてしまい、足はその場に張り付いてしまったように動かなくなった。

　目の前の改めて見る完成された大人の男の身体に知らず見み惚とれながら、視線は自然と下か肢しへと向いてしまった。

「！」

（……おっきい……）

　同じ男として、通常状態でもはるかに敵かなわないその大きさに、敗北よりも驚おどろきの方が先に立った。

　涼すずやかな容貌とは裏腹の、まるで凶きよう器きのようなペニス。カリが張り、竿さおも長くて、その色は淫いん猥わいな赤黒だ。肌はだを伝って流れ落ちる水すい滴てきがそれにも伝って床ゆかに滴り落ちているさまが別のものを連想させ、幸弘はそこでようやくぎこちなく顔を逸そらした。

「き、着替え、置いておきます」

　早くここから離はなれなければならないとだけ思い、幸弘は手にした着替えを籠かごに入れてゆっくり踵きびすをかえす。そのままドアに手を掛けようとした時、後ろから伸のびてきた彼の手に腕うでを摑つかまれた。

「！」

　勢いのまま後ろに引っ張られ、背中に固い身体からだが当たった。パジャマがじんわりと濡ぬれて、肌に引っ付く。

「抱だいていい？」

「あ……っ」

　甘えるように聞いているくせに、手を摑んでいるのと別の手は幸弘の胸むな元もとを意味深に撫なでてくる。そればかりではない。腿ももに当たるのが何なのか、幸弘は想像して固まった。

「幸弘……」

　まるで誘ゆう惑わくするように耳元で囁ささやかれ、さらに腰を抱だき寄せられる。その瞬しゆん間かん、幸弘は強く目を閉じた。

「ま、待って……」

　口から漏もれたのは、まるで哀あい願がんするようなか細い声だ。すると、首筋に熱い息が当たった。

「……いつまで待ったらいい？」

「い、いつって……」

「幸弘が欲しくて、たまらないんだ」

　沢村が酔っているのはわかっている。しかし、酔っているからこそ、今彼が言っていることは本音かもしれないと思えた。

　今は幸弘の願いを汲くみ取って待ってくれているが、彼にとってはその時間は幸弘以上に長く感じているのかもしれない。

（俺……）

　沢村のことが好きなのに、ずっと待たせていいのだろうか。彼が言うように、いつになったらなんて今まで考えていなかったことに罪悪感を覚えた。大体、待ってもらっている一番大きな理由は、乱れる自分を見せることが恥はずかしいという、幸弘の勝手な理由からだ。

「……っ」

　今、決定権を持っているのは自分だ。

　幸弘は一度唇くちびるを引き結んだ後、まるで縋すがるように胸元に回されている沢村の手を握にぎりしめる。

「しゅ、週末」

「……週末？」

「週末まで、待ってください」

　沢村に抱かれた後の自分がどうなるのか、今はまったく想像がつかない。だから倒たおれこんでもいい、一番近い日、それが今週末だ。

　理由をつけて延ばすより、いっそ条件が一番近い日にしようと思った。

「……ありがとう、幸弘」

　沢村はそう呟つぶやき、首筋に唇を押し当ててきた。

「待ってる」

「……んっ」

　強く吸われ、チクリとした痛みに肌がざわめく。覚かく悟ごを決めたばかりだというのに、幸弘は未知なる経験を思って身体を震ふるわせた。










　週末、幸弘は終業後秘書室に残っていた。

　まだ任される残業も少ない自分が最後まで残っているのは、沢村が一いつ緒しよに帰ろうと言ってくれたからだ。

　専務の彼と新入社員の自分が一緒に帰宅することを不ふ審しんに思われないか心配になったが、同居していることは皆みな知っているからと、沢村はたいして問題はないと軽く言っていた。

　そういえば秘書課の先せん輩ぱいなどに、プライベートの沢村はどんな様子か聞かれたことがあった。幸弘にとっては会社での彼と同じように優やさしくて気き遣づかってもらっていると張り切って答えたが、もしかしたら彼女たちはもっと別の沢村の姿を知りたかったかもしれない。

　だが、そんなことを思い返して考えたら、自分たちが同居することを周りはまったく不審に思っていないということだ。

　心配しているのは自分だけかもしれないなとぼんやり考えていた幸弘は、ドアが開く音にぱっと後ろを振り向いた。

「待たせたね」

「い、いいえ」

　帰宅直前、海外からの電話が入ってしまった沢村が申し訳なさそうに言うので、幸弘はなんでもないと首を振る。三十分も待っていないし、大事な仕事ならまだまだ待っていられた。

「帰ろうか」

　営業部にはまだ社員が残っているが、ほとんど帰宅している社内は薄うす暗ぐらく、静かだ。

　靴くつ音おとを響ひびかせながら沢村の少し後ろを歩いていた幸弘は、

「……っ」

　不意に肩かたを抱き寄せられて慌あわてた。

「せ、専務？」

「誰だれもいないから、名前で呼んでほしいな」

「……さ、沢村さん、あの、手」

「誰もいない」

　いよいよ今日だと思っている幸弘はかなり緊きん張ちようしていたが、反対に沢村は驚くほど上じよう機き嫌げんにリラックスして見える。

　肩を抱かれたままエレベーターに乗り込み、ビルを出てタクシーを拾って、後部座席ではほとんど肩が触ふれるほど近くに座った。

「あの、買い物は……」

「今夜の分ぐらいはストックがあるよ。……せっかく一緒に帰ることができたし、食事に連れて行ってあげたいんだが……」

　そこまで言って、沢村は幸弘の耳元に顔を寄せる。

「今夜は、早く幸弘が欲しい」

「！」

　囁き声は、タクシーの運転手に聞こえていないだろうか。身体は硬直したまま、目だけは忙せわしなく動いてしまう。

「落ち着いて、幸弘」

　そんな幸弘に、沢村は笑いながら言うと手を握りしめてきた。運転手から死角になっているとはいえ、幸弘にとっては際きわどいスキンシップだ。

（ほ、欲しい、とか……）

　自分がわからなくなるような快感を感じるのが怖こわかったし、浅ましく乱れてしまう姿をまた沢村に見られてしまうのが恥ずかしかった。

　あれ以来、マンション内でもスキンシップはあるものの、最後まで行く雰ふん囲い気きはなかったので、沢村もそこまで強い欲求を感じていないのだろうと漠ばく然ぜんと考えていたが、これだけはっきり言うほど求めていると突つきつけられると、拒きよ否ひすることも逃にげることもできなくなる。

　それからタクシーを降り、マンションのエレベーターに乗って扉とびらが閉まった瞬間、幸弘は沢村の腕の中に捕つかまっていた。

「さ、沢村さんっ」

「幸弘」

　囁かれる声は、あからさまに甘くなっている。沢村に名前を呼ばれるだけで恥ずかしくなる幸弘は、胸の中に顔を押し付けて上げることもできなくなった。

　それで幸弘が抵てい抗こうしないのがわかったのか、沢村の手はスーツの背中を撫で下り、そのまま尻しりを摑つかんでくる。形を確かめるように手を動かされ、さすがに幸弘はもがいた。

「いや？」

　嫌いやじゃないのだ。沢村に触れられるのは、恥ずかしいが嬉うれしい。でも、場所は考えてほしい。

「こ、ここじゃ」

「……ごめん、我が慢まんが利きかなくて」

「……んっ」

「でも、幸弘が側そばにいたら、いつでも私は触れたいと思ってしまうんだ」

　と、突とつ然ぜんエレベーターが止まった。

　誰かが入ってくるのかと焦あせったが、どうやら自分たちの部屋の階に着いたらしい。すると、沢村は幸弘を抱だきしめる手を解放し、すぐに腕うでを摑んで歩き始める。歩ほ幅はばが違ちがい過ぎるので、自然と幸弘は早足になってしまった。

　流れるように鍵かぎを開けた沢村に家の中に引っ張り込まれると、ドアに背を押し当てられてキスをされた。

「んっ」

　くちゅっと舌が入り込み、それに懸けん命めいに応こたえていると手から鞄かばんが落ちた。その音に一いつ瞬しゆん我に返るが、どんどん深くなっていくキスに幸弘の意識は再び奪うばわれる。

「んはっ」

　一度離はなれた唇くちびるは、今度は首筋に埋うめられた。一瞬チクリと鈍にぶい痛みを感じたが、湿しめった舌の感かん触しよくは襟えり元もとギリギリまで進んでくる。

「んはっ、はっ」

　まだ玄げん関かんに入ったばかりで靴くつも脱ぬいでいないのに、一気に空気は濃のう密みつなものに変化していた。沢村にどう向き合えばいいかと悩なやんでいたこともすっかり頭の中から消え去ってしまい、幸弘は必死に力が抜ぬけそうになる足を踏ふん張る。

「あ……んっ」

　スーツの前のボタンはいつの間にか外され、シャツの上から胸むな元もとを舐なめられた。布越ごしだというのにその刺し激げきは大きく、歯で銜くわえられて初めて、乳ち首くびが勃たってしまっていたのに気づいた。

（こ、こんなのっ）

　自覚すると立っていられなくなり、ずるずるとその場に身体からだが沈しずんでいく。すると、沢村は幸弘が座り込む前に腰こしを抱きとめ、ぐるりと視界が変わった時は真上に天てん井じようがあった。

「あ……あんっ」

　廊ろう下かに寝ねかされた体勢で、ベルトを外されズボンのチャックが下ろされる。布越しにペニスを撫なでられ、下着をずらされると勢いよく飛び出したものを見て、沢村が笑う気配がした。

「元気だ」

「……っ」

　刺激に慣れないのか、それとも快楽に弱いのか。

　まだ二回目なのでその判断がつかないが、わかるのは沢村の手に自分の身体は既すでに陥かん落らくしてしまっていることだ。

「んぁっ」

　形を確かめるように撫でられ、指先で擦こすられただけで見る間に高まってしまうそれに、今にも射精してしまうと恐おそれた幸弘は訴うつたえた。

「や、やだ……ぁ」

「何がいや？」

　手を止めないまま、沢村は囁ささやいてくる。幸弘は子供のように半泣きになりながら言った。

「も、漏もれちゃ、うっ」

「いいよ、漏らしても」

　促うながすように指が動くが、幸弘は何度も首を横に振ふった。いくらここが自分たちの暮らす空間であっても、日常生活で使う場所で性的な触れ合いをするのは恥はずかしくてたまらない。

　明日から、ここを通るたびにされたことを思い出すことになってしまうと、そのたびに感じてしまうかもしれないと怖かった。

「さ、沢村さっ」

　幸弘は目の前の沢村のスーツにしがみつき、涙なみだで潤うるんだ目を必死に向けた。せめてここじゃない場所で……その思いが伝わったのかどうか、沢村は幸弘の目元に唇を寄せると、身体を離して起き上がった。

「可愛かわいいおねだりは叶かなえてあげないとね」

（おねだりなんかじゃないのにっ）

　しかし、反論は声にならなかった。










　ベッドに下ろされた次の瞬しゆん間かんには服を剝はぎ取られ、沢村自身も素す早ばやく全ぜん裸らになると、二人は素す肌はだを合わせた。不思議と、沢村の肌はだの熱さに混乱した気持ちが鎮しずまったが、すぐに重なってきた唇に欲情は高まっていく。

「あ……やぁっ」

　胸元に唇を寄せられ、乳首を舌で舐め上げられた。ざらついたそれに腰が震ふるえて、勃ったままだったペニスが沢村の足を叩たたく。

（は、恥ずかしいっ）

　前は何もかも沢村に任せてしまっていたので、かえって恥ずかしかったのかもしれない。それならばと、幸弘は美味おいしそうに胸を愛あい撫ぶし続ける沢村になんとか訴えた。

「お、俺もっ」

「ん？　なに？」

　息が濡ぬれた乳首に掛かかり、ぞわっとした感覚が背中を走る。

「お、俺も、します」

「幸弘が？」

　少しだけ驚おどろいた様子の声に、幸弘は思い切りよく手を伸のばして沢村のペニスを握にぎりしめた。

（うぎゃっ）

　初めて生で触ふれる他人のペニスは、想像したよりも熱かった。片手で余る大きさに驚き、その質量に改めて男としての敗北感を味わう。しかし、自分が触れて手の中のものに力が入ってきたのがわかると、なんだか一気に興味が増した。

　これがどんなふうに変化していくのか、自分でも感じさせることができるのだろうか。

　まだ直接見る勇気はなかったが、幸弘は手の感覚だけを追って沢村のペニスを擦り始めた。

「い、痛い、ですか？」

「……いや、気持ちが良いいよ」

　手加減がわからずに尋たずねれば、沢村はそう答えてくれた。声にはまだ余よ裕ゆうがあって、触れられただけでイッてしまいそうな自分とはまるで違う。

（先を……こう）

　先せん端たん部分を親指で擦り、つるんとした感覚を追いながら竿さおに滑すべらせた。

　意識を集中しているせいか、手のひらに脈動さえ感じる気がする。時折かすめる下生えをくすぐったく思いながら必死に手を動かせば、ジワリと粘ねばついた液がにじみ出てきたのがわかった。

　つたない愛撫でも沢村が感じてくれているのが嬉しくてさらに力を込めていた幸弘は、

「ひゃっ」

　愛撫を施ほどこすことに夢中になっていた背後から回ってきた手がいきなり尻の狭はざ間まに滑り込んだ時、文字どおり飛び跳はねて驚いた。とっさにペニスから手を離して沢村から距きよ離りを取ろうとしたが、その時には既にしっかりと抱だきこまれた体勢になっていた。

「どうした？　もう終わり？」

　楽し気に聞いてくる声が恨うらめしいが、そう言いながら止まらずに穴の表面を撫でる手に意識は集中して文句も言えない。

「幸弘、ほら」

　向き合う形から、幸弘は沢村の身体の上に持ち上げられる格好にさせられた。彼のペニスがちょうど自身のそれにあたり、ふにゅりとした感触から逃のがれようと腰を浮うかした瞬間、今度は後ろから双そう玉ぎよくを摑まれた。

「パンパンだ。一度イッた方がいいかな」

　言葉と同時にそこを強く揉もまれ、幸弘は呆あつ気けなく射精してしまった。とろりとした蜜みつは沢村の手と腹を濡らし、そのままシーツに零こぼれていく。

　完全に力が抜けてしまった幸弘が沢村の胸に倒れ込むと、双玉を弄まさぐっていた手は尻しりへと戻もどり、今度は濡れた指でくすぐるように弄ってきた。

「あっ、あん、やだ……っ」

　帰宅してからすぐにこんな状態になって、まだ汗あせも流していない。汚よごれた場所に沢村の綺き麗れいな指が触れるのが申し訳なくて、恥ずかしくて、幸弘はただただ泣きながら喘あえぎ続ける。

　すると、耳元で沢村が囁いた。

「もっと、夢中になっていいんだよ」

「で、できな、いっ」

「恋こい人びと同士なら、これは普ふ通つうのことだ。私はいつだって幸弘に欲情しているし、幸弘だって私を欲しがってくれているよね？」　>>>♥

　沢村が欲しいという気持ちは確かにある。それでも。

「き、汚きたない、からっ」

　半泣きで訴えると、尻を弄っていた指が離れた。

（……え？）

　自分があまりに抵てい抗こうするので、沢村の気がそがれてしまったのだろうかと心配になっていると、沢村は後ろに触れていた指を幸弘の目の前まで持ってきて、まるで愛撫するかのように自分の舌を絡からめた。

「！」

　あんな場所に触れていたものを口にしたのも驚いたが、じっと自分から離はなれない沢村の目の中の欲情の光がさらに強くなったことに気づいた幸弘は、自分の全身がドクンと大きく脈打ったのがわかった。

（お……れ……）

　恥ずかしいとか、申し訳ないとか、そんな感情は一気に消し飛び、沢村が欲しいという気持ちが怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

　その感情を抑おさえきれず、目の前で指を舐なめる沢村を見つめた幸弘は、自分も舌を出した。その意味をわかってくれたのか目の前の綺麗な顔が男臭くさく笑えみ、自分の唾だ液えきで濡れたそれを差し出してくる。

　幸弘は恐る恐るそれに舌を押し当て、舐め上げた。後ろめたい思いに、さらに気持ちが高まった。

「幸弘」

「……んっ、んっ」

　ペロペロとそれを舐めていると、沢村がからかうように聞いてくる。

「風ふ呂ろに入りたい？」

「……んふ……んっ」

「それとも……」

「ほ、しい」

　風呂に入る時間が待てない。

　思わず言い返すと、沢村は褒ほめてくれるように頰ほおに唇くちびるを寄せてきた。

「私も欲しいよ」

「あ……」

「私を受け入れてくれる？」

「……んっ」

　身体からだの向きを反転され、沢村が伸のし掛かってくる。足に触れる彼のペニスの熱さに思わず笑んだ幸弘は、もう一時も待ちきれなくて沢村に抱き着いた。










　絡まる舌と、たっぷり垂らされたジェルで尻の中をかき混ぜる指の動きがシンクロして、再び熱が高まった時、あっさりと中にあった指は引き抜ぬかれてしまった。

「え……」

　ここまで来て放ほうり出されると思わなかった幸弘の口から零れたのは、多分物足りない響ひびきを含ふくんだ溜ため息だったはずだ。どうしてイかせてくれないのか、沢村を責める気持ちさえ生まれてきそうだった。

　そんな幸弘に、沢村はまた深いキスを仕し掛かけてくる。痺しびれるほど舌を吸われた後、ようやく解放してくれた沢村が唇が触れそうなほど近くで囁ささやいた。

「そのまま、力を抜いていて」

（……力？）

　入れろと言われても、ぼんやりとした今の自分では無理だ。そんな幸弘の膝ひざにキスをした沢村は、片足を持って大きく左右に開いた。もう何度も射精して力を失ったペニスや、その下の濡れた双玉まで丸見えになってしまった状態だが、羞しゆう恥ちはもう消えていた。

「……可愛かわいい」

　降りてきた顔が内うち腿ももの際きわどい場所にキスを落とし、そのまま腰こしを進めてきた。熱くて硬かたいものに、穴の表面を撫なでられる。

「幸弘」

　名前を呼ばれると同時に、ぐにっとそれが中に入ってきた。さすがに指とはまったく違ちがう質量のものに息をつめた幸弘は、反射的にそれを押し返そうと下か肢しに力が入る。すると、今度は萎なえていたペニスを握にぎられた。ここに触ふれられると、男ならばいやでも感じてしまう。

「あっ」

　声を出すために口が開いた拍ひよう子しに、下肢の力が僅わずかに抜けた。まるでそれを待っていたかのように、水音を伴ともなってさらに何かが侵しん入にゆうしてくる。

（これ、これ、なに？）

　自分の中をいっぱいにするものの正体がわからなくて手を伸のばした幸弘は、そこで尻の中に入ってきたものが沢村のペニスだということにようやく気づいた。

「……痛いか？」

　声を掛かけられて、真上にある沢村の顔を見る。いつものようにからかう表情ではなく、真しん剣けんで、ドキドキするほど欲情を孕はらんだ男の顔に、幸弘は自分もたまらなく発情してしまった。

　多分、これは普通のことではない。でも、嫌けん悪おはまるでないし、恐きよう怖ふも感じなかった。

　それよりも、沢村のこの顔をもっと見ていたかった。憧あこがれで、理想の男が、自分を求めて必死な様子が嬉うれしかったのだ。

「沢村、さ……っ」

　幸弘が抵抗しないのがわかったのか、沢村は嬉しそうに笑んで優やさしくキスをしてきながら、逆に下肢は少し乱暴に押し進んでくる。自分の身体の中に、別の人間が入り込んでくる感覚が不思議で、幸弘は声を上げながら必死に受け入れた。

　指で刺し激げきされた以上に深いところの内ない壁へきを抉えぐりながら押し入ってきたペニスは、時折幸弘の反応を確かめるように止まりながらも奥へ奥へと進んでくる。腹の中がいっぱいで苦しく、入り口は裂さけそうなほど限界まで広がっているのがわかった。

「んあっ」

　一際奥を突つかれたかと思うと、身体がぶつかる鈍にぶい音がした。

「全部、はいったよ」

「ぜ……ぶ？」

　あんなものが、本当にすべて自分の中に入ったのだろうか。

「偉えらかったな」

「……ふ……」

　褒めるように頭を撫でられ、嬉しくなって笑った。しかし、そんな僅かな動きでも身体の中に響いて、少し息苦しくなってしまう。

「……んはっ、はっ」

「私に合わせて、ゆっくり腰を動かしてごらん。……うん、そう、上手だ」

　緩ゆるやかに律動を繰くり返す沢村に合わせるように、幸弘がぎこちなく腰を揺ゆらした。初めはタイミングが合わなかったが、少しずつ二人の身体がシンクロしていくのがわかる。

「あんっ、はぅっ、んぁっ」

　内壁のそこかしこをペニスの先せん端たんで擦こすられ、いっぱいにされて、幸弘はただ声を上げ続けた。淫みだらな水音と身体がぶつかる音が耳に響いて、自分がどんどんいやらしい気持ちになっていく。

　そんな幸弘の官能をさらにかきたてるように沢村の動きはさらに激しくなり、中を穿うがつ彼のものもまた大きくなった気がした。

「んっ！」

　突とつ然ぜん、幸弘のペニスに手が絡まってきた。何度か擦られただけで、あっという間に熱が高まる。

（もっ、もうっ）

　今の幸弘に我が慢まんなどできるはずもなく、そのまま沢村の手の中に射精した。もう数度目になる射精は勢いもなかったが、たらたらと零こぼれるそれは沢村の手を汚よごした。それでも沢村は動きを止めなくて、幸弘は精を吐はきながら揺さぶられ続ける。

　この時間が永遠に続くかと思った時、不意にペニスに絡まっていた指が解かれ、両手で強く腰を摑つかまれた。引き寄せられるまま激しく互たがいの腰がぶつかり、覆おおいかぶさってきた唇に息つく間もなく舌を吸われた。

　体中が沢村に翻ほん弄ろうされ、彼の動きに意識は翻弄される。やがて、

「んんーっ！」

　身体が突き破かれてしまうかと思うほど貫つらぬかれた次の瞬しゆん間かん、幸弘は身体の奥に熱いものが放たれたのがわかった。

「ふ……」

　それはじわじわと浸しん透とうしていき、幸弘の身体の一部になっていく気がした。







　　　第六章　駆かけ引きは平等







　二回目のセックスから、幸弘の意識はまた変わった。

　沢村を好きだという思いは確かにあり、同時に、社会人としての彼を尊敬する自分も確かにいて、そのどちらも大切なものだ。

　どちらかの比重が重くなってしまっては、かえって自分の気持ちのバランスが崩くずれてしまうと思った幸弘は、沢村との恋れん愛あいも仕事も、一いつ生しよう懸けん命めい向き合うことにした。

　セックスは恥はずかしいが気持ちがよくて、二度目からは沢村も間を空けずに求めてきたし、幸弘も受け入れられた。

　仕事に関してはまだまだ危なっかしいだろうが、少しずつ自分からも動くようにしていた。

　そんな幸弘を、沢村は優しく見守ってくれる。無理はしなくていいよと言いながらも、さりげない助けをしてくれる彼に、本当に感謝していた。

「遠藤君」

「はい」

　鈴木に呼ばれていくと、書類の入った封ふう筒とうを渡わたされた。

「営業二課の課長に渡してきてもらえますか？　専務からだと伝えてください」

「はい」

　秘書室と階の違う営業部に階段で向かい、ノックをして部屋に入る。

　一課から五課まで、細かく分かれている営業部は、広いワンフロアーを全部使っていた。ほとんどの席は空席で、残っている者も忙いそがしく電話をしていたり、パソコンの画面を見ていたりする。秘書室の、忙しいがどこか静かな空気とは違う雑然とした雰ふん囲い気きに、一気に緊きん張ちようしながら幸弘は二課の課長の席を目指した。

「あの」

「ん？」

　若い会社は、役職の人間も若い。営業の役職クラスも皆みな三十、四十代らしく、二課の課長は一見すると二十代にも見えてしまった。

「こちら、専務からのお届けものです」

　封筒を渡すと、途と端たんに目の前の顔に緊張が走った気がした。

「ありがとう」

「……失礼します」

　目の前に沢村はいなくても、やはり専務という存在は緊張するものらしい。幸弘自身、沢村が優しい人間だとわかっていても、会社で会うたびに緊張してしまうのだ。

（鈴木さんは全然そんな感じしないけど……）

　あそこまで堂々とできるのにはどのくらい時間がかかってしまうのかと考えていた幸弘は、

「遠藤！」

　と、呼ばれて振ふり向いた。

「松井。大きな声で呼ぶなよ、恥ずかしいだろ」

「呼ばないと、さっさと出ていくと思ったからさ」

「そうかな」

　少し居づらい雰囲気だったので、無意識に足早になっていたのかもしれない。

「なあ、今夜時間あるか？」

「今夜？」

「飯行こうぜ」

「あ……そっか」

　以前から何度も誘さそわれているのに、結局松井と食事に行くことはなかった。余よ裕ゆうがなかったことが大きかったが、マンションで一いつ緒しよに暮らす沢村のことを考えると、彼を置いて遊びに行くことに躊躇ためらいがあったのだ。

　だが、営業という違ちがう分野で働いている松井の話を聞いてみたいという気持ちも確かにある。同期で飲みに行っているという話も聞くし、自分もそんな付き合いをしてみたかった。

「じゃあ、後で内線する」

「なんだ、予定でもあるのか？」

　すぐに頷うなずかなかった幸弘に対して少し拗すねたように言われ、相変わらずのその子供じみた松井の様子に思わず笑ってしまった。

「ごめん、ちゃんと確かく認にんしたいから」

「……わかった。待ってるからな」

「うん」

　軽く手を振って部屋を出た幸弘は、松井の姿を思い返して頰ほおが緩む。こんなふうに約束するなんて、働き出してから初めてだ。

　そして、その話を受けたいなと思っている自分の心境の変化も感じ、まだまだだと思っていた自分にも、少しは余裕ができたのかと思うと嬉うれしくなった。

「早く沢、専務に確認しないと」

　今日の沢村は接待の予定もなく、スケジュール通りにいけば午後八時を少し過ぎた時間には帰宅できるはずだ。せっかく早く帰れる日に幸弘の方が飲みに行くのはやはり後ろめたいし、付き合っている相手がいたらまずはそちらの了りよう解かいを得るのが当たり前だと思った。

「ただいま戻もどりました」

　いったん秘書室に戻った幸弘は、コーヒーの用意をして沢村の部屋に向かう。

「失礼します」

「……遠藤君」

　ノックをして部屋に入った幸弘を見た沢村の頰に、柔やわらかな笑えみが浮うかぶのが見えた。そのちょっとした変化に胸を躍おどらせながら、幸弘はコーヒーカップをデスクの端はしに置く。

「ありがとう」

　すぐに手を伸のばし、一口飲んだ沢村が頷いた。

「美味おいしい」

　幸弘はもう一度カップに口をつける沢村を見ながら切り出した。

「あの、今夜少し帰りが遅おそくなってもいいですか？」

「仕事？」

　すぐにそう返ってくるのは、幸弘が残業してまで仕事に取り組んでいるのを見ていてくれるからだ。そうではなく遊びだというのは心苦しかったが、幸弘は正直に夕食に誘われたことを伝えた。

「一緒に飯を食べようって誘われたんです。俺、同期とあまり話をしていないので、良い機会かなと思って」

「そうだね。同期と交流を持つのは悪くないな。何人と行くんだい？　軍資金カンパしようか？」

　沢村の返事は好こう感かん触しよくで、言いながら掛かけてあったスーツのポケットに手を伸ばしている。まさかカンパを貰もらうなんてできないので、幸弘は慌あわてて手を振った。

「松井と二人だけですから、大だい丈じよう夫ぶです」

「……二人？　松井って、営業の松井孝二君？」

「はい」

「ふうん。意外な組み合わせだね。そんなに仲がいいのかい？」

　秘書課と営業部。接点がありそうではない自分たちの関係に沢村が疑問に思うのも当然なので、幸弘は正直に松井との関かかわりを話した。

　だが、さすがに弁当の件は恥ずかしくて話せなかった。

「……酒も飲むんだよね」

「でも、俺あまり強くないから飲まないようにしようと思っています」

　酔よって醜しゆう態たいを晒さらすのは沢村一人で十分だ。

　沢村は先ほどまでの雰囲気から一転、なぜか考え込むような眼まな差ざしになったが、幸弘がもう一度尋たずねようとする前にカップを置いて言った。

「わかった。私も今日は外で食事をしよう」

「す、すみません」

「謝ることはないよ。楽しんでおいで」

　言葉では勧すすめてくれているが、なぜか沢村の態度が一歩引いたものになったように感じ、幸弘はなかなかその場を離はなれられない。

「遠藤君」

「は、はい」

「仕事に戻りなさい」

　きつくはないがやんわりと諫いさめられ、幸弘は慌てて頭を下げると部屋を出た。










「へぇ～、専務がねえ」

「本当に優やさしいんだって」

　松井と飲むことを伝えた時の沢村の態度が気になったものの、もう一度確認を取るのはなぜかできなくて、幸弘は結局松井と夕食を食べることになった。それでも、酒を飲まないという一線はちゃんと守り、もっぱら食べることに集中している。

　松井の話は面おも白しろくて、学生時代の話から、営業部の話まで、幸弘は自分のまるで知らない世界に興味を引かれた。

　反対に、幸弘は先ほどの沢村の態度が気になっていたせいか、どうしても彼の話が中心になる。もちろん、恋こい人びと同士だということは話さないが、沢村がいかに有能か、そして優しいか、松井にわかってもらえるように懸けん命めいに話した。

　松井も一応は幸弘の話に納なつ得とくしたようだったが、どこか突つき放したように頷くだけだ。その態度が昼間沢村が見せたものに重なって、幸弘は思わず不安を吐と露ろした。

「松井は、専務が……苦手なのか？」

　嫌きらいという単語が言いたくなくてそう尋ねれば、松井はビールを一気飲みして首を振る。

「別に、苦手じゃない」

「でも……」

「ただ、なんかしゃくに障さわるっていうか……まあ、男として一歩も二歩も先を行かれているから、自然にそう思っちゃうのかもしれないけどさ」

「そんなものかな」

　幸弘は、沢村がどんなに男として立派でも憧あこがれしか抱いだかないが、松井はそこにライバルにも似た思いを抱くらしい。人によって違うのだろうか、なんだか寂さびしくなった。

　落ち込んで箸はしの動きが止まってしまった幸弘に、向かいに座っていた松井が身を乗り出し、顔を覗のぞき込んでくる。

「な、何？」

「……」

　無ぶ遠えん慮りよに伸びてきた指が、なぜか首筋をなぞった。

「ここ」

「え？」

「虫に刺さされてるぞ」

「虫？」

「赤くなってる」

「そ、そう？　痒かゆくないけど」

　虫の話より、あまりにも顔を近づけられて身体からだが引いてしまった。まだ友人と呼ぶには関係が浅いので、どうしても戸と惑まどいが先に立つ。

「どうした？」

「……別に」

　まさか、近づいてくるから逃にげるんだとは言えずあいまいに笑って見せると、松井の方もにやっと口角を上げた。

「……遠藤は専務が好きなんだ？」

「！　す、好きとかっ、俺は、尊敬してるからっ」

（あ、焦あせるな、俺っ）

　松井は単に、沢村の話ばかりする幸弘に対して単純にそう思っただけだ。わかっているつもりだが、なんだか胸の中がざわざわと騒さわいだ。

「……まあ、いっか」

　すぐに引いてくれたことにホッとして、幸弘は大おお袈げ裟さなしぐさで時計を見る。

「……そ、そろそろ帰らないか。明日も仕事があるし」

　これ以上一いつ緒しよにいたら、もしかしたらもっと沢村との関係を追つい及きゆうされるかもしれない。それが気のせいである可能性はあったが、彼の迷めい惑わくにだけはなりたくなかった。

　松井はごねることなく立ち上がったが、並んで会計をする時に身体を寄せてくる。

「また来ような」

「う、うん」

　反射的に頷うなずいたが、幸弘としてはしばらくそんな気持ちになれないと思っていた。そして、とにかく早く帰って沢村の顔が見たかった。

　しかし。

「おかえり」

　先にマンションに帰っていた彼は、一見いつもと変わりない様子に見えた。そのことに安あん堵どしていると、穏おだやかな笑えみを湛たたえたまま、沢村は幸弘に尋ねてくる。

「どうだった？」

「え、えっと」

　楽しかったかどうかと言われたら、沢村のことが気になってしまい楽しむ余よ裕ゆうはなかったというのが正直なところだった。だが、プライベートでも心配かけてしまいたくなくて、幸弘はわざと明るく報告をした。

「楽しかったです、話も合ったし」

「そう」

「でも、まだ仕事をするのが一いつ生しよう懸けん命めいだし、しばらくは……」

　遊びに行くのは控ひかえるつもりだと言おうとしたのに、沢村はあっさりと幸弘に言う。

「また行ったらいいよ」

「え……？」

「せっかく仲良くなったんだ。良い友人は大事にしないとね」

　そのまま聞けば、特に深い意味はない言葉だ。しかし、本当にそのままの理由で受け取っていいのだろうかと迷った幸弘は、そっと沢村の服を摑つかもうと手を伸のばす。だが、その直前で立ち上がった沢村はキッチンへと向かった。

「ココア、入れようか？」

「……ありがとうございます」

　拒きよ絶ぜつされたとは思いたくないが、幸弘は行き場を失ってしまった手をどうしたらいいのかわからなかった。

（やっぱり、怒おこってる……かも）

　それでも、幸弘が感じた違い和わ感かんは、その夜には消えていた。

　恋人同士になってからはいつも沢村のベッドで一緒に眠ねむっていたのだが、今日も夜にはちゃんと部屋に誘さそってくれたのだ。

　頰ほおや目元、そして最後に唇くちびるにキスをした沢村は、最近常にしているように身体を抱だきしめて眠る。その温かな身体に触ふれているうちに、幸弘もいつしか眠っていた。










「遠藤君、これを鈴木に渡わたしてくれる？」

「はい」

　書類を手て渡わたされた時、指先が一いつ瞬しゆんだけ触れた。幸弘は思わず顔を上げたが、沢村はもう視線をパソコンに向けていた。

「……失礼します」

　頭を下げて部屋を出た途と端たん、口から零こぼれたのは大きな溜ため息だ。

「……おかしいなぁ」

　仕事中、沢村が軽口を言わなくなってどのくらいだろう。

　相変わらず優やさしくて、幸弘を気き遣づかってくれることに変わりはなかった。それでもなんだか少し……距きよ離りを置かれているように感じるのだ。

「それに……」

　廊ろう下かを歩きながら、幸弘はグルグルと考える。

（もう、半月も、だし）

　キスや、軽いスキンシップは今もあるが、ここ半月ほどセックスをしていなかった。

　それまでの頻ひん度どが多いのか少ないのかはわからないものの、常に欲しがられていた自覚があっただけに、どうしても寂しくなった。

　会社でも、暇ひまができた時は秘書室に顔を見せに来ていたし、何かと用をつくって幸弘を呼び出したりして、そのたびに鈴木に軽い嫌いや味みを言われていたくらいだったのに、今では「真面目まじめですね」と反対に心配されている。

　近くにいるのに、どこか遠い。

　付き合ってまだ二カ月も経たたないうちにこんな気持ちになるとは想像もしていなくて、今の幸弘にできるのは溜め息をつくだけだった。

「……あ」

　その時、ポケットに入れている携けい帯たい電話のバイブが震ふるえたのに気づく。取り出すと、松井からメールが来ていた。

「昼飯、かぁ」

　昼食の誘いに、この後の沢村のスケジュールを思い浮うかべる。今日は昼食をとりながらの役員会議があったはずだ。

　少し考えて、幸弘は承しよう諾だくのメールを送った。すると、すぐに嬉うれしいという返事と、待ち合わせの時間が送られてくる。

　なにもかも任せきりで受け身の幸弘と沢村の関係とは違ちがい、松井は少し図ずう々ずうしいくらい積極的に関かかわってきて、何でも一緒にしようとする。沢村に対する罪悪感があっても、今は寂しいせいかその距きよ離り感かんを心地ここち好よく思っているのも事実だった。

「あれ？」

「……！」

　不意にポンと後ろから肩かたを叩たたかれ、ぼんやりとしていた幸弘は飛び上がって驚おどろいた。すぐに振ふり向くと、そこには社長の西園寺が立っていた。

「しゃ、社長」

「どうした？　耳と尾おっぽが垂れてるぞ？」

「み、耳？」

　何のことかわからずに首を傾かしげると、「ここ」と笑いながら乱暴に頭を撫なでられる。せっかく整えていたのに、これではぐしゃぐしゃだ。

　思わず恨うらめし気に見上げると、男臭くさい顔で笑った西園寺は、幸弘の腕うでを強ごう引いんに摑んで歩き始めた。

「あ、あのっ、何ですか？　俺、仕事があって！」

「まあまあ」

　西園寺に引きずられるように連れて行かれたのは社長室だった。ソファに投げ出されるようにして座った幸弘に笑いかけ、西園寺はそのまま自身のデスクに行って何やら取り出す。

「ほら」

「うわっ」

　投げられ、反射的に差し出した手の中に入ったのは栄養補助食品のゼリーだ。

「これ……」

「腹空すかした顔してたからな」

「……ありがとうございます」

　食事はちゃんととっていたが、沢村と一いつ緒しよの朝食は緊きん張ちようして食べた気がしないし、最近夜遅おそい沢村が夕食は済まして帰るので、そんな時幸弘自身は簡単なものしか食べない。

　腹は空いていなかったが、西園寺の気持ちは嬉しくてそれを抱きしめる。西園寺は大おお股またで戻もどってきて幸弘の前のソファに腰こしを下ろすと、嫌味なくらい長い脚あしを組みながら言った。

「どうした、元気ないぞ」

「そうですか？」

「沢村が苛いじめてるのか？」

「沢村さ、専務は、優しいです」

　これだけは誤解のないように言い切ると、西園寺は声を上げて笑った。

「お前、あいつ贔びい屓きだなあ」

「ひ、贔屓とかじゃないです」

「ま、あいつも最近機き嫌げんが悪そうだし、何とか機嫌を取ってくれ」

　思いがけないことを言われ、幸弘は聞き返した。

「専務、機嫌悪いんですか？」

「会議中のあいつな、ブリザードの中心にいるってくらい機嫌悪いぞ」

「ブリザード……」

　そう言われてもあまり想像できなかったが、自分が感じている違和感を西園寺もわかっていることだけは理解できた。

（やっぱり、俺が何かしたのかな）

　デスクの上の電話が鳴り、西園寺がそちらに意識を向けると同時に立ち上がる。

「失礼します」

「おい」

　一礼して社長室を出た幸弘はなんだか泣きたくなった。

　自分に対しては違和感ぐらいで収めている沢村の感情は、西園寺にははっきりと《悪い》とわかるものだ。それだけ、西園寺には気を許しているという証あかしのように思えて、恋こい人びとである自分の立場はまったくない。

「……駄だ目めだ、ちゃんとしないと」

　恋人として頼たよりないのなら、せめて秘書として沢村を支える一人になりたい。

　本当は沢村とちゃんと話をしなければならないのに、幸弘はそれが怖こわかった。向き合って、「やっぱり付き合いは止やめよう」と言われたくなかった。

　それからは、よりいっそう仕事を頑がん張ばった。

　鈴木に付いて一いつ生しよう懸けん命めい勉強し、少しでも沢村の役に立つように必死になった。頑張っている、つもりだった。










「遠藤君、ちょっと」

「はい」

　いつも冷静沈ちん着ちやくな鈴木だが、今はどこか張りつめた雰ふん囲い気きをしている。そのまま沢村の部屋まで連れて行かれた時には緊張はピークに達し、なんだか嫌いやな予感がした幸弘は身体からだの横にある手を強く握にぎりしめた。

「昨日、スタジオバームから電話がありましたね？　専務と私はちょうど今回のプロジェクトの共同出資者であるＩＢに出向いて不在でしたが、なんと応対しましたか？」

「不在だと、伝えました」

「本当に？　それ以外に何か言いませんでしたか？」

　次々に問われ、幸弘は必死になってその時のことを思い出そうとする。あの電話には、普ふ通つうに不在のことを告げた。ただ、その後───。

「……向こうに、ＩＢさんに会いに行ったんでしょうと言われて……」

「そうですと、答えたんですね？」

「……はい」

　答えているうちに、幸弘の顔はどんどん蒼あお褪ざめていく。鈴木の言おうとしていることがようやくわかったからだ。

「スタジオバームとＩＢがライバル会社だということはあなたも知っているはずですね？　今回当社が共同出資にＩＢを選ぶ前に、スタジオバームからかなり意見があったということも」

「……はい」

「カマを掛かけられたということです」

　ＩＢは元々老舗しにせのスタジオバームのスタッフが独立して設立した会社のため、元々関係は良くないらしい。沢村がＩＢを共同出資者に選んだのは将来性と資金力からだが、その話が表に出ればスタジオバームにとっては面おも白しろくない話には違いなかった。

　今回のことはまだ内密に話が進んでいて、業界内でも色々と噂うわさが飛んでいる最中で……それらのことは、あらかじめ沢村から説明を受けていた。アンケートを取った時、友人から詳くわしい話も聞いていたのに、どうして細心の注意をはらわなかったのだろうか。

　今さら遅い後こう悔かいが、怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

「先ほどスタジオバームから長電話がありました。この先色々と煩うるさくなるかもしれませんね」

「す、すみませんっ」

　あんなに皆みなが一丸となっているものに、自分が冷水を浴びせたのも同然だ。

「専務」

　頭を深く下げたまま顔を上げないでいると、鈴木が沢村を促うながすように呼んだ。しばらくして、応こたえるように沢村が言った。

「状じよう況きようは確かく認にん中で一応手は打つが、一人のミスがプロジェクトの命運を大きく分けることもある。その責任を持って仕事に取り組むようにしてほしい」

　きっぱりとした叱しつ責せきに、幸弘はもう一度謝罪した。

「……すみません、でした」

　震ふるえる声を何とか抑おさえてもう一度謝罪した幸弘は、鈴木に背を押されて部屋を出る。　>>>♥

「誰だれでもミスはします。これから気を付ければいいんですよ」

　その言葉に頷うなずいた幸弘を見て、鈴木は苦く笑しようしながら言った。

「顔を洗ってきなさい。ミスを引きずらないようにすることも大切ですよ」

　声を出したら泣きそうで、無言で頭を下げた幸弘はトイレへと向かった。

（沢村さんに迷めい惑わくを掛けた……俺……なんで……っ）

　今回は素す早ばやく沢村と鈴木が気づいてくれたが、これが遅おくれていたら話はもっと大きなことになっていたかもしれない。せっかくみんなが一丸となって取り組んでいるプロジェクトを、自分の凡ぼんミスで後退させてしまいかねなかったのだ。

　鏡に映った青白い自分の顔を見つめる。泣いてはいないが目が真っ赤で、明らかに普通ではないとわかる表情だ。

　その時、突とつ然ぜんドアが開いた。

「……遠藤君」

　その姿を見た途と端たん、幸弘は顔が歪ゆがんで泣きそうになった。しかし、ここで泣いてしまったら沢村の方が悪者になってしまう。

　唇くちびるを嚙かみしめて必死に泣くのを我が慢まんしていると、ゆっくりと肩かたに手を掛けられ、そのまま頭を抱だかれて沢村の胸へと押し付けられた。その手の温かさと優やさしさに、幸弘はとうとうポロリと涙なみだを流す。

「……ごめ、なさっ」

「いや、私のフォローが足りなかった」

　沢村は何度も幸弘の髪かみを撫なでてくれながら謝罪してくる。彼が謝る必要はないので首を横に振ふったが、沢村はもう一度、すまないと言った。

　そして、泣き顔のまま秘書室には戻れないだろうと専務室に引き返し、ソファに座らせてくれる。

　ここまでくる間に涙は止まっていた。他ほかの人にこの顔を見られるのは恥はずかしいが、だからと言って沢村の部屋で休きゆう憩けいをするのも邪じや魔まなはずだ。

「俺、戻ります」

「良いいから」

　少し強ごう引いんに言われ、幸弘は大人しく座りなおした。そして、甲斐かい甲斐がいしくタオルの用意をしてくれる沢村をじっと見つめる。

（……やっぱり、優しい……）

　幸弘がどんなに情けない人間でも、沢村の優しさは変わらなかった。

「先方の二社とも、私がしっかりフォローする。大だい丈じよう夫ぶだ、プロジェクトに支障はないよ」

「……本当ですか？」

「ああ」

　きっぱりと言い切ってくれた沢村に、ようやく胸のつかえがとれる。

「……本当にすみませんでした」

「部下のミスは上司のミスでもあるんだ。遠藤君、このミスを取り返すように、これからも力を貸してほしい」

　幸弘は何度も頷いた。もちろん、今回の失敗を取り返すために、どんな努力だってするつもりだ。

　これ以上はさすがに沢村の迷惑になると思い、幸弘は秘書室に戻もどる。明らかに目が赤い幸弘を見て片かた眉まゆを顰ひそめた鈴木が入れ替かわるように出ていくと、そこへ経理の人間が書類を持ってやってきた。

「専務の決裁をいただきたいんですが」

「あ、はい」

　書類を受け取った幸弘はそのまま専務の部屋へと逆ぎやく戻もどりしようとしたが、ちょうど通りかかった休憩スペースにその姿を見たような気がして足を止めた。

「……本当に、情けない」

「わかっている」

（……沢村、さん？）

　そこには沢村と鈴木がいたが、どうやら彼らからはちょうど死角になって幸弘の姿は見えないらしい。

「あなたがこんなにも子供っぽいと知ったら、遠藤君も呆あきれて逃にげ出すかもしれませんよ」

　立ち聞きするつもりはなかったが、今から姿を見せるのもなんだか気まずくて、幸弘は自然と二人の会話に耳を傾かたむける結果になってしまった。

「正直に謝ることです。焼きもちを焼いて冷たくしてしまったって」

「しかたがないだろう。こんなことは初めてなんだ」

「いい加減に遊んでばかりいたから普通の恋れん愛あいがわからないんです。遠藤君にちょっかいを出されて嫉しつ妬として、相手ではなく遠藤君に冷たくするなんて、あなたは小学生ですか」

「……煩い」

　不ふ機き嫌げんそうに言う沢村の声には感情が鮮あざやかに表れていて、鈴木の言っていることが真実なのだと感じることができた。

　ただただ、びっくりした。

　まさか、沢村が嫉妬していたなんて思いもよらなかった。大体幸弘はモテないし、誰かに言い寄られた事実もない。だが、沢村はそう感じて、幸弘に冷たい態度を取った。そう感じさせた態度を幸弘が取ってしまったのだ。

（沢村さん……）

　ごめんなさい。幸弘は何度も呟つぶやく。自分が不安に思ったように、沢村も不安に思っていたのだろうと思うと、申し訳なくて、でも、嬉うれしかった。

「とにかく、遠藤君とは改めてちゃんと話し合ってくださいね。今回の彼の失敗はあなたの責任でもあるんですから」

「……わかった」

　沢村の声には、まだ不機嫌さが残っている。それが、彼が完かん璧ぺきな大人ではなく、自分と同じ一人の人間だと教えてくれるようで、幸弘はずっとその声を聞いていたいと思った。







　　　第七章　愛は盲もう目もく







「なんか、楽しそうね」

「え？　そうですか？」

「最近元気がなさそうだったけど、楽しいことがあったなら良かったわ」

　秘書課の先せん輩ぱいにそう言われ、幸弘はありがとうございますと頭を下げた。

　自分ではちゃんとしているつもりだったが、周りから心配されてしまうほどおかしな様子だったらしい。今から思えば、思いつめてグルグルと考えて、結局答えが出なくて、ただただ空回りしていただけだった。

（そっか……楽しそうに見えるんだ）

　そう思われるほど、自分の気分が上じよう昇しようしていることが嬉しかった。

　昨日、仕事で大失敗をし、子供のように泣いてしまった。そのくせ、偶ぐう然ぜん沢村の本音を聞くことができて、幸弘は呆あつ気けないほどあっさり、抱かかえていた自分の悩なやみが晴れた。

（ちゃんと、好きでいてくれた）

　沢村が嫉妬してくれた。そして、焼きもちを焼いて自然と幸弘に冷たい態度を取っていた。それが、かえって愛されているという自信になったのだ。

　結局、沢村は鈴木と約束をしていた真実を話すということはしなかった。それでも幸弘は嬉しさが残っていて、気持ちを切り替えて仕事に戻ることができた。

　もっと、ちゃんと話そう。

　覚かく悟ごを決めたというのになぜか西園寺から呼び出された沢村は、昨夜日付が変わっても帰ってこなかった。

　だから、今朝目覚めた時、沢村に抱だきしめられているのに気がついた時は驚おどろいた。まじまじと見ていたからか、やがてゆっくりと目を開けた沢村は、しばらく幸弘の顔を見つめてくると、軽く頰ほおにキスをして言った。

「おはよう、幸弘」

　たったそれだけだが、なんだか以前の自分たちが戻ってきたようで、嬉しくなった気持ちがそのまま表情に出てしまっているらしい。

　鈴木と他の秘書課の先輩たちには、昨日の失敗を朝改めて謝罪した。彼女たちは快くその謝罪を受け入れてくれたし、鈴木には何かいいことはありましたかと聞かれてしまった。

「あ」

（松井にも連れん絡らくしないと）

　昨日から、何度か松井からメールが来ていた。どうやら今回の幸弘の失敗の話を聞いたらしく、心配してくれているようだ。

　松井には、これから二人きりでは会わないという話をしようと思っていた。松井が嫌きらいなわけではなく、沢村に余計な心配を掛かけないためだ。もう、すれ違ちがいを生むような真似まねはしたくない。

　話をするなら早い方が良いと思い、幸弘は松井と終業後会う約束をした。外ではなく社内にしたのは、これ以上沢村に誤解してほしくないからだ。

「遠藤君、今日は早く帰っていいですよ」

　松井に合わせるために残って残業をしていると、鈴木が声を掛けてくる。

「あ、でも、ちょっと用があって」

「用？」

「はい」

　鈴木はそれ以上深く聞いてこない。それに安心して、幸弘は手を動かす。

（沢村さんも、まだ残ってるんだな）

　接待の予定はなかったが、沢村もまだ部屋に残っていた。松井との話を終えた後、一いつ緒しよに帰ることができるかもしれない。

　松井とは資料室で会うことにしていた。個人的なことで会議室は使えなかったし、営業部では他ほかの人の目もあると思ったからだ。

「あ」

　幸弘が資料室に着いた時、もう松井は来ていた。

「ごめん、遅おそくなって」

　自分の方から呼び出したのに遅おくれてしまったことを謝罪したが、松井は軽く手を上げながら首を振ふった。

「別に良いいって。それより、大だい丈じよう夫ぶか？　話は聞いたけど、それって本当にお前だけのせいなのか？　何か悩みがあってミスしたとか……」

　一気にそこまで言った松井は、不意に何か気がついたような顔になった。

「前飲んだ時、やたら専務のことを褒ほめてたよな？　あれって、もしかして専務に苛いじめられているせいで無む理り矢や理りフォローしてたんじゃないのか？」

「ち、違うって」

　松井の言い方は、どこか沢村を非難するようなものだった。心配していたとおりの展開に、幸弘はすぐに頭を下げる。

「心配かけてごめん。でも、専務のことは……」

「……専務のことばっかりだな」

「え？」

「付き合ってるから？　それとも、セクハラとか」

「え、え……」

　あっさり言われ、幸弘はとっさに否定できなかった。

（ど、どうして、そんなこと……）

　いくら恋愛は自由だと言っても、ゲイだということを大っぴらに話せるものではない。いや、幸弘自身沢村を好きになり、付き合っていても、自分がゲイだという自覚はなかった。

　ただ、同じ会社の上司と部下という関係では、どうにも立場が悪い。

　新入社員の自分よりも、役職のある沢村の立場が不味まずいのではないか。

　ようやくそのことに思い至り、幸弘はとにかく否定しようと口を開きかけた。

「ま、松井、俺と専務は……」

「誤ご魔ま化かさなくてもいいよ。首にキスマークを付けてきた時からもしかしてって思ってたし」

「キ、キスマーク？」

「女が男の首筋にキスマークを付けるなんてなかなかないだろ。……気づいてなかったのか？」

　松井に言われ、幸弘は自分の首に手を当てた。今の今までまったく自覚はなかったが、そういえば以前松井に虫が何とかと言われたことがあるのを思い出した。あれは、キスマークのことだったのかと今さら理解したが、それと沢村を結び付けて考えるなんて思いもしなかった。

「お前は遊んでいるように見えなかったし、だったら一緒に住んでいる専務が相手かなって」

「ちょ、ちょっと待てって、俺はっ」

「でもまあ、お前が男でもいいって考えなおしたら、変な焼きもちも焼かなかったな。俺、楽しいことが好きだし、相手が初めてだとか拘こだわりないから」

「えっ？」

　いつものように笑いながら、幸弘がまったく理解できないようなことをすらすら言う松井を啞あ然ぜんとして見ていると、いきなり腕うでを摑つかまれてそのまま床ゆかに押し倒たおされた。

「いたっ」

　軽く頭をぶつけて唸うなっている間に顔の両側に手をつかれ、腰こしに伸のし掛かかられた体勢になって初めて我に返った幸弘は、その拘こう束そくから逃にげ出そうと身体からだを捩よじる。

「は、離はなれろってば！」

「別に良いじゃん。俺さ、本当は新人研修の時からお前の事狙ねらってたんだぜ」

「狙って……って、お前、ゲイなのか？」

「別に、どっちでもいいけど、お前って俺の好みドンピシャなんだよ。初心うぶそうだし、ほんわかしててさ。友達になってからゆっくり落とすのも楽しそうだと思ってたんだけど、まさか専務に横から搔かっ攫さらわれるとはなあ。もっと早く押し倒せばよかったよ」

　松井の手が、幸弘の尻しりを意味深に撫なでてきた。

「一回ヤッてみないとどっちと相あい性しようがいいかわからないだろ？　自じ慢まんじゃないけど、俺いっつも満足されてきたし。はは、これって自慢になっちゃうか」

「松井……」

（本当に……松井なのか？）

　まるで、外側だけはいつもの松井で、中身がすっかり別人と入れ替かわったのではないかなどと、ありえないことを考えてしまうほど幸弘はパニックになっていた。

「大丈夫。ちゃんとゴムとジェルは持ってきたから」

　スーツのポケットから何かを取り出しながら笑っている松井の目は、あからさまな欲情を孕はらんでいる。まさか、自分が男の欲望の対象になるとは思わなくて、幸弘は必死に目の前の厚い胸を押し返した。

「馬ば鹿か言うな！　俺はお前となんか、しないっ！」

「どうして？　別に減るもんじゃないだろ？」

　それは嫌いや味みというより、本当にわかっていないふうで、不思議そうに首を傾かしげる松井がまるで異世界の人間に見える。

「へ、減るよ！」

「はぁ？」

「俺はっ、沢村さんじゃないと嫌いやだもん！　あの人以外とあんな事なんかできない！」

　子供のように喚わめきながら暴れた幸弘の足が、狙ってはいない松井の股こ間かんを直ちよく撃げきした。さすがに痛かったのか呻うめいて倒れこんできた身体は想像以上に重く、幸弘は服越ごしでもわかる熱さが気持ち悪くて泣きそうになった。

（沢村さん……っ）

　どうして、松井のことを相談しなかったのだろう。彼に一言いえば、この状じよう況きようにはならなかったかもしれない。自分の狭せまい視野で考え、何とか事を収めようとしたばかりに、結局松井を暴走させてしまった。

「さ、沢村さん……っ」

　早く、松井の腕の中から逃のがれたい。自分の勇気をかき集めるように沢村の名前を叫さけんだ時、不意に伸し掛かかっていた松井の重い身体が横へと放ほうり投げられた。

「……え？」

　開けた視界に入ってきたのは、初めて見るような沢村の焦あせった顔だ。彼は幸弘と目が合うとまるで心底安心したような息をついて膝ひざを折り、みっともなく床に転がっていた幸弘の身体をすくうように抱だきしめてくれた。

「悪かった、遅くなって」

「え……どうして……」

「鈴木から、君の様子がおかしかったと教えられて、嫌な予感がしてすぐに探し回ったんだ。なかなかここだと思いつかなくて……怖こわかっただろう」　>>>♥

　そう言いながら目元に触ふれた彼の指は濡ぬれている。自分が泣いていたことをその時ようやく知った幸弘は、無我夢中で沢村に抱だき着いた。

「ご、ごめっ、ごめんなさいっ、俺、俺っ」

「謝るのは私の方だ。大人げない真似まねをして泣かせてしまった。本当に、すまなかった」

　沢村に力強く抱きしめられ、馴な染じんだ匂においに包まれて、幸弘はようやく自分が一番安心する場所にいるのだと思えた。

（俺、やっぱり沢村さんとじゃないと……）

　同どう僚りようとしての仲間意識はあったが、松井をセックスも含ふくめた関係になる相手だとはやはり思えない。

　こんな暴挙に及およんだ松井だが、それ以前に励はげまされた事実はあって、幸弘は彼にわかってもらえるよう言った。

「松井……ごめん。俺が好きなのは沢村さんなんだ。沢村さんだから、全部あげることができる。……なあ、友達じゃ駄だ目めなのか？」

　床に突つっ伏ぷした体勢の松井は僅わずかに身じろぎしたが、幸弘の言葉に顔を上げない。

「松井君」

　そんな松井に、幸弘をしっかり抱きしめたままの沢村が言った。

「これはあくまでも私たちと君との間の問題だが、幸弘を傷つけるつもりなら、私は君を許さないよ」

　その言葉に、幸弘はハッとした。自分はただ松井と意見が食い違ちがっただけだと思っていたが、松井からすれば幸弘だけでなく沢村にも喧けん嘩かを吹ふっ掛けた形になっていて、そのことで会社での立場が変化することを不安に思う可能性もあった。

　社内でのいざこざだったが、それをただの痴ち話わ喧嘩にしてくれた沢村の思いやりに感謝し、幸弘は松井を振ふり返ろうとする。しかし、その前に沢村に抱き上げられてしまい、器用に頭を胸に押し付けられた。

「焼きもちを焼くから見ないでくれ」

「……っ」

「松井君、話はまた改めてしよう」

　そう言った沢村は、幸弘を抱いたまま資料室を出る。

「あ、あの、歩けますから」

　社内に残っている人間は少ないだろうが、それでも皆かい無むではない。自分たちのこんな格好を見られたらどんな誤解をされてしまうか、沢村の立場を考えて幸弘は訴うつたえた。

「大だい丈じよう夫ぶ。気分が悪くなったと説明するから」

「で、でも」

「早くうちに帰ろう。もっと幸弘に触れたいんだ」

　懇こん願がんするように言われ、それでも嫌だなんて言えるはずがなかった。松井に押し倒たおされた時、無意識に沢村の名前を呼んだ。

　その人が現れて、どんなに嬉うれしかったか。幸弘だってこれまでの不安や悲しさをすべて消しさるくらい、沢村に抱きしめてほしい。

　スーツを強く握にぎりしめたのに気づいたのか、沢村が髪かみに唇くちびるを寄せたのがわかる。

「帰ろう」

「……はい」










　マンションに戻もどると、スーツ姿のままバスルームに連れて行かれた。シャワーが降り注ぐ中、いきなり乱暴なキスをされてしまう。

「んっ、んぅっ」

　唇を塞ふさがれ、鼻にはシャワーが降り注いできて、呼吸もままならない状況に幸弘は沢村の背中を叩たたいて抗こう議ぎした。

「んはっ」

　唇は一度離れたが時間を置くことなく重なってきて、幸弘は頭の中が真っ白になる。

（く、くる、しっ）

　口中を弄まさぐる舌を無意識に嚙かみそうになり、そこでようやく沢村はキスを解いてくれた。

　もっと優やさしく、穏おだやかに愛してくれると思っていた幸弘は、いつもより乱暴な沢村に少し戸と惑まどう。もしかしたら、松井に押し倒されてしまったことを怒おこっているのだろうかと心配になって、おずおずと目の前の男を見上げた。

「……っ」

　自らも頭からシャワーをかぶっている状態の沢村はスーツもびしょ濡れで、髪も形が崩くずれている。それが、普ふ段だんの紳しん士し的な彼とは違う粗そ野やな男の魅み力りよくに溢あふれていて、不安だった幸弘の胸は浅ましくも高鳴ってしまった。

　じっと自分を見る目の中には、松井にもあったような欲情の熱が見える。いや、それ以上に渇かつ望ぼうと焦りも見えた気がして、幸弘は怖さも不安も一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。

　沢村はこんなにも自分を欲ほつしてくれているのだ。その愛情を、一時でも疑ってしまった自分が馬鹿だった。

　謝罪と、自分も同じように沢村のことを好きなのだと伝えるために、幸弘は背せ伸のびをして沢村にくちづける。合わせた唇の間から湯が入り込むが、もうそんなことは気にしていなかった。

「んっ」

　唇を押し当て、沢村のそれを舌で舐なめる。何度もそれを繰くり返すと、薄うすく唇が開けられた。恐おそる恐る中に差し入れた舌で彼の舌を舐めると、反対に強く搦からめとられ、啜すすられてしまう。

　その間に抱きしめていた腰こしから動いた手が、尻しりの形を撫なでるように動き回り始めた。もう一方の手は前に回り込んで、中ちゆう途と半はん端ぱに脱ぬがされたズボンの中に入ってくると、下着の上からペニスを握られてしまった。

「あ……っ」

　何度も何度も下着越ごしに擦こすられたものは、見る間に勃たち上がって布を押し上げる。それをさらに摑つかまれ、僅かに覗のぞく先せん端たんに爪つめを立てられた時、幸弘は呆あつ気けなく射精してしまった。

「あ……あっ……は……ぁ……」

　漏もらしたそれは、シャワーが綺き麗れいに流してくれる。それでも、滑ぬめる感かん触しよくが下着の中に広がって、幸弘は気持ち悪さに腰を揺ゆらした。

「脱ごうか」

「……」

　こくこくと頷うなずくと、ようやくシャワーが止められて沢村が服を脱がしてくれた。バスルームとはいえ沢村の目の前で全ぜん裸らになるのは恥はずかしい。無意識のうちに股こ間かんを手で隠かくしていると、沢村は自分の服も素す早ばやく脱いだ。

「……綺麗……」

「ん？」

　思わず呟つぶやいた言葉を聞かれてしまい、幸弘は瞬しゆん時じに赤くなって俯うつむく。

「幸弘、今なんて言ってくれた？」

　絶対聞こえていたくせに、幸弘の口からもう一度言わそうとしている沢村は意地悪だ。しかし、ここで言葉を惜おしむ理由はなかった。

「……綺麗、って」

「幸弘の目にはそう見えるの？」

「……はい」

「じゃあ、少しはこの身体からだも役に立っているということか」

「え……？」

「私は自分の容姿にあまり興味はないが、幸弘が褒ほめてくれるのならいっそう磨みがかないとと思ったよ」

　そう言って、沢村は幸弘の頰ほおにくちづける。

「幸弘に好かれているものが一つでも多いと嬉しい」

（そんなこと……思っていたんだ……）

　幸弘の目から見れば、いや、誰だれの目から見ても沢村は完かん璧ぺきで、自信に溢れた人だと思っていた。それが、幸弘のためにそこまで考えてくれるなんて───そこまで愛されて、嬉しくないわけがない。

「お、俺も、沢村さんに好きでいてもらえるよう、頑がん張ばります」

「幸弘」

「沢村さんが、好きだから」

　告白して、セックスして、恋こい人びとはそれだけではないとようやくわかった。お互たがいを思いやり、信じて、好きでいてもらえるように努力もしなければならない。それは多分、沢村のように立派な大人の男も例外ではないのだ。

「……幸弘」

「はい」

「すまなかった」

　もう一度謝罪され、幸弘も謝った。

「俺も、ごめんなさい。勝手に考えて、不安になって……結局それって、沢村さんに秘密をつくっていたことと同じことって、ずっと気づかなかった……」

　松井には申し訳ないが、彼の存在で沢村への気持ちを改めて思い知った。

「君が自立して、立派な社会人になるのは嬉しかったよ。でも……誰かに取られてしまうほど魅力的になっていくのを見て不安になった。結構、情けない男だな」

「そんなことないですっ。沢村さんはいつだって頼たよりがいがあって、カッコよくって、俺、沢村さんの全部が好きです」

　恥ずかしかったが、沢村に自分の気持ちを訴えたくてそう言った。

「……好きでいてくれるの？」

「は、はい」

「どのくらい？」

「ど、どのくらいって、凄すごく、好きで……」

「幸弘は、いつもセックスの時恥ずかしそうにしているが……それは、セックスが嫌きらいというわけじゃない？」

　改めて言われると、なんと答えていいのか難しい。ただ、沢村に抱だかれるのは気持ち良いし大好きなことは確かだった。

「き、嫌いじゃ、ないです」

「じゃあ、もっと一いつ緒しよに乱れようか」

「え……え？」

「お互いが好き合っていると再確かく認にんした記念に、ね」

　にっこりと笑って言われ、幸弘は顔が強こわ張ばった。










　何がどうなって、こんな状じよう況きようになったのかまったく考えが付いていかない。

　それでも、幸弘はベッドの上で沢村に背中を向けるような体勢で彼に乗り上げていた。

　目の前には既すでに支えもいらないほど勃ち上がっている沢村のペニスがある。明るい照明の下で見るとなんだかとってもいやらしくて、直視するのが恥ずかしいほどだった。

「幸弘」

　促うながされるように名前を呼ばれてしまい、幸弘は思わず背後を振ふり返る。ベッドヘッドに背中を預けるように座っている沢村は、幸弘の助けを求める視線に目を細めた。

「できる？」

　あれを、自分が愛あい撫ぶする。そして、自分の下か肢しを沢村が。

　今までだって時々幸弘も奉ほう仕しをしたが、いつも沢村にぐずぐずに溶とかされてしまい、結局自分だけが快感を追うことになってしまった。

　ただ、それは自分から「したい」と思ったもので、思い返せば沢村から積極的に「してほしい」と言われたのは今日が初めてだ。

（……恥ずかしくなんか、ない）

　幸弘は思い切って身を乗り出し、沢村の下肢へと顔を寄せる。すると自然に腰が上がり、彼の面前に自分の恥ずかしい場所がすべて露あらわになった。背後を見ていないのにずっとそこに視線を感じてしまい、幸弘はそろそろと体勢をもとに戻もどそうとする。しかし、その前に濡ぬれたものが尻の狭はざ間まを舐め上げてきた。

「ひゃぁっ」

　舌でそこを舐められるのはいまだに慣れない。幸弘はとっさに腰を上げて逃にげようとしたが、いつの間にかしっかりと腰を摑まれていて、さらに強く舌を押し当てられてしまった。

「んっ」

　今シャワーを浴びたものの、羞しゆう恥ちと申し訳なさに足が震ふるえる。

「幸弘」

　促されるように尻しりの丸みを撫なでられ、幸弘は目の前のペニスに視線を向けた。羞恥を誤ご魔ま化かすには自分が夢中になるしかない。そう思い、両手で持つほど成長した沢村のものへ唇くちびるを近づけた。

「んむっぅ」

　張った先端を口に入れただけでいっぱいになり、何とか舌を絡からめる。開きっぱなしの唇の端はしから零こぼれる唾だ液えきが竿さおを伝って流れ落ち、それを助けに逞たくましいものを両手で擦った。

　何度見ても雄お々おしく立派なそれは幸弘の愛撫でさらに勢いづいて、喉のどの奥まで侵しん入にゆうしてくる。息苦しさに涙なみだが浮うかぶが、幸弘は懸けん命めいに舌と手を動かし続けた。

　その間にも、幸弘の尻には愛撫が施ほどこされていた。

　後ろから沢村を受け入れる下肢を何度も舐なめられ、時折表面に指が押し当てられた。幾いく度どとなく擦られ、悪戯いたずらに指先が押し入ってこようとするものの、そのたびに幸弘が息をつめるので双そう玉ぎよくを揉もみしだかれて緊きん張ちようを解かされた。

　一度吐と精せいしているはずなのに情けなく勃たち上がっているものにも手を伸のばされ、巧たくみに動く指先にあっという間に熱が高まってしまう。

「あ、や、待って、待ってくださっ……やぁっ」

　まだ沢村を射精させることができないというのに、幸弘は呆あつ気けなく二度目の精を吐はき出してしまった。

　沢村が上手うまく手のひらに受け止めてくれたらしく彼の腹を汚よごすことはなかったが、なぜかそれは自分の尻の狭間へと垂らされてしまい、その感かん触しよくにぶるっと腰こしが震えて足から力が抜ぬけそうになった。

「頑張って」

「で、でもっ」

　愛撫することに集中したいのに、それ以上の気持ちよさを与あたえられてしまうのでどうにも手が動かない。既に口から先せん端たんはこぼれ出て、竿を強く摑つかんだまま、幸弘は沢村の腿ももに頰を押し当てた。

「可愛かわいいね」

　どこが、と言い返したいが、喘あえぎ声を漏もらすだけで精せい一いつ杯ぱいの口から言葉は出てこない。

　そうこうしているうちに、幸弘の尻の片方が広げられ、いきなり指が押し入ってきた。

「うっ……はっ、はっ」

　痛みは一いつ瞬しゆんで、それよりもいつも以上に軋きしむ内ない壁へきに苦しさが先に立つ。

「ど、……してっ」

　なぜこんなに苦しいのか。疑問はすぐに晴らされた。

「今日はジェルを使わないよ」

「ジェ……ル？」

「私と、幸弘と、二人以外のものを介かいしたくないんだ」

　熱っぽい沢村の言葉の意味が頭の中に入ってこない。

「幸弘の出したものだけでここを解ほぐすから、少し時間がかかるかもしれないけど我が慢まんして」

（時間……？）

「ほら、もう上手に私の指を吞のみ込んでいる。幸弘の身体からだは私の指をちゃんと覚えているんだな」

「はっ、はっ……くっ」

「いつもより熱い。ここに入ったら気持ちがよさそうだ」

　沢村はただ状況を説明しているだけなのだろうが、その言葉に煽あおられた幸弘の身体は顕けん著ちよに反応してしまう。苦しかったそこが僅わずかに緩ゆるみ、沢村の指をもっと奥へと招き入れていった。

「は……あんっ」

　その指が内壁のある一カ所をかすった途と端たん、幸弘は甲かん高だかい声を上げてしまった。

「あっ、あんっ……そ、そこ、やっ」

「ここ？」

「ああっ」

　強く擦こすられ、その瞬間幸弘は射精していた。三度目のせいか既に量は少なく、申し訳ない程度に滴しずくが滴したたり落ちる。しかし、量とは反対に快感はさらに増して、もう何も考えられなくなる。

「も、もっ」

「まだ一本目だ。ほら……二本目」

　中に入っていた指に添そうように入ってきた二本目は、すぐに幸弘を感じさせるために動き出した。狭せまい中でバラバラに動くそれに呼吸もままならないほど追い詰められ、幸弘は沢村の足に抱き着いた。

「あふ……んぁっ」

「苦しい？」

（く、るし……っ）

　苦しくてたまらないのに、身体の中を自由に暴れるものに意識を集中し、無意識に腰が動いていることに自分では気づかない。時折尻にくちづけが落とされ、沢村に名前を囁ささやかれるだけで、さらに身体の熱が高まった。

「あっ」

（また……っ）

　指がもう一本入ってきた。さすがに苦しかったが、それでも痛みはもう気にならない。

「幸弘」

「あんっ、あっ」

「可愛い、幸弘」

　幸弘は身体を捩よじり、声を上げた。

「早く君が欲しい」

　熱っぽい言葉と共にいきなり指が引き抜かれ、乱暴にベッドに押し倒たおされた。流れるように足を抱かかえられ、腰を引きつけられて真上から顔を覗のぞかれる。

「……」

「……っ」

　熱っぽい視線に全身が焼かれ、幸弘は溜ため息のような声を漏らした。

「愛している」

「あ……」

「愛しているよ、幸弘」

　沢村の想おもいが込められた言葉に、幸弘の目じりから涙が零れ落ちる。それを唇ですくってくれた沢村は、視線を逸そらさないままゆっくりと身体を押し進めてきた。

「……く……ぁ」

　さすがに自分が吐き出したものだけで濡ぬらされたそこに、圧あつ倒とう的な質量のペニスが入り込んでくるのは苦しい。軋む内壁は抵てい抗こうするようにペニスを押し出そうとするが、それを押し退のけるように先端は無情にも突つき進んできた。

　幸弘はその動きに合わせ、何度も浅い呼吸を繰くり返し、自分からも沢村を受け入れるように必死に身体から力を抜いた。

　ペニスは徐じよ々じよに徐々に、身体の奥深くに押し入ってくる。

「幸弘……っ」

「さ、沢村、さっ」

　気が遠くなりそうなほど長い時間に感じたが、沢村の下生えを下か肢しに感じ、彼のものがすべて中に入ったことがわかった時、心を占しめたのは嬉うれしさと幸福感だった。

「ぜん、ぶ？」

　幸弘は力が入らない手を持ち上げ、自分の腹にゆっくりと触ふれた。この中に自分以外の人間が息づいているなんて信じられない。

　普ふ通つうに異性に恋こいをしていたら、生しよう涯がい知ることがなかった幸福に無む性しように気持ちが高まって、幸弘はポロポロと涙なみだを零した。

「幸弘」

「す、き」

「……ああ」

「好き、です」

　これだけでは伝えられないほどの想いが自分の中にはあるが、幸弘はそう伝えるだけで精一杯だ。

「君の中は、気持ちが良いい」

「んっ」

　軽く揺ゆさぶられ、幸弘は甘い声を上げる。

　しばらくはゆっくり確かめるように動いていたそれは、次し第だいに激しさを増していった。きつかった中は沢村の蜜みつと己おのれの精液のせいで柔やわらかくペニスに絡からみつくようになり、貪どん欲よくに欲しがって蠢うごめいた。

「あんっ、あぁっ」

　気持ちが良い。

　気持ちが良くて、幸せで、胸が苦しくなるほど嬉しい。

　幸弘は必死に沢村の背中に手を回し、彼の力強い動きに合わせて自分も動いた。馴な染じんだそこからはじわじわと熱が全身に広がっていき、何が何だかわからなくなって、ただただその名前を呼び続けた。

「沢村さ、沢村さんっ」

「幸弘、幸弘……っ」　>>>♥

　ベッドが軋きしみ、部屋の中には淫みだらな音が響ひびき渡わたる。

「やっ、あぅ、あぁんっ」

　沢村の呼吸が激しくなって幸弘が息をつめた瞬間、中が強く蠢いて締しまった。その途端、低く呻うめいた沢村が最さい奥おうを貫つらぬき、中に熱い迸ほとばしりを感じる。

「ん……」

　それは身体の隅すみ々ずみまで浸しん透とうし、幸弘の身体を作り替かえていった。同時に、今までの緊きん張ちよう感かんが一気に襲おそってきて、幸弘はゆっくりと意識を手放していく。

「……幸弘」

「……だい、すき……」

　無意識に零こぼれた答えの返事は、唇くちびるに感じる熱だろうか。

　それを確かめる前に、幸弘は心地ここち好よい眠ねむりに身を委ゆだねてしまった。







　　　エピローグ







　幸弘は緊張したまま目の前の男を見つめていた。男───松井は悪びれたふうもなくにっこり笑い、軽く手を振ふってくる。

（……なんか、真しん剣けんに考えている俺が馬ば鹿かみたいっていうか……）

　松井に押し倒され、沢村と仲直りのセックスをした翌日、重い腰こしを引きずりながら出社した幸弘は昼休みに松井を呼び出した。

　本当は今日休んでしまいたくなるほど身体からだはだるく疲つかれていたが、社会人として「セックスで疲れたから休む」なんて許されるわけがない。

　沢村には、一応有給をとるかと気き遣づかわれたが、頭かぶりを振って出てきたのだ。

　呼び出したものの、松井がちゃんと来てくれるかどうか不安だった。あんなことがあって、幸弘だったら顔を合わせるのも気まずく思う。

　しかし、あのままでは幸弘と沢村のことを本当にわかってくれたか疑問だったし、松井の気持ちももう一度ちゃんと断りたかった。

「なんだ、今日は休むかと思った」

　だが、指定した屋上に現れた松井は気まずさの欠片かけらも見せず、笑いながら第一声にそう言った。

「え？」

「仲直りエッチ。なんだ、案外専務は淡たん泊ぱくなのか？」

「な……っ」

　どうして自分の方が恥はずかしく思うのか。幸弘はなんだか腹立たしくなり、じっと松井を見み据すえる。それでも、どうやら自分たちのことはわかってくれたことに内心安あん堵どしていた。

　しかし、それと口外しないということは別だ。

「まさか、両想いだったとはな。専務が押して、お前が引きずられている感じかなって思ったんだけど……それだけが計算違ちがいだったな」

「……そ、そのことだけどっ」

「ああ、心配するなって。誰だれにも言わないから」

「……」

「本当だって。俺の方も、まだお前を諦あきらめたわけじゃないし、ま、お互たがいの利益のためにも何も言わないから。これからも飲みに行こうぜ」

「ちょっ」

　自分が言いたいことだけ言った松井は、さっさと背中を向けて歩き出す。ドアを開けた時なぜか驚おどろいた表情を見せたが、今度は声を上げて笑いながらそのまま行ってしまった。

「……なんだよ、あれ……」

　気まずさを誤ご魔ま化かしているのか、それとも単に何も考えていないのか。

　松井とはまだ深く付き合う前にあんなことになってしまったので、性格が摑つかめないだけ、なんだかもやもやとする。

　その時、たった今松井が去っていったドアが開き、沢村が姿を現した。

「沢村さ、せ、専務」

　沢村は苦く笑しようしながら近づいてくると、突っ立ったままの幸弘の身体を抱だきしめてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……はい」

　今日、松井と会うことは前もって話していた。後々誤解したり、されたりしないよう、何でも話そうと決めたからだ。最初は心配して一いつ緒しよに来ると言っていた沢村も、幸弘の気持ちをわかってくれて送り出してくれた。しかし、今ここにいるということは、心配して付いてきてくれたのかもしれない。

（あ、じゃあ、さっきの）

　松井が笑った理由がやっとわかった。松井はドアの陰かげにいた沢村の姿に心配性だと笑ったのだ。

　幸弘がじっと黙だまって見上げると、沢村が少し困ったように言う。

「付いてきたこと、怒おこった？」

「……怒ってないです」

「本当に？」

「はい……嬉うれしかった」

　すぐに気持ちを伝え、幸弘は沢村の背中に手を回した。

　その言葉に沢村も安堵してくれたのか、髪かみを何度も撫なでてくれる。それが松井に対たい抗こうしているようにも思えてしまい、なんだかくすぐったくなった。

「松井もわかってくれたし、仕事、頑がん張ばります」

「本当にわかったのかな」

「え？」

「……まあ、何とかなるかな。行こうか」

　背中を押されて歩き始めた幸弘は、軽く肩かたを抱き寄せられて顔を上げる。触ふれるだけのくちづけに顔が熱くなってしまい、誤魔化すように頰ほおを叩たたいた。

「可愛かわいいな、幸弘は」

「か、可愛くないです」

　これから仕事に戻もどるというのに、どうしてこんなに恥ずかしいことを言うのだろう。幸弘はいたたまれなくなって離はなれようとしたが、しっかりと抱だかれた肩の手は離れていかない。それがわかり、すぐに諦めた。

（もう……）

　言葉や態度ではまったくわからないが、もしかしたら沢村は案外子供っぽい人なのかもしれない。そして、それを見せてくれるのは自分だけかもしれないと思うと、大人な彼の別の面が垣かい間ま見みえて嬉しく思う。

「幸弘？」

「なんでもないです」

　あのドアの向こうに行くまで、ここには他ほかの目もない。それなら今のうちに精せい一いつ杯ぱい甘えようと思った幸弘は、沢村の腕うでを引っ張って自分からキスを仕し掛かけた。

　驚いた顔の沢村が、すぐに嬉しそうに笑えむ。それに笑い返した幸弘は、下りてくる顔に自然と目を閉じていた。
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専務の憂鬱　執着は愛










「あの、相乗りでもいいですか？」

「相乗り？」




　沢さわ村むら理さと史しは、自分が感情の起き伏ふくが乏とぼしい人間だと自覚していた。

　友人がいないわけではなく、それなりの女性関係もあった。なまじ何でもできたので、努力とか欲望とかには縁えんがなかったのかもしれない。

　その中で唯ゆい一いつ、大学時代に出会った西さい園おん寺じとの会社作りはその過程も成長も面おも白しろくて、遣やり甲斐がいがあった。

　株式会社ＩＯＤ。

　西園寺とのイタリア旅行でその気質に共感できて、イタリア語でIeri, Oggi, Domani.《昨日、今日、明日》とつけた。気がつけばある程度まで大きくなってしまったが、西園寺と鈴すず木きのおかげで、今も飽あきずに仕事を続けていられる。




　そんな中出会った青年は、沢村が言うのも何だがあまりにも人が好よ過すぎた。あの場面で、自分だったら空車を譲ゆずることはもちろん、相乗りなんて絶対に考えもしなかったと思う。

　その時は今時変わった子だと思い、それだけで終わった。

　まさか、その青年が沢村の会社の入社試験にやってくるとは。

　これこそ、《縁》というものかもしれない。










　紆う余よ曲きよく折せつがあり、あの青年───遠えん藤どう幸ゆき弘ひろは沢村の恋こい人びとになった。会社ではできるだけ抑おさえているが、一緒に暮らすマンションではそのタガが外れてしまっている。

　今だって同じベッドで目が覚めたというのに、その幸運にらしくもなく胸の中が温かくなる。もう少し眠ねむらせてやりたいのに、早くあの真っ直すぐな目で自分を見てほしいとも思うのだ。

「……可愛いな」

　本人が気にしている童顔は、目を閉じているとさらに幼い。僅わずかに丸みの残る頰に軽く指を触れたがまったく起きる気配もなく、もう少しだけと今度は唇くちびるを押し当てた。

「……幸弘」

　今度は、薄うすく開いた唇にキスをする。触れるだけのそれを離すと、幸弘はむにゃむにゃと意味のわからない寝ね言ごとを漏もらした。

　猫可愛がりというのは今の自分の状態かもしれない。可愛くて可愛くて、このままベッドに閉じ込めて、瑞みず々みずしい身体からだを食くらって外になど出したくない。

　……本当に、自分は変わってしまった。

　誰かに対し、こんなにも激しい感情を抱けるなんて、どんなに考えてもその理由がわからない。

『恋こい？　んなの、理り屈くつじゃねえだろ』

　自由恋れん愛あいで女好きの西園寺がたった一人の恋人に捕つかまってしまった時、確かそんなことを言っていた。その時は、西園寺も歳としを取ったなと思っただけだが、今ならその意味がよくわかる。

　恋は本当に、理屈じゃない。

　好意が欲を伴ともなったものだと気づいた時、沢村も男同士だというハードルはあっさり飛び越こえ、自分を夢中にさせた幸弘が悪いと結論付けて、初心うぶな彼の気持ちを自分に向くように仕向けた。

　幸弘の沢村に対する気持ちは確かに好意だろうが、むしろ憧あこがれの方が強かっただろう。

　しかし、本人がそれに気づく前に、すべてを恋に変えてしまえばいい。変わってしまえば、それが真実となる。




「……で、さ」

「へえ」

　目の前では、最愛の恋人がかつて自分を押し倒たおした男と談だん笑しようしていた。

　その当時はかなり警けい戒かいしていたはずなのに、男の謝罪を受け入れ、元々気が合ったのか、いつの間にか友人関係が復活していた。

「あれは松井の気の迷いだったんですよ」

　素す直なおで単純な幸弘はそう言って笑っていたが、同じ相手を想おもうからこそよくわかる。あの男の目の中にはまだ、幸弘に対する執しゆう着ちやくの光は消えていないのだ。

　もちろん、幸弘を渡わたすつもりはない。役職を振ふりかざさなくても、男としても負けるつもりはない。ただ、社内では専務と新入社員という立場から、幸弘が必要以上の接せつ触しよくはしないようにしているのがネックだ。今だって、偶ぐう然ぜん通りかからなければ気づかなかった。

　ただ、社内では恋人同士だということは内ない緒しよにしたいというのは幸弘の願いだし、おまけに秘書である鈴木も口うるさく意見してきた。

「あなたはともかく、遠藤君に迷めい惑わくがかかるようなことはしないように」

　二人の関係を告げたわけではないのに、長く側そばにいた鈴木は沢村の幸弘に関する執着に早い時期から気づいていた。沢村の志気を上げるために幸弘を寄よ越こすという工作もするくせに、不ふ埒らちな真似まねは許さないという偏へん屈くつな男だ。

　社内恋愛禁止ではないので、いっそのこと幸弘との関係を公表したいという欲求に時折かられるが、まだ保守的な日本では当分無理かもしれない。

　そのせいで、同どう僚りようという大義名分を振りかざして幸弘に堂々近づく危険な男を排はい除じよできないのは面めん倒どうだが。

　沢村は軽く髪かみをかき上げ、休きゆう憩けいスペースにいる二人の方へと向かった。

「楽しそうだね」

「せ、専務」

「ど～も」

　沢村の姿に幸弘は一いつ瞬しゆん目を丸くし、すぐに赤くなって俯うつむく姿が抱だきしめたいほど可愛かわいらしい。その幸弘の姿を苦々しく見た松井が、沢村に敵意満々の視線を向けてくるのも心地ここち好よかった。どんなに横よこ恋れん慕ぼをしても、幸弘の身も心も沢村のものだ。




「大人げないな、お前」

　松井から引き離はなした幸弘を秘書室に送り、自分の部屋に戻もどろうとした沢村は楽し気に声を掛かけてきた悪友に対して口元に弧こを描えがいた。

「別に、何もしていないけど」

「お前が粘ねん着ちやく質しつな奴やつだって教えてやりたいよ」

「別に構わないぞ」

「いいのか？」

「幸弘はお前より私の言葉を信じるだろうしね。それに、本当にそんなことをしたら、お前の隠かくしたがっている過去の女関係、全部公表してやるよ」

「……えげつない奴」

　肩かたを竦すくめて冗じよう談だんに誤ご魔ま化かしているが、その頰ほおが引き攣つったのを沢村は見み逃のがさない。幸弘という恋人を沢村の弱点だと思っているのかもしれないが、己おのれの恋人だって己の弱点になってしまっているのを忘れているのだろうか。

（本当に、飽きない奴）

　単純で、豪ごう快かいで、度胸があって、情に厚い。

　まさか、自分と正反対のこの男とこんなにも長く付き合っていけるとは考えてもいなかったが、今の沢村は西園寺という男と出会ったことを確かに幸運だと思っている。

　もちろん、本人には言うつもりはなかった。




　マンションに帰れば、最愛の恋人が出で迎むかえてくれる。

「おかえりなさいっ」

　誰だれかに出迎えてもらうことがこんなにも嬉うれしいことだとは想像もしていなかったが、きっとそれが幸弘以外だとここまで嬉しくは思わなかっただろう。

「ただいま」

　小こ柄がらな細い肩を抱き寄せ、そのまま軽くキスをした。たったそれだけで赤くなる幸弘の初うい々ういしさに目を細めた沢村は、そこでずっと我が慢まんしていた欲望をあっさり解放した。

「わっ」

　廊ろう下かの壁かべに幸弘を拘こう束そくし、今度は濃のう厚こうなキスを仕し掛かける。くぐもった声がさらに沢村の官能を刺し激げきして、小さな尻しりをわし摑づかみにした。

　幸弘は既すでに部屋着に着き替がえているので、スーツを脱ぬがすという楽しみはない。その代わり、シンプルなブルーのエプロンが妙みように可愛くて、このままエプロン以外の服をすべて剝はぎ取り、後ろから犯おかしてしまいたいという欲求が生まれた。

「んやっ」

　いったんキスを解いた時、唾だ液えきに濡ぬれた唇で必死に息をしながら、幸弘は涙なみだで潤うるんだ目を向けて抵てい抗こうしてきた。

「こ、こんなとこじゃ、嫌いやです」

「どうして？　私はすぐにでも幸弘が欲しいんだが」

　耳元で囁ささやくと、腕うでの中の身体が震ふるえるのがわかった。

「だ、だって」

「……」

　本当は自分だって欲しいくせに、僅かに残る理性のせいで必死に反はん抗こうしている。だが、その抵抗は沢村から見れば無む駄だなものでしかない。

　幸弘を抱だくようになってまだ半年にも満たないが、既にこの身体からだの隅すみ々ずみを沢村は知っていた。幸弘の抵抗など、あってないようなものなのだ。

　しかし。

「……すまない、困らせたな」

　あくまでも幸弘の願いを聞き届けたふうを装よそおい、それ以上の不埒な真似を止やめてやる。すると、幸弘の目の中には安あん堵どと、物足りなさと、信しん頼らいの光が過よぎった。

　幸弘が望むのは、あくまでも大人で、優やさしい自分だ。無む茶ちやで強ごう引いんで、獣けものな自分を見せるのはもう少し先にした方が良い。

　もっともっと幸弘を甘やかし、淫みだらに身体を開発してから、沢村の欲望を受け止めてもらえばいいのだ。

「食事にしようか」

「は、はい」

　連れ立って歩きながら、沢村は隣となりの恋こい人びとをじっと見下ろす。

　目の覚めるような美び貌ぼうの主ではなく、とびぬけた才を持っているわけでもない。ごく普ふ通つうの青年にどうしてここまで自分が嵌はまってしまったのか、沢村にとっては人生最大の謎なぞだ。

　ただ、どんなに完かん璧ぺきな人間が自分の前に現れても、絶対に沢村は幸弘を選ぶ。

（私もただの人間だったということだな）

　恋に溺おぼれて、足あ搔がいている。

　そんな自分を、沢村は案外気に入っているのだ。
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　あとがき







　こんにちは、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は「上司に溺でき愛あいされています。」を手にとって頂いてありがとうございます。

　まさかまさかの二冊目を出していただき、内心小こ躍おどり状態。今回もぜひぜひ楽しんで頂きたいです。

　前回に引き続き、今回もサラリーマン同士の話ですが、今回の主役は新卒ピチピチの幸弘君。ごく普ふ通つうの青年である彼が、ちょっとした偶ぐう然ぜんの出会いから、どんどん運命が切り開かれていくという、ちょっとした成長物語でもあります。

　彼の相手は、上司の沢村。お約束通りのハイスペック（笑）な彼は、大人の包容力で幸弘を見守ってくれています。今回、本編はずっと幸弘視点なので、彼の目線での沢村のカッコよさばかり目立ちますが、実を言えば本編後、少しだけ書かせて貰もらえた沢村視点が本当は書きたかったものなんです。

　沢村がいかに幸弘を溺愛しているのか、このオマケこそタイトルを表してくれているのではないでしょうか。

　今回のイラストは、桜さくら城ぎやや先生に描かいていただきました。先生の漫まん画がを持っているせいか、イラストを見ているだけでまるで動き出すんじゃないかとドキドキしました。

　原げん稿こうが遅おくれてご迷めい惑わくをかけてしまったのに、驚おどろくべき読解力で沢村の正統派なカッコよさと、幸弘の純じゆん粋すいな可愛らしさを、文章以上に表現してくださっています。

　もう、本当に感謝しています。ありがとうございました。




　沢村だけでなく、周りの個性的な面々の影えい響きようで幸弘がさらに成長できるよう、皆みなさんも温かく見守ってあげてください。




　　サイト名『your songs』

　　http://chi-co.sakura.ne.jp
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上じよう司しに溺でき愛あいされています。
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